

































創炎のヒストリア２




～神託少女の創世録ビブリオン～








十本スイ





[image: ]









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。
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プロローグ









　────────失敗は許されない。

　まさか自分がこのような大役を任されるとは思ってもおらず、いまだにどこか現実感が失われた感覚で、足元に広がる魔法陣を見つめるのは、召喚魔法士──ラキ・オーベンだ。

（召喚魔法に目覚めてからは、実力を買われて国に仕えることができた。しかも召喚魔法が使えるというのは稀き少しようで、すぐに皇帝様のお耳に届き、あれよあれよという間に、ここ《皇こう宮きゆう》でお抱え召喚士になったけど……）

　この世界──【ニューブルー】の支配者たる皇帝に仕えれば、その者の人生は約束されたようなものだ。ラキも順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな日常が送れると思っていた。

（事実、今までは三食困らず、お給金もたんまりあって、顔がニヤけてしまう暮らしをしてたけど…………まさかこんなことってないよぉ）

　頭を抱える状況が、今のラキに起こっている。それはある日のこと、皇帝の側近に仕事を依頼された。無論二つ返事で了承する。

　今までにも皇帝のために、小さな獣けもの族を召喚して楽しませてきたので、今回もその程度だろうと……。しかし現実はラキの常識を大きく食い破るほどの大仕事だった。

（まさか────────《英えい霊れい器き召喚》だなんてぇ）

　その名の通り『英えい霊れい』を宿すことのできる〝器〟を持つ者を召喚すること。過去に何度も試されたが、ほとんどは失敗に終わっている。

　この世界には、かつて英雄や勇者と呼ばれた存在がいた。その者たちの持つ力は絶大であり、その力を以もつて人々を救い、皆の導き手となった。

（『英霊』は、世界を沸かせた人物の魂のことだよね。確か〝十じゆつ傑けつ〟って呼ばれる英えい傑けつが過去にいて、その魂が今、世界各地にいる傑けつ物ぶつへと引き継がれてるって学んだけど。その他にも、異世界の住人じゃないと、魂を引き継げないという条件もあるんだよね……）

　その異世界に通じる扉を開き、住人をこの世界に召喚することが、ラキに課せられた使命だった。

（多分、皇帝様は、異世界の《英えい霊れい器き》を召喚させて、鬼たちを討伐しようとお考えになられているんだろうけど……）

　召喚自体、もちろん今まで試みたことはないし、自分の力でそんな大それた召喚が成功するとも思えなかった。だが皇帝の側近はやれと言う。ラキは、意に反して強制的に、地下室にあるらしい召喚場所へと連れられていった。ここまで来たらもう覚悟する他ない。

　今、足元に広がる巨大魔法陣の近くに立っているラキ。周りには、魔力を魔法陣へと流して、ラキの力を補ってくれる者たちが連なっている。

　薄暗い牢ろう屋やの中のような雰囲気の空間に、魔法陣を覆おおうようにして、十個の台座が置かれている。またその上の、鉄でできた鳥とり籠かごのようなものが視界に入った。

（……あれが『英霊』……）

　幾つかの鳥籠の中には、青白い火の玉のようなものがポツンと浮かんでいる。あれが過去に存在した〝十じゆつ傑けつ〟の魂のようだ。思わずラキの喉が鳴る。

（と、とにかく全力を尽くすだけだよ。その後はどうなるか分からない……けど。だ、だってこんな緊張の中で、成功しそうなムードなんて微み塵じんも感じられないんだも～ん！）

　だがそれでもやるしかなかった。たとえ失敗して職を失ったところで、やらなくても失うのだからと、自分の運命を呪いながら魔法を行使し始める。

　息を整え、魔力を体中に循環させていく。鳥籠の中にある小さな霊魂たちが動き回る。まるで早くここから出せと言わんばかりだ。

　ラキは何度も深呼吸して心を落ち着かせる。チラリと、ここへ連れてきた皇帝の側近に視線を送る。彼は細い目でさっさとやれと言っているような様子だ。場が静まり、周囲にいる兵士たちも同じように緊張感に包まれている。

　ラキは片手に持っていた本を開くと、そこに視線を落としゆっくりと目を閉じた。懐からキラキラと光る丸い石を幾つも取り出すと、魔法陣に向けて放り投げる。

「紅玉ルビーは御おん前まえの目、蒼玉サフアイアは御前の口、緑柱石エメラルドは御前の耳、紫水晶アメジストは御前の鼻、偉大なる次元を司りし神よ、小さき者の僅わずかばかりの願いを聞き届け給たまえ。我が名はラキ・オーベン。その御力を以て、次元の扉を開き異なる界に在る者を喚よび給たもう者なり！」

　魔法陣の上に散らばった色とりどりの宝石が、それぞれが光で強い眩まばゆきを見せ反応する。しかしその光が徐々に鎮まっていく。同時に体中の魔力が枯こ渇かつしていくのを感じる。それは魔力を分け与えてくれている周囲の者たちも同様で苦しそうだ。

（うぅ……やっぱり僕なんかじゃ無理だよぉ～！）

　ラキだけでなく、他の者もやはり駄目だったかと意気消沈する。

　誰も言葉を発せられず悪い空気が流れる中、突如として魔法陣が放電したようにバチバチと光ると、次の瞬間──眼を開けていられないほどの閃せん光こうが魔法陣全体を包む。光を生んでいるのは、鳥とり籠かごに入っている二つの霊魂である。

　しばらくして光が収まると、そこにいたのは二人の少女。二人の服装は、見るからに異世界から来た者たちだと認識させた。

　その中の一人は、儚はかなそうな印象を受ける美少女で、怯えたようにキョロキョロと紺こん碧ぺきの瞳で周囲を見回している。

　もう一人の方も、目がくっきりとした活発そうな美少女であり、呆あつ気けにとられているようで、黒い瞳で真まっ直すぐ一点を見つめながら身を硬直させていた。

　しかし召喚に成功したことで、周りの者たちはそれぞれ、声を上げたり、ガッツポーズをしたりと喜びを体現している。そんな様子を、ただただ召喚された彼女たちは啞あ然ぜんとして見続けているだけ。彼女たちのもとに、頷うなずきを一つした皇帝の側近が近づいていく。

　だがそこでラキは急に目眩めまいを覚えてしまい、意識が遠ざかり始める。下半身に力が入らずに、そのまま膝をつく。そしてそのままバタンと倒れてしまった。

　皇帝の側近にラキの介抱を命じられた兵士たちが、慌てながら駆けつけてくる。

　すべての魔力と気力を消費した上、成功した安あん堵ど感から気が抜けたラキは、そのまま意識を失ってしまった────。






第一章　学園守護会ピースウイル・ガーデイアン









「──待ってぇ、想そうく～ん！」

　快晴の空のように澄み切ったよく通る声が背後から届き、朝あさ倉くら想そう二じはその声に反応して振り返った。

　視界に飛び込んできたのは毎日一度は確実に見る顔。墨でも塗ったかのような曇りのない黒髪をポニーテールに結っており、こちらに向かって走ってきているせいか、本当に馬の尻尾みたいに盛大に揺れている。

　満開の花もビックリするほど、その表情は明るい笑顔で形作られていた。

「ふぅ、やっと追いついたぁ」

　肩を上下させ、胸を手で押さえながら、その小さな口から息が短期的に吐かれていた。

「別に走ってこなくてもいいだろ？」

　想二が言うと、相手が頰を膨らませて睨にらんでくる。

「もう、だったら待っててくれてもいいじゃない！　お隣さん同士なんだし！」

　彼女──天あま川かわ真ま雪ゆきとは、小さい頃から家が隣同士という所謂いわゆる幼おさな馴な染じみの関係だ。身長は１４６センチと、１７６センチある想二と比べるとかなり小さめだ。

　本人はいつか１５０は超してやると息巻いて毎日牛乳を飲んでいるようだが、残念ながら育っているのは別のところである。それは歩く度に上下にプルンプルンと揺れる彼女の胸に備わっている二つの膨らみ。

（ふ～む、見事に育ったな……85？　いや90ある？　いやいやまさか……）

　想二は、優秀なピッチャーも舌を巻くほどの牽けん制せいぶりを発揮し、目だけを凄すさまじい速さで動かしてターゲットを視認している。自分ではこれを〝閃せん光こうチラ見〟と呼び重ちよう宝ほう中だ。

　思わず息を吞のんでしまうようなその豊かな膨らみに、想二だけでなく、近くを歩いている男子高校生も下手な牽制ぶりを発揮している。

　しかし当の本人である真雪はまったくその気配に気づいていない。ハッキリ言って、真雪は自分が男性の注目を浴びているということを自覚していないのだ。

　大きな瞳に、赤ん坊と比べても遜そん色しよくないツルツルとした血色の良い肌。そして何より見る者を惹ひきつける太陽のような笑顔を持つ彼女は、

（間違いなく美少女クラスなんだよなぁ）

　想二たちが通っている学園では彼女のファンクラブもあるほどだ。

　真雪は皆の観賞用として大事に扱われていると想二は聞いた。皆に屈託なく接する真雪ではあるが、一緒に登校する仲だと思われている想二は、やはり男に疎まれたりしている。

　だからこそ、わざわざ早い時間に家を出て、彼女と顔を合わせないようにするのだが、決まって彼女はこうして追いかけてくるから溜め息しか出てこない。

　チラリと周囲から感じる、殺気にも似た視線に意識を向ける。無論そこには多くの男たちの嫉妬があり、まるで槍やりのように全身を刺してくる。

（コレがなきゃ別に一緒にいてもいいんだけどなぁ）

　嬉しそうに笑みを浮かべて歩いているオッパイ魔人の顔をジト目で見つめると、

「ん？　どうかした？」

　まるでこの状況を理解していないようで可愛かわいく首を傾かしげていた。

「はぁ、何でもない」

　貝になろう。こんな幼おさな馴な染じみを持った自分の人生を嘆く。

　そして、いつもと同じ時間が流れていき、そのまま大した起伏もなく授業も四時限目が終了し、待ちに待った昼休憩が始まった。

「わ～相変わらず朝あさ倉くらくんのお弁当って華やかだよね～」

「あ、今日も何かもらっていい？」

「私も私も！」

　何な故ぜかいつもこうして女子たちが群がってくる。不思議だ……。確かに想そう二じの趣味は料理、いや家事全般で、その中でも料理は得意中の得意だったりする。

　この弁当も想二が作っているのだが、以前、女子たちに弁当が美お味いしそうと言われ、良かったら一口どう？　みたいなことがあったことからこの状況が始まった。

　彼女たちの嗜し好こうにストライクだったようで、あれからおかずの交換などが頻発。想二もまた、自分の作った料理が褒められるのは嬉しいので何も言わずその状況に流されている。

　その時に向けられている真ま雪ゆきの視線が痛いのだが、完全に無視しておく。何故ならこれから起きることに巻き込まれたくはないからだ。

　突然教室の扉が開いたと思ったら、すぐに女子たちが一斉に振り返って釘付けになる。

　理由は簡単だ。それは学園の王子と呼ばれている女子たちのアイドルが現れたからである。

（うわぁ、やっぱり来たか……男子の敵、イケメン先輩）

　運動神経抜群、頭脳明めい晰せき、ルックス最高。女子たちが注目するのも分かる。

　男子たちからは舌打ちが聞こえるし、女子たちからは嬌きよう声せいに近いものが耳に入ってきた。ほとんどの女子が頰を染めて眺めているのだから羨ましい。

　想二も男子。舌打ちする彼らの気持ちは良く分かる。何故それほど完璧な人間が出来上がるのか神に問いたいくらいだし。人間皆平等とは言うが、やはりそれは言葉だけがプカプカと宙に浮かんでおり、現実感などサラサラない。

　イケメンくんと違って、想二は運動神経……並、頭脳……並、ルックス……並、特技……家事。これのどこがモテるというのだろうか……。

（あ～あ、イケメンはすべてぶち消えればいいのになぁ……）

　せめてステータスが並ではなく上の下くらいあったら、もう少し女の子たちの黄色い声援を期待できたのだが、想二が女子にかけられる言葉は弁当のおかず催促だけ。思わず溜め息が漏れ目頭に熱がこもっても仕方ないのではなかろうか。

「やあ天あま川かわさん、今日も昼食に誘いに来たんだけど、いいかな？」

　ニッコリと女殺しスマイルで真ま雪ゆきに問いかける先輩。しかしそれに見事なまでに気づいていない様子で、想そう二じに不満気な表情を向けてきている真雪。友達の一人が真雪に声をかけると、そこでようやく存在に気づいたようで、

「え？　あ……先輩？　えと……どうしたんですか？」

「……いや、昼食のお誘いにね」

　真雪が視線を逸らした瞬間に、弁当を持って教室を出ていく。面倒事に巻き込まれるのはゴメンだ。もしここで真雪が想二に助けを求めでもしたら、きっとイケメンは完全に想二を敵視し、流されるままにどちらが真雪に相応ふさわしいか勝負だみたいな、漫画風味なことになる可能性だってある。そんなのは勘弁。

（モテるのはいいんだけど、巻き込まないでほしいんだよなぁ。めんどくさいしさ）

　想二はそのまま、校舎横の外階段を上がっていった。途中、落下防止のために設置されてあるフェンスに寄りかかっている女生徒が目に映る。何やら電話で誰かと話しているようだ。

　そんな彼女の傍そばを通ろうとした時、それは起こった──。

　突然女生徒のもたれているフェンスから軋きしみ音おんがしたと思ったら、バキッと外側に向かって広がっていった。

（え……？）

　そこからは体内時間がとても凝縮されたような感覚だった。

　──まるでスローモーションのように視界に景色が飛び込んでくる。

　段々とフェンスと床の角度が広がっていき、そこにもたれていた女生徒の身体が外側に傾き始めていく。

　想二は気づいたら走っていた。無論その女生徒とは面識はない。まったくの赤の他人だ。しかし瞬時に、このままでは女生徒は落下して死んでしまうと思った。

（くっ！　間に合えぇ──っ！）

　気づいたらもう走り出していて、彼女の腕を摑つかもうと手を伸ばしていたが、間に合わないと感じ、校舎の三階だということも忘れて咄とつ嗟さに飛び下りた。

　彼女の身体を自分の身体で守るように包み込むと、二人同時にかなり先まである地面に向けて真っ逆さまに頭から落ちていった──。







「……………………久々に見たな、前世の夢」

　目を開けると、そこにはここ十年以上も見慣れた天井があった。

「懐かしい夢だったけど……。もう朝か」

　窓から部屋の中へ射さす朝日を目にとめた。

（朝あさ倉くら想二……か。もう十六年以上も前の話なんだよなぁ）

　今はソージ・アルカーサとして、新たな世界で新たな人生を歩んでいる。

　確かに自分はあの時──死んだ。それは間違いない。だって気づいたら赤ん坊だったのだから。つまりは転生というものを経験しているのだ。

（珍しいな。もうずいぶんとあの夢を見ていなかったんだけど……）

　ソージは起き上がり、大きく伸びをして体中の骨を鳴らす。そして窓の外を見ながら、

「さて、今日も一日、頑張りますか」

　新たな人生──執事としての一日が始まる。







　本日も気持ちの良い晴れ晴れとした空が広がっている。このような日は、屋敷の者たちとピクニックにでも出掛けたいと思ってしまうものだ。

「しかし、残念ながら今日も授業なのですよね……」

「言いたいことは分かるけれど、もう少ししゃんとしなさい。学園の中なのだから、誰が見ているか分からないのよ？」

「そうでした。申し訳ございません、ヨヨお嬢様」

　ソージの少し前を歩く、自分の主あるじであるヨヨ・八や継つぎ・クロウテイルに謝罪の言葉を述べる。

「ソージ、今日するべきことは把は握あくしているわね？」

「はい。放課後に《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》の方々にご挨あい拶さつに行かなければなりません」

　一昨日、この学園で教師が暴走して、生徒たちを襲うという事件が勃発した。生徒失しつ踪そう事件、生徒の『鬼おに堕おち』、ヨヨの研究資料が窃盗されるなど、様々な事件があり、そのすべてに教師の一人であるジェドという男が関わっていた。

　ソージたちの活躍により、幸いにも被害は最小限に食い止められたが、学園を害あるものから守る《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》の人数が少なく、今後もそのような事件が起きる可能性を懸け念ねんして、学園長より《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》への任命を受けたのだ。

（学園を守護する《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》にお嬢様が任命されたことは、これからの学園生活においてお嬢様の救いになってくれるはずだ）

　ヨヨの母である希き姫き・八継が起こしたとされている《大災害》。それによって一つの国が滅んだと言っても過言ではない。無論ソージたちは、希姫がしたことではないと理解しているが、世間では希姫は巨悪として扱われている。

　そのせいで娘のヨヨも犯罪者の娘として《罪負いバツツキ》という不名誉な肩書きを背負って今まで生きてきた。学園でも彼女を蔑べつ視しする者がほとんど。

　中には実力行使で追い出そうとする者もいる。今もヨヨの姿を見て、不愉快気な表情で陰かげ口ぐちを叩いている声が聞こえた。しかしいちいち相手にしていると時間がもったいない。

　ヨヨも慣れたものだといった感じで涼しげな佇たたずまいである。

（真実は伝わらない。けど、学園のためにお嬢様が動いてる事実が認識されれば、みんながお嬢様を見る目も変わっていくはずだ）

　それがソージの狙い。少しでも今の状況が改善するなら、どんなことも辞じさない。いつもいつも、身が引き裂かれるような心の痛みを抱えているであろうヨヨを支え、守り続ける。それがソージの役目……いや、それが貫き通したいソージの信念なのだ。

「そういえば、《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》には、どのような方々がおられるのでしょうか。お嬢様はご存じですか？　アスロンのお兄さんがいるというのは、本人から聞きましたけど」

　アスロン・ティーチャーは、この学園の、ソージたちの数少ない理解者であり友達だ。

「いいえ。興味もないから調べていなかったわ。まあ、放課後に顔を合わせるのだから、今更気にしていても仕方ないわよ。今はそんなことより、今日行われるペーパーテストに集中なさい。あなた、以前より悪い点を取ったら、どうなるか分かっているわよね？」

「ど、どうなるのでしょうか……？」

　射抜くような眼光がとても恐怖を煽あおる。ハッキリ言ってかなり怖い。

「そうね……バルに言って、休日の調きょ……鍛たん錬れんを体中の水分が全部汗として流れ出るくらいきつめにしてもらおうかしら。目指せミイラ化よ」

　うぉいっと心の中で突っ込みする。これは激しくマズイ。

（い、今確実に聞いちゃいけない言葉が聞こえたぞ!?　絶対調教って言おうとしたし！　しかもミイラ化って死ぬってことだよね！）

　彼女の言うバルというのは、屋敷に仕える執事長のバルムンク・グリッドという男性で、ソージが幼い頃から執事としてのノウハウを、叩き込んだ鬼おに軍ぐん曹そうでもある。












　普段は穏おん和わで優しい初老の彼だが、調教……ではなく武術鍛錬においては、まさに人を人と思わないほどの厳しさで、さもそれが当然のように振る舞ってくる。

（ま、前に執事服が少し破れているのに気づかずに着ていただけなのに、『なってないですな』って、身体に三十キロの粉袋を背負わされて寒中水泳することになったしなぁ）

　いや～いい思い出だわ～とか語れるほど達たつ観かんなんかしていない。あれは正直死ぬかと思った。しかも同様の鍛たん錬れんを、笑みを崩さず一緒に行うのだから性た質ちが悪い。

『ハッハッハ！　その程度ではヨヨ様の執事として失格でございますですぞ！』

　こんな感じで本人は楽しげに地獄のような鍛錬をするのだから困ったものである。

（ま、まあ、そのお蔭かげで身体は鍛えられたけど、テストで悪い点を取って、お嬢様の株を下げるようなことなんてしたら……っ）

　その時の鍛錬……いやもうあれは調教だ、調教でいい。前と同じなら、きっと三さん途ずの川を何度か見る羽目になるに違いない。恐ろしや……。

「ぜ、絶対結果を残します！　ええ、必ずですとも！」

「そ、そう？　えらくやる気に満ちているわね、頼もしいわ」

　だってまだ死にたくはないから。

「オッス、どうした、ソージ？　朝から拳を握りしめてよ。もしかして可愛かわいい女の子でも見つけたか？」

　にこやかな笑顔とともに現れたのは、先程話題にも上ったアスロンだ。今日も変わらずイケメンフェイスではある。ただ女の子にモテない。それは……。

「なあなあ、そろそろ合コンしようと思うんだけどさ、今度こそ出てくれるよな？　数合わせでもいいからよぉ！　あ～早く恋人を作って毎日イチャラブで排はい他た的な生活を送りたいぜ～！」

　……これだ。彼は普通にしていれば、かなり男子としてのスペックは高い。しかしいかんせん、性格に問題ありなのだ。それも女性関係で。異常なほどに。

「あいたっ!?　だ、誰だ！　俺の頭を殴る不届き者は！」

　見れば、アスロンの背後にはヨヨよりも少し身長が小さい女の子がいた。手に持っているカバンで彼の頭を叩いたのだ。

「ま、またお前かよ、フェム嬢！　いつもいつも殴りやがって！　俺は傷つけられて喜ぶ変態さんじゃねえんだぞ！」

「うっさいわね！　何でアンタはそう朝から発情できるのよ！」

「別に発情なんてしてねえよ！　男だったら当然の願望だ！　俺はいつだってラブサイクロンなんだよ！」

「何それ気持ち悪い！　近寄らないで変質者！」

「誰が変質者だ、この暴力チビ女！」

「ぼ、暴力チビ……ムッカァ～、いいわ、ここでアンタを社会的に抹まつ殺さつしてあげる！」

「お、おいおいフェム嬢……め……目がすわっていますが……？」

　まあ、仮にここで彼女──フェム・Ｄ・ドレスオージェがアスロンに暴行されたなどと吹聴すれば、きっと彼は人生の終しゆう焉えんを迎えることになるだろう。

　アスロンより、フェムの方が生徒たちの信頼度は高いから。

「そこまでよ、二人とも。フェム、アスロンの頭がおかしくて、さらに変態だというのは周知の事実よ。それはもう彼の個性だもの。諦めなさい」

　アスロンが「え……？」という表情を浮かべる。

「ヨヨ……そうね、いちいち目くじら立てても仕方ないわね。そういう獣けものなんだもんね。叩いて悪かったわ、人の言葉が話せるだけの獣さん」

「偉いわねフェム。獣にもしっかり謝罪ができるなんて、さすがは淑しゆく女じよね」

　フェムはヨヨの言葉に「当然よ」と気持ちの良い笑顔で応えている。

「……なあソージ。これ……怒っていいよな？」

「諦めた方が良いですよ、アスロン。あのお二人に男では敵いません」

　特に口では絶対に勝てない。

　ガックリと肩を落とす涙目のアスロン。少し彼に同情を禁じ得ないソージだった。

　フェムもアスロンと同じく理解者であり友達である。

「さあ、茶番はこれくらいにしましょう。授業に遅れるといけないわ。行くわよ」

　ヨヨの言葉に皆が賛同して教室へ向かうことにした。







　放課後になり、ソージはヨヨ、アスロン、フェムとともに《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》に与えられている専用の部屋へと向かった。何を隠そう、アスロンたちも先の事件での活躍を買われて、同様の任命を受けていたのだ。

「しっかし、憂ゆう鬱うつだよなぁ～」

「そんなにお兄さんと一緒に仕事をしたくないのですか、アスロン？」

「ったりめえだろ、ソージ。つうか、できりゃ顔も合わせたくねえっての」

「確か、アンタのお兄さんってアベルドっていうのよね？」

「あれ？　知ってんの、フェム嬢？」

「クラスの連中から少しだけ聞いたのよ。一年上の先輩で、勉強も魔法もできて物凄すごく優秀な人らしいわね」

「フン！　クソ真面目で人のことを小馬鹿にするようないけすかねえ奴やつだよ！」




「────────それはこちらのセリフだ」




　角を曲がったすぐ先には眼鏡をかけている少年が一人立っていた。片方の手に本を持ちながら、扉の前でまるで門番のように入口を塞いでいる。

「うわっ、出たよ……クソ兄貴」

　心底嫌な顔でアスロンが呟つぶやく。

（この人が……アスロンの兄──アベルド・ティーチャーか）

　確かに雰囲気はどことなくアスロンに似ている。緑色の髪に、目元がそっくりだ。しかしこちらはやんちゃそうなアスロンとは違い、どちらかというとサラサラヘアーで、優等生然とした風ふう貌ぼうだ。

　そんな彼が扉の前から少し離れて、クイッと眼鏡を上げると、視線をソージたちへと巡らせる。その時、ヨヨの姿を捉えた瞬間に眉をひそめたのをソージは見逃さなかった。

「……このような学園の面汚しを任命なさるとは、学園長も何を考えてらっしゃるのか……はぁ」

「何だよ、言いたいことあんなら言葉にしたらどうだ、クソ兄貴？」

「あいにく、言葉を理解できない輩に丁寧に説明してやるほど親切でもないのでな、愚ぐ弟てい」

「何だと？　アンタはいつも人を上から見やがって、気に喰わねえんだよ！」

「お前が下にいるから必然的に見下ろすことになるだけだ。悔しければ上がってくればいいだろう」

「ハンッ！　昔は身体が弱くてすぐ泣いてたのはそっちで、守ってやってたのは俺だろうが！　その恩を少しは感じたらどうなんだよ！」

「子供の頃の話だ。今は僕の方が強い。それはお前も理解しているだろう。勝てない相手に喧けん嘩かを売るのは馬鹿の特性だぞ。ああ、そうか。お前は馬鹿だったな」

「こ、このぉ、言わせておけばぁぁ……」

　二人の間に火花が散る。想像以上に仲が悪そうな様子で、刺々しい空気が漂い始める。特にアスロンはもうすぐ爆発しそうだ。

（これはさすがに止とめなきゃ──）

　だがその時、空気を破るような勢いで扉が盛大に開かれる。当然皆が扉の方に視線を向けて固まる。

（…………え？　こ、子供？）

　扉の向こうから出てきたのは小さな女の子だった。トコトコ歩く歩幅が可愛かわいらしく、小学生くらいに見える。海色の髪を、気持ち程度にちょこんとツインテールにしていて、手にはペロペロキャンディーを持っていた。

「…………アベちゃん、うるさい」

　飴あめを舐なめながら不機嫌そうにアベルドに注意をする女の子。すると彼は慌てたように持っていた本をしまってから頭を下げる。

「す、すみません、ヒナノリア先輩！」

「「「せ、先輩っ!?」」」

　ソージ、アスロン、フェムが同時に驚きよう愕がくの声を上げてしまう。ヨヨもさすがに目を丸くしている。

（い、いやだって……どう見たってあの子……小学生じゃ……？）

　アベルドが先輩と言うのであれば、最上級生だということ。つまりソージよりも二つ上の十八歳。……とてもじゃないが信じられない。

（おいおい、うちのフラムといい勝負だぞ）

　フラムというのは、ソージが溺でき愛あいしている妹である。二つ下で十四歳なのだが、訳あって見た目が六歳児のまま成長が止とまっているのだ。

「む？　一体どうしたというのかなヒナ……お？　おお～そうか、もう来てくれたのか。意外に早かったではないか君たち。待っていたぞ！」

　扉の奥から、今度はモデルと見み紛まごうほどのスタイル──スカートから伸び出ている黒タイツの脚線美は見事であり、胸、腰、尻が、極端かもしれないが瓢ひよう簞たんのような美しいボディバランスを有した美少女が姿を現す。

「このようなところで何をやっているのかな？　アベルドも、早く入りたまえ。先生は少し遅れるから、先に始めておくぞ」

「会頭、あなたが汗をかいたから着替えたいと仰おつしやったので、その間、僕は外で待機していたのですが？」

「おお！　そうだったな！　もう着替え終わったから入ってくれ！　そこの者たちも！」

　会頭──つまり、今出てきた彼女が、《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》のトップということ。笑顔が似合う明朗な女性。白銀に近い髪色をしているが、動く度に銀の粒子が迸ほとばしっているかのような美しさを備えている。

（……この人、強いな）

　一目見て、彼女が只者ではないと思った。自然体な彼女から発せられる武術者独特の空気を感じさせてくる。しかもそのオーラが並みではない。

（何とも、濃い人たちが集まってるようだな）

　初めて見る三人の《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》に抱いた思いはそれだった。







「さあ、まずは自己紹介をしようではないか、諸君！」

　部屋に入ると円卓があり、各々が席に着くと会頭がそう口火を切る。だがすぐにアベルドが手を上げて発言を求めた。

「どうした、アベルド？　先に自己紹介がしたいというのであれば許可しようではないか」

「そうではありません。この面子メンツに些いささか物申したいと思いまして」

　その言葉に明らかにムッとするアスロンとフェム。

　あれ、フェムさんまで、と思わないでもなかったソージだが、確かに先程から彼の言動には棘があったので、フェムも苛いら立だちを覚えていたのかもしれない。

「ふむ、何を言いたいのだ？」

「確かに彼らは先日、生徒の『鬼おに堕おち』事件、ジェド教諭の暴走を止とめた立役者なのかもしれませんが、彼らが《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》に相応ふさわしいとは到底思えません」

「なるほどなるほど、君はそう思うわけだ」

　ウンウンと頷うなずきながら、ビックリするようなことを会頭が言い出す。

「まあ、それは今置いておいてだ、まずは自己紹介をしよう！」

「ええっ!?」

　クールに決めていたアベルドも、あまりに予想外な切り返しだったためか口をポカンと開けてしまっている。彼の気持ちは分からないでもないが。

　せっかくの発言にいきなり置いておく発言されたら誰だって度肝を抜かれる。

「言いたいことはまず互いを本意気で知り合ってからだ。よく知りもしないうちにそのような言葉を吐くなど暴言と同等だぞ、アベルド」

「そーだそーだ、陰いん険けんメガネマン」

「うぐ……わ、分かりました。ですが陰険メガネマンって言うのは止やめてください、ヒナノリア先輩」

　あれだけアスロン相手に一歩も引かなかった彼なのに、二人には腰が見事に低い。それだけ彼女たちが立場的に上だということか……。

「よし！　ならまずはほら、アベルド！」

「……はい。アベルド・ティーチャー。不愉快にもそこにいる愚ぐ弟ていの兄だ。以上」

　何とも端的な自己紹介。アスロンの頰が完全に引き攣つっている。頼むからここで怒りを爆発させるのは止やめてほしい。

「うむ！　ではヒナ！」

「うん。わほー、ヒナノリア・アプリコットっていうよー。趣味……知りたい？」

　何な故ぜかこちらをジッと見つめてくるので、困惑してしまうソージ。

「あ……で、できれば教えて頂ければと。そうすればお互いを知り、仲良くなれると思いますので」

「おお！　良いことを言うではないか、ソージ・アルカーサ！」

「は、はぁ、恐縮です」

　ビシッと指を差してくる会頭。今の発言が彼女の琴きん線せんに触れたらしい。

「そうなのだ。まずは人を知る！　それが大事だ！　そこから手を結び合えるような繫がりを得ていくのだと私は──」

「あ、あの会頭……」

「む？　何だアベルド？」

「いや、その……ヒナノリア先輩が………………拗すねています」

「ほへ？　……ああっ！　す、すまない、ヒナ！　今は君の時間だったのに！」

「ぶー、いいもーん。いつもヒナの楽しい時間を奪うのはナナちゃんだもんねー。いいよいいよ、どーせヒナは必要のない人間なんだしー」

　本当に幼い子供みたいに膝を抱えて拗ね始めるヒナノリア。飴あめを頰張りモグモグと口だけを動かしている。しかしその仕草は何というか、庇ひ護ご欲をそそるというか、見ていてほんわかしてくるのは何な故ぜだろうか。

「すまなかった！　もう口を挟まないから是非とも心ゆくまで自己紹介してくれ！」

「…………邪魔しない？」

「無論だ！」

「…………今度《学園天国》で、美お味いしそうなパフェが売られるんだけどなー」

《学園天国》というのは学園の中にある喫茶店の名前。ソージも一度はヨヨと一緒に行ってみたいと思っていた場所だ。

「う……わ、分かった。お、奢おごらせてもらおうではないか」

「よーし！　えっとー、ヒナの趣味だったよねー」

　先程までの様子から噓のように復活するヒナノリア。もともとあまり感情が表に出ないタイプなのか、無表情なヒナノリアではあるけれど、明らかに喜びのオーラは出ている。

　いや、もしかしたら今のは狙ってやったのかもしれない。もしそうなら彼女はかなり強したたかな存在である。

「ヒナの趣味はねー、男観察だよー」

　…………………………………………は？

　思わず時が止とまったかのような錯覚に陥る。彼女を知っている者たちは溜め息をつき、ソージたちは目を丸くしたまま固まっている。

（えっと……あれぇ？　聞き間違いかなぁ。今、男観察って聞こえたんだけど……男？）

　彼女の方を見ると、彼女独特の半目のままジ～ッとこちらを見つめてきている。思わず「な、何か？」と聞き返してしまった。

「ヒナの趣味はねー、男観察だよー」

「…………何故二回仰おつしやったので？」

「ヒナの趣味は──」

「もういいですからっ！」

　すると何故かヒナノリアが眼をキラキラさせて見てくる。

「おー、これでこの《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》にも突っ込みキャラができた。うん、見込んだ通り」

　もしかして先程から見られていたのは、自分が突っ込み役の素質がありそうだと感じられていたからなのだろうか……とソージは肩を落とす思いをする。

　そういうのはアスロンの役目のはずなのに……。しかし当の本人は、ヒナノリアの自己紹介そっちのけで、血を分けた家族と睨にらみ合いの最中だ。

「あ、でもー、男観察が趣味ってのはほんとーだよ」

「……え？　か、からかっていたわけではなくて……ですか？」

「うん。いい男を見つけて、この子の旦那を見つけてあげなきゃなんないの」

「ちょっ、ヒナッ！　今はそのような話はいいであろう！」

　席から立ち上がり、顔を真っ赤にして声を張り上げる会頭。

「えー、でもほっとけばいつまでも恋愛のれの字もない人生を送っちゃうよ？」

「そ、それを言うのであればヒナもではないか！」

「フッフッフ、甘いよナナちゃん。ヒナはこう見えても、すでに大人の階段を上ってる」

「い、いつの間にっ!?」

「夢を見れたらいいなーって思ってる」

　夢かよっ！　と突っ込みたかったが、期待感を込めるような眼まな差ざしをヒナノリアが向けてきていたので押し黙っておくことにしたソージ。

　ただ会頭だけはガックリと頭を垂れていたが……。いつもこんなふうにからかわれているのかもしれない。

「おほん！　ったくヒナは。もういい、次は私だ！　知っている者もいるだろうが、私は《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》の会頭をさせてもらっているナナハス・オルディーブだ！」

「ナナちゃんの趣味はー？」

「む？　私の趣味か？　そうだなぁ」

　いや、別にこちらとしては、まったく興味はないんだけど、とソージは思うが、ヒナノリアの問いに素直に答え始めるナナハス。

「私の趣味は武術全般だな！　人は一体どこまで強くなれるのか、それを私は追求したいと思う！」

　強さに貪欲な女性というのも珍しい。ヨヨも心の強さでは負けていないだろうが、彼女が求めるのは肉体的な強さらしい。最初に会った時にも感じたが、やはり彼女は相当の強者なのかもしれない。

「好きな食べ物はー？」

「こう見えて結構肉が好きだぞ！　特に南の地域に生息している《大トロ豚》など、一度食べたがもう忘れられないほどに……じゅる」

「ナナちゃん、よだれよだれー」

「おっと、すまない。淑しゆく女じよとして見苦しいところを見せたな」

　肉食の女性。何な故ぜかその言葉を思い浮かべると男としてドキッとするものがある。

「んじゃ、好きな男性のタイプはー？」

「む？　そうだな……やはり私より心身ともに強い男だな！」

「ほうほう、ならスリーサイズはー？」

「上からきゅ……」

「ってああっ！　しょ、少々お待ちください会頭っ！」

「む？　どうしたのだ、ソージ・アルカーサ？」

「い、いえ……淑女であるならば、そのような個人情報は隠しておくべきではないかと」

　危なかった。これ以上、ヒナノリアの暴走に付き合っていると、ここの空気が気まずくなってしまう。何故ならば、ヨヨとフェムは自らの胸を見て不機嫌そうに眉をひそめているからだ。「ちっ、余計なことを」と、アスロンとヒナノリアは舌打ちをしているが。

（というかアスロンは分かるけど、何でアプリコット先輩まで……）

　ヨヨとフェムはナナハスと比べるまでもないほど、慎ましやかな胸をしているので、不愉快な雰囲気になるのは分かるが、ヒナノリアは一体何を考えているのか……。

「スリーサイズくらい、私は別に構わんぞ！　この身体に恥じるところなど一切ありはしないからな！」

「……ですが、周りの眼もございましょう。アプリコット先輩も、面白半分で妙な質問をなさらないでください。こちらが焦ってしまいますから」

「フッフッフ、それが狙いなのだよ」

　だと思った。何せしてやったりといった表情を浮かべているのだから。

　まあ、こちらとしても少し得した部分はある。先程、ナナハスが「きゅ……」と言いかけたように、バストが90台に乗っているのだろう。見事としか言いようがない。思わずゴクリと喉が鳴るほどに。

　ただ不幸ももちろんある。

（何な故ぜなら、横に座ってるお嬢様がオレのふとももを抓つねってるんだもんなぁ）

　しかも鋭い眼光を上乗せして……だ。淑しゆく女じよの胸に見惚とれるなということなのだろう。確かにあまり見ていると失礼に当たるだろうし、我がご主人様の言いたいことは正しい。

　…………でも、ふとももが凄すごく痛い。こんな時は話題を変えるに限る。

「と、とにかく、今度は私たちが自己紹介致します。よろしいでしょうか？」

「うむ、許可しよう！」

　ナナハスから許可を貰い、ソージたちは、座っている順番に、左からアスロン、フェム、ソージと自己紹介をし終わり、最後にヨヨが口を開く。

「初めまして。私はヨヨ・八や継つぎ・クロウテイルと申します。此こ度たびの《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》の任命をとても嬉しく思っております。学園の名に恥じないように努めて参りますので、どうか今後ともよろしくお願い致します」

「……ふっ、すでに学園の恥になっているけどな。《罪負いバツツキ》として」

　ヨヨの丁寧な紹介をすぐさま汚したのはアベルドである。ソージとヨヨは、いくら学園の秩序を守る《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》でも、ヨヨのことをよく思っていない者が中にはいるだろうと考えていたので、それほど怒りは覚えていない。──いつものことなのだから。

　しかしフェムは明らかに怒りの眼まな差ざしを彼に向け、アスロンは、

「おいテメエッ！　もっぺん言ってみやがれっ！」

　円卓の上に上り、アベルドに迫って彼の襟えり首くびを摑つかみ上げた。

「アスロン!?」

　咄とつ嗟さにソージは彼の名を叫んでしまうが、アスロンは聞こえていないほど怒りに身を任せてしまっているようだ。

「……放せ」

「ヨヨに謝れ！」

「何を怒っている？　学園では周知の事実だろう？」

「ヨヨはいい奴やつだ！　いや、ここにいる連中はみんないい奴なんだよ！　何も知らねえくせに好き勝手ほざいてんじゃねえぞ、クソ兄貴っ！」

「──いいから放せよ……愚ぐ弟ていが」

　このまま放置すれば確実に殴り合いの喧けん嘩かにまで発展するだろう。そうなればお互いにただではすまないかもしれない。

　そしてヨヨもまたそう思ったようで、スッと立ち上がると口を開く。

「アスロン、私のことならいいのよ。これから変えていけばいいの。学園長もそう言っていたでしょう？」

「け、けどよぉ……」

「お嬢様の仰おつしやる通りです、アスロン。あなたのお気持ちは我々に届いています。ですから今は拳を引いてください」

「ソージ…………ちっ、わ～ったよ」

　釈然としない様子だが、それでも彼が手を放してくれたのでホッとする。

　だがその時、余計な一言をアベルドが言ってしまう。

「フン、秩序を乱す存在が《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》になれるものか」

「な、何だとぉ……！」

「誰も認めない。異端者など認めるわけがない」

「テメエェ……！」

　せっかく下ろした拳をまた振り上げようとするアスロン。

「そもそも皇帝に目をつけられている時点で世界の風潮は変わらない。クロウテイルは何をしたところで《罪負いバツツキ》だし、そこにいる執事も主あるじと同じ低レベルの存在だ」

「このクソがっ────っ!?」

　アスロンが再びアベルドに迫ろうとした瞬間────バンッ！

　アベルドとアスロン両者の視線を切るかのように何かが走り、そのまま壁を貫いた。その衝撃で、アベルドに向かっていっていたアスロンの動きが止とまる。

　他の者も静まり返る。壁を見てみると穴が開いており、その部分から熱されたかのごとく煙が立ち上っている。

　すぐさまそれを成した人物へと皆の視線が注がれる。

「そこまでにしたまえ、二人とも。イライラしていては良い人生など歩めないぞ？」

　ナナハスがウィンクをしながら笑みを浮かべる。

（あれは……銃!?　いつの間にあんなものを……！）

　彼女の右手には回転式拳銃リボルバーが握られていた。銃口の先から昇る煙にフッと息を吹きかけたナナハスは膝元にゆっくりと銃を下ろす。

「会頭も会頭です。近々、皇帝の視察団が派遣されてくるという話があるというのに、こんな災いそのもののような者たちをメンバーに入れるおつもりですか？　問題になりますよ？」












「アベルドよ、これは学園長の決定でもある。不服というのであれば、直じか談だん判ぱんでもしてみるかね？」

「っ、ですが、問題を起こせば取り返しのつかないことになるかもしれないんですよ？」

「そうならないために、我々が先輩として指導していけば良いではないか」

「…………」

「ふむ、まだ不満か。では、わだかまりがあるのであれば、どうだろうか、一度ぶつかり合ってみるというのは？」

　突然、戸惑いを覚えてしまうかのような提案に全員がギョッとしてしまう。

「ちょうどこれから、《剣けん武ぶ闘とう場じよう》がある場所へ視察に向かう。そこで想いのたけを互いにぶつけ合ってみよ」

　するとニヤリとアスロンは口角を上げる。

「いいぜ。この分からず屋に俺の力を見せつけてやらぁ！」

「ふっ、見せるほどのものがあるとは思えないがな」

　二人の間にまたも火花が散る。だがそんな光景を見て楽しげに頰を緩めるナナハスと、やれやれといった感じで肩を竦すくめているヒナノリア。

「……お嬢様、よろしいのでしょうか？」

「ここは会頭に任せてみましょう。事態がどう転ぶかは私にも分からないけれどね」

　ナナハスが言うのはアスロンとアベルドが仕合を行うということ。

（こ、殺し合いにならないといいんだけどな……）

　もしその兆候が出てきたら、介入してでも止とめなければならない。アスロンが殺されるのも、誰かを殺すのも見たくないからだ。

（けど、本当に何を考えてるんだよ、この人は……？）

　いまだに笑みを浮かべ続けているナナハスに視線を向けると、彼女もこちらの視線に気づいたようで意味深にニコリと返してきた。

　どうやら想像以上に、《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》は濃いキャラの集まりのようだ。







「ここが《剣けん武ぶ闘とう場じよう》……ね」

　ヨヨが一人呟つぶやくように言った言葉を拾い上げ、ソージが説明を口にする。

「剣舞や武術、それに魔法などを鍛える場として、学生たちに与えられている場所のようです。私も初めて足を運びましたが、中はこのような感じになっていたのですね」

　最初見た時は、外見がドーム型で広大な面積を有していたので、野球などスポーツを行う場所なのかなと思っていた。

「観客席も周囲に設置されているということは、定期的にここで何か催し物が開かれて、それを観戦するということもありそうね」

「これだけ広い規模ですから、催し物も盛り上がるでしょうね」

　是非ともここでスポーツ観戦などとしゃれ込みたいところだ。

（前の人生の時は、よくアイツとサッカー観戦や野球観戦に行ってたからなぁ）

　前の人生──前世。ソージにはその時の記憶が残っている。僅わずか十六年ほどの短い人生ではあったし、避よけられたはずの事故で死んでしまったという情けない記憶を持つが、その時の人生では、結構スポーツ観戦しに足を延ばしたものだ。

（まあ、最初はほぼほぼ強制的にアイツに連れられて行ったんだけど、結構迫力あって面白いもんなんだよな）

　アイツというのは前世の時に仲が良かった幼おさな馴な染じみのこと。この世界で過ごしていると、不意に彼女のことを思い出すことがある。

　もう会うことはないだろうが、仮に言葉を伝えられるのなら、「死んでごめん」とだけでも伝えたいものだ。

（いやいや、今はそんなことより、アスロンのことだ）

　ソージたちは今、観客席にいて、ドームの中央にはアスロンとアベルド、そして会頭のナナハスが立っている。

「わほー、二人で何話してるのー」

　そこへヒナノリアがやってきた。

「アプリコット先輩……。ここに来たのが初めてなので、広いですねという話をしていたのですよ」

「ふーん。ところで聞きたいんだけどさー」

「どうされましたか？」

「そこにいる子の執事をしてるってほんと？」

「はい。その通りでございます」

「へー、学園長から聞いてたけど、どーいった経緯なの？　珍しいよね、主あるじと執事が同じ学園に通ってるってさ」

「左様でございますか？」

「まーね。キミたちを除くと、そんな感じの関係で学園に通ってるのは、あと一組だけだし」

　まあ、確かにこの歳で執事をしているというのもなかなか珍しいことだろう。しかも主と同じ学園に通っているとなれば、珍妙さもさらに増すのかもしれない。

（それにしても、同じような関係があと一組いるんだな）

　少し興味が湧いた。一体どんな人たちなのだろうか……。

「ねーねー、聞いてる？」

「あ、申し訳ございません。ですが、主の許可もなしにおいそれとお話ししても良い内容ではございませんので」

「む～、ねーダメ？」

　そこで的を変えてヨヨへと視線を向けるヒナノリア。ヨヨは先輩に対して不ぶ躾しつけな態度をとらず、しっかりと身体の向きを彼女に合わせて対面して頭を下げる。

「すみません、アプリコット先輩。あまり良いお話でもありませんので」

「…………そっか。ううん、分かったー。ちょっと気になっただけだから。気を悪くしたならごめんねー」

「いえ、どうか頭を上げてください」

「あ、でもヨヨちゃん」

「よ、ヨヨちゃん……！」

　その呼び名にはソージも口をポカンと開けてしまった。ヨヨも目を丸くしている。

「あっちの男の子と、そこのクリクリ頭の子もキミたちのことを知ってるんだよね？」

　アスロンとフェムのことだ。フェムも傍そばにいるが、彼女は「ク、クリクリ頭……」とショックを受けているようだ。確かに髪型はクリクリカールを巻いているが、微妙なネームセンスである。

「そうですね、フェムたちは友人ですので」

　ヨヨの言葉に、フェムが照れ臭そうに顔を背けている。

「ふーん、そっかぁー。そういうの、何かいいねー」

「……アプリコット先輩？」

「できたら、ナナちゃんとも友達になってあげて」

「え？」

「ああ見えて、ちょーっとだけ臆病なとこがあるからさ」

　ヒナノリアの瞳からは穏やかな優しさを感じる。温かい眼まな差ざし、そう呼べるものだ。それだけで彼女がナナハスのことを大切に想っていることが伝わってくる。

（しかし、彼女に臆病さね……。アプリコット先輩には悪いけど、とてもそうは見えないよなぁ）

　天てん真しん爛らん漫まんで剛ごう毅き、豪ごう胆たんといった言葉が似合いそうなナナハスなので、臆病という言葉とはかけ離れている存在のように思える。

「あ、ですがアプリコット先輩はよろしいのですか？」

「んー？　何がー？」

　手に持った飴あめをペロペロと舐なめながら、問いかけたソージの顔を見てくる。

「いえ、どうせなら私はアプリコット先輩とも仲良くできればなと思っているのですが」

　その時、珍しいものを見たかのように目を大きく見開く彼女。そしてフッと雰囲気が柔らかくなったと思ったら、彼女はゆっくりと目を細めていき、

「……もしかしてー…………口説いてる？」

「どうしてそのような見解になるのですか！」

　とんでもない勘違いを放り込んできた。

「えー、だってヒナと仲良くしたいんでしょ？　男の子のキミが。つまりは……そういうことでしょ？」

「ち、違いますよ！」

「も、もしかしてヒナの身体に触りたいとか思ってる？　いきなり大胆だね、キミってば」

「ちょっ、話を聞いてください！」

「でもね、一つだけ忠告しておくよ。ヒナはこう見えても結構感じやすいから、触られると声出ちゃうよ？　それでもいいなら、はいどうぞー」

「「な、ななななっ!?」」

　フェムと一緒にそんな声を漏らしてしまうソージ。

（ダメだこの人！　何を言っても馬の耳に念仏だ！　しかも恥ずかしげもなく、よくそんなことが言えるな！　しかも抱きしめてもいいよポーズまでしてるしィ！）

　両手を広げてどこからでも来いといった感じのヒナノリア。明らかにからかっている。それは分かっているのだ。するとその時──

「あ、あのぉ……お嬢様にフェムさん……足をお踏みになられているのですが……？」

　何な故ぜか不機嫌オーラ全開で両足をそれぞれ踏んでくるお嬢様方。

「……ねえ、ソージ？　あなた、どうして顔を赤くしているのかしら？　まさか想像したの？　アプリコット先輩の身体を？」

「信じたくないけどアンタ、まさかロリコンじゃないわよね？」

　……ジーザス。何な故ぜか分からないが、今回答を間違えると三さん途ずの川を渡るハメになりそうだ。

「そ、そんなわけないではございませんか！　ま、前にも申し上げましたが、私は執事です。私にとってヨヨお嬢様がすべてですので！」

　全身冷や汗塗まみれで何とか弁解をする。

「……まあ、当然ね」

「ふぅん……相変わらずね、アンタは」

　ヨヨは少し機嫌が良くなったようだが、フェムはあまり変わりがない。

「そ、それにですね、私はできればこう肉感的にボリュームがある方が……あ」

　そう言って気づく────オレは言ってはいけないことを言ってしまったと。

「へぇ……そう、ならどこらへんにボリュームがあった方が良いのか言ってみなさい？」

「そうね。アタシも気になるわ。そこんところ、どうなのソージ？」

　再び膨らむ、殺意にも似た闘気。凄すさまじい威圧感に、ソージはすでに逃げ場を失っていた。

「た、助けてください、アプリコット先輩！」

　仕方なく、元凶である彼女に助けを求めるが……。

「もうすぐ仕合始まるねー」

　驚くほどハッキリしたシカトだった。そして背後から暗黒が迫ってくる。

「さあ、ソージ。あなたは一体誰の執事なのか、十秒以内に一万回言ってみなさい。それとも身体に直接教え込ませてほしいのかしら？」

「あれ？　都合良く懐にナイフがあったわ。切れ味…………試していい？」

　何をぉぉぉぉっ!?　とフェムの発言に戦慄が走った。というか何故そんな都合良くナイフなんかを……。しかもお嬢様の要求も絶対不可能だし。

「ねー、そんなことよりほんとにもう始まるよー？」

　そこへヒナノリアの声がして、二人を正気に戻す。

「……ソージ、帰ったら覚えておくようにね」

「いつか刻むわ。もしくはチョン切るからね」

　喉がカラッカラである。水がほしい。潤いがほしい。でも……一ひと先まず助かった。他ならぬヒナノリアによって。いや、まあ彼女のせいでこうなっているのだが。

（と、とにもかくにも乗り切れた……。それにしても怖過ぎるだろ。特にフェムさん。何をチョン切るのさ！）

　想像したくないと頭を振り、アスロンたちの方へと視線を向けた。ヒナノリアの言うように、すでにアスロンとアベルドは互いに臨戦態勢に入っている様子だ。







「では互いに悔いの残らないよう全力の武をぶつけ合うように！」

　ナナハスの言葉に対し、

「やってやらぁっ！　すぐにテメエなんてギャフンだからな！」

「そうなればいいな。だが現実はいつも逆のパターンだ」

　アスロンとアベルドがそれぞれ言葉で相手をなじる。

「──始めっ！」

　ナナハスの開始宣言と同時に前に出たのはアスロンだ。彼は木剣を手にしている。さすがに真剣で勝負することは危険だからだ。

　アスロンがアベルドとの距離を潰そうとするが、

「相変わらず策も何もなしに突っ込むだけが能か……くだらん」

　アベルドの身体から魔力が溢あふれ出ると、半球状に広がって魔力フィールドを作っていく。大きさで言うと彼を中心にして半径十メートルほどくらいだろうか。

「おわっとっ!?」

　突然ブレーキをかけて立ち止どまるアスロン。彼のすぐ目の前には魔力フィールドが存在している。手を伸ばせば触れられるほど近い。

　しかしアスロンは悔しげに歯を食いしばりフィールド内に入ろうとはしない。

　そんな彼の様子を見ていたソージたちは疑問に思ってしまう。そんな中、フェムが言葉にする。

「どうしてアスロンは攻めるのを止めたのかしら……？」

「んー、まあしょーがないよねー。あの中に入るのはリスクが高いしー」

「え……何か知ってるのかしら、アプリコット先輩？」

「まーね。同じ《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》だしねー」

　互いに手の内を知らなければ連携も取れない。ある程度は情報を共有しているはずだろう。

「ま、見てれば分かるよ。ちょっとめんどーな魔法なんだよね。相手にとってはさー」

　ヒナノリアの言葉を示すように、場が動き始める。アスロンが意を決したようにフィールド内へと侵入しアベルドの懐へと迫り、突きを繰り出す────が、

「愚か者め……」

　アスロンの剣は空を斬っただけ。そこにいたはずのターゲットが、いつの間にか姿を消し数メートル先の後方へと移動していた。

（速いっ!?）

　ソージの目から見ても異常に思えるほどの速さだった。残像すら生み出すような動き。

「は、速いわね……！　一体どうなってるの？　もしかしてアスロンよりも身体能力高いとか？」

「いいえ、フェムさん。そうではないでしょう。恐らくあれが、ティーチャー先輩の魔法なのです」

「そ、そうなの？　……ヨヨも分かった？」

「少なくとも私の目では動きは捉え切れなかったわ。だけれど、あれが魔法によるものだということは理解しているわ」

「どんな魔法なの？」

　フェムの問いに答えるのはソージだ。

「速度を飛躍的に向上させる魔法……ではないでしょうか？」

「おおー！　ピンポンピンポーン！　よく分かったね、ソーちゃん！」

「ソ、ソーちゃん……！」

　もうあだ名で呼ばれるとは、かなりフレンドリーなヒナノリアである。

「アベちゃんの魔法はね──」

　彼女から話を聞いてソージたちの顔つきが険しくなる。

（それは……アスロンとは相性が悪い……。それに一番気になるのは、ティーチャー先輩の両腕に嵌はめたあのガントレット）

　仕合をする前にアベルドが装着した道具なのだが、ただ防御力を上げるためだけではないような気がするのだ。

（気をつけろよ、アスロン）

　ソージの心配をよそにアスロンは、さらに大地を蹴り出し、かなりの猛追ぶりを見せ距離を縮める。再び剣を、今度は左から右へと横薙なぎに一いつ閃せん。

　しかし、またもやダメージを与えた感触など手には残らない。

「やはりただお前は突っ込むだけなんだな。失望はしていたが、さらに失望の上塗りだ」

「うるせぇぇぇぇぇっ！」

　背後に姿を現したアベルドに振り向きざまに剣を振る。だが再び回避され、後方へと逃げられる。

「こんのぉ！　ちょこまかちょこまかとっ！」

「何度挑んでも無理だ。もう昔のように、守られてばかりではないんだよ、僕は」

「くっ！　だったらこれならどうだーっ！」

　アスロンの身体から黄色いオーラが滲にじみ出て、それが剣へと注がれ輝きを迸ほとばしらせる。

「俺が死にもの狂いで会得した、この〝闘気戦武アヴラ・ホプリスマ〟でテメエに勝ってやるっ！」

「…………なら思い知らせてやる。武術家よりも魔法士の方が優秀だということをな」

「やれるもんならやってみやがれ、クソ眼鏡っ！」

　アスロンの剣がさらに輝きを増し、上空へと掲げた剣をそのまま真まっ直すぐ大地へと振り下ろす。

「《這いずる刃コリユンバーン・クスイフオス》っ！」

　剣から放たれた斬撃が大地を削りながらアベルドへと迫る。

「……無駄だと言っただろ！」

　刹那──アスロンの背後へと姿を現したアベルドが、何かを指で弾はじく仕草をした。するとやはり何か小さな物体を弾いたようで、考えられないほどの速度で、真っ直ぐ飛んでいきアスロンの背中に直撃する。

「かはぁっ!?」

　ソージは地面に落ちた小さな物体を見て、アベルドが何を放ったのか把は握あくできた。

（あれは────ガラス玉!?　いや待てよ……！）

　そう、あれはまさしく、ビー玉である。ソージも小さい頃、様々な色を放つビー玉をよく集めてコレクションにしたことがあった。ただ彼が放ったのは、ビー玉よりは一回りくらい小さなもののようである。

「この僕の魔法……〝加速領域アクセルフイールド〟は無敵だ」

　不敵な笑みを浮かべるアベルドに対し、痛みに顔を歪ゆがめ、背中を押さえながらも立ち上がるアスロン。

「ぐっ……フィールド内のすべてのものに加速効果を任意で与えることができる……だったか？」

「ほう、馬鹿にしてはよく覚えていたな」

「バカって言うなっ！」

　つまりアベルドは、放ったビー玉に加速効果を与えたということだ。だからこそ少し弾はじいただけなのに、あれだけの速度を見せたのだろう。

「なら、この技も覚えているよな。…………《指弾の雨フインガー・レイ》」

　ガントレットの手首側から次々と手の中へ出現するビー玉。それを指で弾丸のように飛ばし始める。

「ちィッ!?」

　アスロンは横雨のように降ってくるビー玉の猛威を、剣一本で防御しなければならない。だがさすがに防御が間に合わずに身体に当たり始める。

　しかし止やまない雨に対し、とうとう数秒後──木剣の耐久性に限界が来たのか、バキィッと折れてしまった。

　盾役になっていた剣を失い、無防備に攻撃を受けることになるアスロン。

「うぐわぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

「アスロンッ!?」

　ソージは咄とつ嗟さに彼の名を叫んでいた。しばらくして攻撃は止やむが、すでにアスロンはボロボロだ。あれだけの連射を身体で受け止とめていたのだから無理もない。

「あーあ、やっぱ弟くんじゃお兄ちゃんに勝てなかったかー」

　ヒナノリアの中では、アスロンが負けることは想定内だったようだ。しかしソージはアスロンの剣の才能を信じていた。彼ならば勝てると思っていたのだ。

　しかし結果は……。

「これで分かっただろ、愚ぐ弟てい。お前はもう二度と僕には勝てないし、追いつくこともない。これから先も、一方的に僕がお前を置いていくだけだ」

　その言葉にソージは苛いら立だちを覚える。友達を馬鹿にされて黙っていられるほど大人しくはないのだ。だがその時、地面に倒れたアスロンが、フラフラになりながらも立ち上がる。

「……まだやるつもりか？」

「……ったりめえ……っだ。俺の辞書に……はよぉ…………諦めるって言葉はねえ……んだ。覚えとけ……クソ兄貴」

「そんな身体でほざくな。お前は負けたのだよ」

「……まだ……心は折れて……ねえ……っ」

「……ふぅ。止やめるなら今ですよ、会頭」

　アベルドが静かに見守っているナナハスに視線を向ける。しかし彼女は無言を貫いているまま。

「クソ兄貴……テメエは……俺がぁ……！」

「……落ちこぼれが、僕に意見するな」

　再び雨のような攻撃がアスロンを襲い、アスロンは倒れてしまうが、またもやゆっくりと起き上がる。

「な……何な故ぜ……？」

　アベルドは驚きよう愕がくで目を見開いている。

　だがナナハスは、同じように目を見開いているものの感心するように微かすかに頰を緩めていた。

「何故まだ立つ？」

「……まだ……謝って……もらって……ねえから……な」

「は？」

「俺のダチに……言ったことぉ…………取り消せぇっ！」

　その言葉には、ソージたちも言葉を失った。

（アスロン……アイツ……！）

　アスロンを突き動かしているのは、アベルドへの反抗心や嫉妬心などだと思っていた。

　しかし、それはソージの勘違いだったことが分かった。

　彼をここまで奮い立たせているのが、自尊心から来るものではなく、ソージ友人たちへの謝罪を求める気持ちだというのだから驚きだ。

　切ないような、嬉しいような、くすぐったい気持ちが込み上げてくる。それは恐らく、ソージだけでなく、ヨヨやフェムも感じていることだろう。

「……僕は真実を述べただけだ。謝罪する必要性は感じない」

　その時、ソージは見た。アスロンの目から光が失われたのを。恐らく意識が飛んだのだ。

　ナナハスも気づいたのか、手を上げて止やめようとするが、

「後悔して地に伏せろ、愚か者めっ！　《指弾の雨フインガー・レイ》ッ！」

　容赦なく無防備状態のアスロンへと攻撃が迫る。

「────────想いを像かたどれ、橙トウ炎エンっ！」

　アスロンの前に出現する橙だいだい色の炎の壁。すべてのビー玉が、その壁に弾はじかれて地面へと落ちる。

（……間に合って良かった）

　これがソージの〝創ソウ炎エン〟という魔法の力。様々な能力を付加した炎を創り出すことができるのだ。この橙トウ炎エンは、炎を実体化させて盾にも剣にもなる優れもの。しかし炎として、何かを燃やすという効果は一切ない。

　攻撃が止やみ、炎がゆっくりと消失していき、その奥からはアスロンを抱えているソージが現れた。その姿を捉えてアベルドが不愉快そうに睨にらみつけてくる。

「……何のつもりだ？」

「それはこちらのセリフです。彼がすでに気を失っていたのに気づいてらっしゃったのではないですか？」

「最後まで勝負を望んだのはそいつだ」

「あのままですと、かなりの大怪け我がを負ったかもしれません。それでもあなたは、アスロンのお兄さんなのですか！」

　血の繫がった肉親をここまで痛めつけ、なおかつ意識を失ったのにトドメを刺そうとしたことが信じられない。

「これ以上やるつもりでしたら、今度は私がお相手を致しますが？」

　ソージとアベルドは一切視線を外すことなく睨み合う。そこへ手を何度も叩く音が響く。

「はいはい、そこまでだ若人わこうどたちよ！」

　ナナハスだった。ゆっくりとソージたちの方へ近づいてくる。

「どうだったかな、アベルド。少しは弟と気持ちが通じ合えたかな？」

「冗談でしょう。分かったのはそいつが弱いということだけです」

「ふむ。それはいい」

「は？」

「今のスキンシップで、弟が弱いということを知ることができた。そういうことだろ？　そして弟は兄の強さを改めて実感した。互いが互いを知ったということだ」

　何という解釈だとソージは頰が引き攣つる。しかもあれがスキンシップ……。

「会頭が何をお考えになられてこのような場を設けたのかは存じ上げませんが、僕はこれで失礼しますね。ああ、僕の分の書類仕事は昼に終わらせてありますのでご心配なく」

　冷たく言い放つと、アベルドは無感情にアスロンを一いち瞥べつしてから颯さつ爽そうと去っていく。

　ナナハスの溜め息だけがドーム内に響いていた。






第二章　驚きよう愕がくの再会









　突然足元にゲームで見たような魔法陣が浮かんだと思ったら、眩まばゆい光に包まれて、気づいたら異世界だった────。

「そんな不思議なことって………………あるんだね」

　ここが地球の日本ではなく、異世界の【ニューブルー】というところであることは説明された。いや、説明されるまでもなく、すでに知識として頭の中にあった。

　それは何な故ぜか……。

「私たちの中にいる『英えい霊れい』さんが教えてくれてるらしいけど……どう思う、セイラ？」

　自分たちに用意された部屋のベッドに腰かけながら、同じように隣に座って啞あ然ぜんとしてしまっている親友の星ほし守もりセイラに声をかけた天あま川かわ真ま雪ゆき。

「えぅ……よく分からないです」

　彼女はとても華きや奢しやで可愛かわいらしい。女である自分でも守ってあげたくなるようで、庇ひ護ご欲を搔き立てられるほど反則的に可愛いのだ。

　特に困って泣きそうになっている姿は、世の男性なら本能を刺激されて襲いかかるかもしれない。

（もちろん、そんなことをする男なんかぶっ飛ばしちゃうけど）

　でも今はそんなことよりも状況の整理に勤いそしまなければならない。

「ここが地球じゃないっていうのは、分かってるよね？」

「は、はいです。何となくここがどういったところなのかも、理解できています」

「私たちをここに連れてきてくれた、細い目の人が、それは私たちが《英えい霊れい器き》だからって言ってたよね？」

「セイラたちの魂と『英霊』が同化したと仰おつしやってましたけど……」

「うん。この力……」

　自分の手を見る。今までとは違う感覚が身体に走っている。まるで自分とは違う誰かの力が備わっているかのよう。いや、実際にそうなのだ。何故ならば、召喚された瞬間から、その魂の記憶が少しずつ甦よみがえってきているのだから。

「五つの大陸……皇帝……魔法……そして────」

「鬼……ですか」

「うん。私たちと同化した魂が、死ぬ前に戦った相手」

　僅わずかな記憶だが、鬼という存在がいることも記憶が伝えてくる。

「ここに召喚された理由は後で説明すると聞かされていますけれど、あれから何も音沙汰がないですね」

「う～ん。そうだけど、別に不安になんなくてもいいんじゃない」

「え？」

「だってほら、一人じゃないし！　私にはセイラが、セイラには私がついてるしさ！」

「真ま雪ゆきさん……はい」

　ようやく笑顔を見せてくれてホッとする。やはり彼女は笑っている方が良い。

「ん～でもこういう時って、魔王を倒してください～って頼まれると思うんだけど」

「あ……真雪さんがよく読まれているライトノベルのお話ですか？」

「うん。けど、知識上じゃ、この世界には魔王っていないんだよね。でもただお友達がほしいから呼んだって雰囲気じゃなかったしなぁ」

「……どうなるのでしょうか、セイラたちは」

「だから大丈夫だってば！　セイラは絶対に私が守るからさ！」

　その時、部屋の扉がノックされた。真雪が「は～い」と明るく返事をすると、大きな体たい軀くをした四十代くらいの男性が入ってきた。そこにいるだけで、圧迫されるような存在感を持つ人物だ。

　そのせいでセイラは全身を瞬時に震わせた後、縋すがりつくような感じで真雪の背中に素早くしがみつく。

　だが真雪は、彼を見て害を与えにきたのではないことを何となく感じる。それどころか、妙な懐かしさも覚えてしまう。

「ほう。お前らが新しい《英えい霊れい器き》ってわけか」

　男が近づいてきて、優しげな笑みを浮かべる。声も穏やかで人の心にスーッと入ってくるような、安心させる声だ。












「突然でびっくらこいたろ？　悪いな、こっちの都合で無理矢理呼んじまってよ」

　苦笑を浮かべる男性に対し、真ま雪ゆきは首を左右に振る。

「いいえ。それよりも説明、してくれるんですよね？」

「おうよ。そのために来たからな」

　そうして男はそのまま窓の方へと歩く。空を眩まぶしげな表情で見ながら口を開く。

「まずは自己紹介だな」

　クルリと身体を回転させた男が言う。

「俺は皇帝に仕えるグロウズ・Ｇ・ソーズマンだ。簡単に言や、お前らと一緒の《英えい霊れい器き》って奴やつだ」

「じゃ、じゃああなたも地球から!?」

「いんや、俺はこの世界で生まれ、そして育った」

「え……ん？」

　まだ《英霊器》の仕組みが完全に理解できていない真雪は首を傾かしげてしまう。

「ハハハ！　まだ記憶も完全には定着してねえし混乱してんだろ？　徐々に『英霊』の記憶も甦よみがえってくるから、安心しな。まずは、そうだな……お前らの名前を聞かせてくんねえか？」

「あ、はい。私は地球出身の異世界人、天あま川かわ真雪です！」

「ほう。んじゃ、アマカワって呼べばいいか？」

「あ、もしかしてこっちの世界じゃ、ファミリーネームって最後に来るんですか？」

「ん？　そうだが？」

「それじゃ、私はマユキ・アマカワってことになります。真雪って呼んでください！」

「なるほどな。チキュウってとこじゃ、名前が逆なんだな。面白え」

　日本独特だと思うけど……と真雪の知識上ではそうだった。

「んで、そっちの小動物みてえに震えてる嬢ちゃんは？」

「えぅっ!?」

「あ、ごめんなさい。セイラは人見知りで。ほらセイラ、自己紹介！」

「は、はいです……えぅ。その……セイラ……ホシモリ……です」

「セイラ・ホシモリか。マユキもセイラも響きが【日ひノの国くに】っぽいが、もしかして漢字っていう文化があるのか？」

「ええっ!?　こっちの世界にもあるんですか!?」

「おお、あるぜ。まあ、今はなくなっちまった国だけどよ。そこの国じゃ、漢字が使われてた。かく言う俺の上司的な奴も漢字の名前だしな」

「こ、こう書くんですけど！」

　真雪はポケットに入っていたスマホに自分とセイラの名前を打ち込んで見せた。

「おお！　何だこの箱は!?　しかも文字が書いてあんじゃねえか！　すっげぇっ!?」

　異世界には高度な科学技術はなさそうだ。

「それでグロウズさん、この文字読めますか？」

「ん？　なるほど、読めるぜ。セイラってのは漢字じゃねえのか？」

「はい。この子の名前は苗字……ファミリーネームだけが漢字なんです」

「なるほどな。まあ、そういう奴やつもこの世界にいるから珍しくはねえけどな」

　日本に似た文化があると聞くとホッとする。

「んじゃ、改めて真ま雪ゆきにセイラ、俺はグロウズだ。同じ《英えい霊れい器き》同士、いつでも頼ってくれていいぜ」

　頼りがいのありそうなナイスミドル然とした笑みを浮かべるグロウズ。そんな彼の包み込むような空気に少しは緊張が解けたのか、セイラもまた強こわ張ばらせていた表情を幾分かは和らがせている。

「それじゃ、全部説明してもらってもいいですか？　私たちがここに呼ばれた理由もそうですけど、《英霊器》というものについても、この世界のこともすべて」

「長え話になるが、それは我慢してくれよ」

　そうしてグロウズの話が始まった。







「────とまあ、大体そんな感じか」

　グロウズから大ざっぱではあるが、《英霊器》や【ニューブルー】に関することを教えてもらった真雪とセイラは、互いの身体の中に潜む『英霊』から感じる知識との齟そ齬ごがないことを知り、益々ここが異世界だという事実に驚きよう愕がくする。

「何か聞きてえことがあったら答えるぜ？」

「……えっと、つまり皇帝様は、その鬼と戦ってもらいたくて私たちを召喚したってことでいいんですか？」

「そうだ。かつて鬼っていう存在が世界を覆おおった時、〝十じゆつ傑けつ〟って呼ばれる者たちが鬼を討伐し世界を救ったとされてる。その〝十じゆつ傑けつ〟の魂を受け継ぐのが俺たちだ。皇帝は俺たち《英霊器》を集結させて、鬼を討うつつもりだろうな」

「そんなに危険な存在なんですか？」

「鬼は好戦的で、人間……いや、人という存在を忌み嫌ってる。今までも数え切れないくれえの人を殺してる」

「そ、そんな……！」

「えぅ……！」

「鬼は強つええ。魔法を使える奴でも、武術を嗜たしなんでる奴でも、早々簡単には倒せねえ。特に鬼の上位ランクの奴らが相手じゃなおさらだ」

　鬼には《下げ鬼おに》・《中ちゆう鬼》・《上じよう鬼》とランクがあるのは聞かされた。《下鬼》が一番弱いとのこと。

「だからこそ、俺たちがやらなきゃなんねえんだ。鬼から人を守るためにな。こっちの都合で呼び出しちまって悪いが、どうか力を貸してもらいてえんだ」

　かなり偉い立場の人だというのは理解できている。そんな人が、二十年も生きていない子供二人に抵抗なく頭を下げた。

「グロウズさん………………頭を上げてください」

　しかしグロウズは、まだ頭を下げたままだ。

　その態度だけで、彼の人となりが分かるような気がする。きっと彼は間違ったことや、失敗したことがあったら、それをきちんと認めて直すことができる人だ。

　そんな人にはとても好感が持てる、と真ま雪ゆきは思う。

「……一つ、聞きたいんですけど」

「何でも聞いてくれ」

「私たちはいつか元の世界に帰ることができるんですか？」

「それは大丈夫だ。お前らを召喚したラキって奴やつが、送還についてもいろいろ調べてくれてな、ある条件が揃えば可能らしい。そうやって過去の異世界人も元の世界に戻ったって話だしな」

「そう、ですか」

　その言葉を聞いてセイラと一緒に胸を撫なで下ろす真雪。真雪がセイラの顔を見ると、

「……セイラは、真雪さんが決めたことを支持しようと思います」

「……いいの？」

「はい。短い付き合いですが、真雪さんの性格は知っているつもりですので」

　ニコリと魅力的な笑みを浮かべるセイラ。

「セイラ……うん、ありがと」

　真雪はグロウズの下がっている頭を見下ろす。

「もう一度、言いますね。頭を上げてください」

　すると今度は頭を上げてくれた。

「グロウズさん、私たちをいつか帰らせてくれることを確約してください」

「もちろんだ」

「だったら、それまでは頑張ろうと思います。《英えい霊れい器き》として」

「……こちらも確認するが、本当にいいのか？」

　やはりこの男の人は優しい人だ。無理矢理従わせようとはしないし、しっかりと頭を下げられる人である。

「はい。困ってる人たちがいるなら、私は力になりたいです！」

「そうか！　そりゃ良かった！」

「それに、想そうくんも生きてたら、きっとこうしたと思うし」

「は？」

「い、いいえ！　何でもありません！　そういうことなので、セイラともども、これからよろしくお願いします！」

「よ、よろしくお願い致しますぅ！」

「おうよ！　期待してるぜ、後輩！」

　そこから真ま雪ゆきたちの異世界生活が始まったのだった。





　　　　　※






「本日のご夕食のメインは──《牛うし牡が蠣きのレモンリーフ包み》でございます」

　ヨヨの目の前に皿を置くソージ。クリーム色をした巨大な牡蠣が、黄色い葉で包まれている状態で皿の上に載っている。ヨヨが眉をひそめて、

「ソージ、もう少しお皿を近づけてほしいのだけれど？」

　確かに食べるには、少し皿と身体を離し過ぎている状態ではある。しかしこれは理由あってのこと。

「少しお待ちを、お嬢様」

　ソージは右手の人差し指を牡蠣に近づけると、手に魔力を集中させて、指から真っ赤に燃える火を生み出す。とはいっても、ライターを着火させたような小さな火である。

　これもまたソージの〝創ソウ炎エン〟によって、顕現させたもの。名を──赤セキ炎エンという。簡単に言えば、普通の炎である。

　その炎を近づけた瞬間、黄色い葉である《レモンリーフ》がフランベしているかのように燃え上がり、次第に溶けてタレのようになって牡蠣に沁しみ込んでいく。

「どうぞ、お召し上がりくださいませ」

「なるほど。憎い演出ね、ソージ」

　楽しさのためだけの演出ではないのだが。

　ヨヨがフォークとナイフを器用に扱って一口食べる。

「……ん。《牛牡蠣》といえば、他の《牡蠣》とは違って、その大きな身が特徴ね。味も濃厚で、蕩とろけるような食感が好まれているわ。しかし臭みを取る処理が難しくて、滅多に市場に出回るものではなかったわね」

「その通りでございます。一級調理資格を取るための試験などにも使われる食材でございますね」

「なるほど。ソージはその臭みを《レモンリーフ》の柑かん橘きつ系の風味で飛ばしたということかしら？」

「はい。レモンと《牡蠣》はとても相性が良いので。しかも《レモンリーフ》は熱を与えることでその風味が増したタレに変化します」

「……ん。なかなかに見事だったわ、ソージ」

「もったいなきお言葉で──」

「けれど──」

「──え？」

　一応驚いた声を出すが、心の中では「あ～やっぱりかぁ」と溜め息が漏れる。

「《牛うし牡が蠣き》の独特な臭みは確かになくなったわ。けれど、燃やす《レモンリーフ》の量が少し多かったわね。そのせいで、《牡蠣》自体の風味が消され過ぎてしまって、風味のバランスが崩れてしまっているわ」

「は、はぁ」

「そうね。これほどの大きさの《牛牡蠣》ならば、燃やす《レモンリーフ》は、３枚分ではなく、２・８枚分に収めるべきだったわね。それに《牡蠣》自体の茹ゆで方にも問題があるわ。少し茹で過ぎなのか、端々に違和感を覚える固さが残っていたわよ。３・５秒ほど茹で時間を短くすべきね」

　やっぱりこうなった。いつも我がお嬢様からは、こうして厳しく指導されるのだ。褒められることも無論あるが、重箱の隅をつつくような指摘をしてくる。

「あとはそうね。やはり海の音も大事だと思うのよ」

「……はい？」

「だって海のものを食べるということは、環境が海に近ければ近いほどさらに美お味いしくなるはずだもの。ソージ、あなたはせめて波の音や潮の香りを用意するべきよ」

「さ、さすがに環境ではそう変わらないかと。ここはお屋敷ですし」

「甘いわ！　いい、ソージ！　あなたは私の執事よ！　すべての所作において常に完璧を意識しなさい。そこに私はとてつもない愛を感じるわ。ビシビシとね」

「あ、愛……ですか」

「そうよ。愛は偉大よ、ソージ。私の執事なら、常に完璧を求めてほしいわ」

「か、畏かしこまりました」

　こうなったヨヨに反論は無駄である。潔いさぎよく認めて次に活かす方が賢いのだ。

「あはは、わたしはとっても美味しいと思うよ、お兄ちゃん」

　振り返るとそこには、ソージが目に入れても痛くないほど可愛かわいがっている妹フラムがいた。

「フラム、ありがとうございます。喜んで頂けて嬉しいですよ」

「ヨヨ様だって、美味しいからこそ食べてるんだからね。ちょっと厳しいのは、お兄ちゃんならもっと強くなれるって信じてるからだよ！」

　いや、料理に強いも弱いもないとは思うが……。

　だがフラムは本気で言っているのか、目を輝かせて「頑張れ、お兄ちゃん！」的な視線を向けてきている。彼女の期待は嬉しいが、ベクトルの違いだけは今度ジックリと話し合う必要があるみたいだ。

「そ、そうですね。私も理解していますから大丈夫ですよ」

　それに屋敷に住んでいる家族たちも、皆がソージの作った料理を食べて頰を緩めているのだから、それを見るだけで嬉しくなってくる。

　ヨヨも確かに厳しいが、そもそもマズイなら一口で止やめてしまう彼女なので、黙って食べているということは、美お味いしいということだ。

　夕食を食べ終わると、ソージは後片付けをしてヨヨの自室へと向かった。ノックをして入室許可を得て入り、今日のことを彼女に相談する。

「ナナハス会頭が仰おつしやっていましたが、明日──転入生がやってくるそうですね」

「ええ、私たちはその人たちをもてなさなければいけないようね」

　そうなのだ。あのアベルドとアスロンとの模擬戦が終わった後、ナナハスから《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》として初めての仕事を言いつけられた。

　それは明日──学園に転入してくる者たちをもてなすこと。

「ですが、まさか皇帝に連なる方たちが転入してくるとは。そういうことは度々あるものなのでしょうか」

「さあね。でも情報としては《皇こう宮きゆう》には住んでいるけれど、皇族ではないらしいわ」

「それでも身分はそこらの貴族よりも高い、とお聞きしましたが」

「何でも世の中のことを学ぶために転入してくるそうだから、ずいぶんな箱入りではあるのではないかしら」

「それにしても、大変な方たちのもてなしを頼まれましたね。確か女性が二人……でしたね」

　ナナハスから聞いたのは、女の転入生が二人ということ。

「失礼のないように接さなければならないわね。特に私の場合は」

　ヨヨは皇帝に目をつけられている犯罪者の証である『贖しよく罪ざい紋もん』の持ち主なので、下手なことをすれば、もっと立場を悪くし、最悪殺されることだってあり得るのだ。

「まさか早々の任務がこれだとは……。できれば今からでも《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》の任をお断りしたいと考えてしまいますね」

「逃げるつもりはないわ。相手が誰であろうと、私は私を貫くだけだもの」

　本当にこの人は……。

　ソージは彼女の心の強さには憧しよう憬けいの気持ちすら抱いてしまう。だからこそ、彼女が前だけを向いて歩いていけるように全力で支えていきたいと思うのだ。

「まあ、若干の心配は、アスロンがバカなことをしないか、ということね」

「あ～……気をつけておきます」

　彼は愉快ではあるが、相手を選ばずバカな態度を取ったりするので、さすがに今度の相手だけには礼儀というものを重視してもらわないといけない。

（絶対にセクハラ発言だけはさせちゃダメだな……うん）

　余計な仕事が増えそうだと辟へき易えきしながらも、ソージは今日も執事業を全うする。







　──翌日。

　ナナハスから昼過ぎに転入生がやってくると聞かされていたので、昼食後の授業が始まる前、ソージのクラスは全員がソワソワしていた。

　一応今日、《皇こう宮きゆう》から派遣された転入生が来るということは、教師でありアスロンの実の母でもある──アイヴィス・ティーチャーからも説明があったので、生徒たちはどんな人たちが来るのか一様に噂話をしていたのだ。

　そして教室にアイヴィスがやってくると、皆が一斉に静まる。彼女は規律に厳しく、風紀を重んじるタイプだということを皆も知ってか、注意をされないように努めているようだ。

　教卓にアイヴィスが着き、一通り教室を見回して生徒たちが全員出席しているか確認した後、

「では、今朝報告した通り、これから転入生を紹介します」

　と、淡々と事務連絡のように言った。

　中には「おお～！」とか「楽しみ～」とか小声で言っている者もいるが、アイヴィスに一睨にらみされて大人しくなっている。

「──お待たせしました。入ってください」

　アイヴィスの掛け声が終わった直後、扉から二人の少女が緊張した面持ちで教卓の傍そばまで歩いてくる。

（──えっ!?）

　ソージは思わず息を吞のんだ。

　視線は転入生の一人に釘付けになっており、その視線に気づいたヨヨが訝いぶかしむようにソージを見つめていることにも気づいていない。

（ちょ……え？　ま、待ってくれよ……そんなバカな……っ）

　ソージが戸惑うのも無理はないことだった。

　何な故ぜなら今、視線の先に捉えている少女。

　彼女が────前世で親しくしていた幼おさな馴な染じみと瓜うり二つだったのだから。

「うひょ～、可愛かわいい子じゃんか、二人とも～！　なあ、ソージ？」

　隣に座るアスロンが小声でニヤニヤ顔を向けてくるが、

「……あれ？　ちょ、聞いてる？」

　しかしソージに彼の言葉は聞こえていなかった。

「おい、ソージ！」

　ちょっと強めに声をかけられ、そこでようやくハッとなり、ソージはアスロンの呼びかけに答えた。

「へ……あ、何か言いました？」

「お前、どうしたんだ？　もしかして見み惚ほれたか？」

「そ、そんなんじゃないですよ」

「照れんなっての。どっちだ？　黒髪の子か？　それとも茶髪？」

「だから、そんなんじゃないですって」

　その時、「おほんっ！」というアイヴィスの咳せき払いとともに、彼女の睨にらみが届く。慌ててソージたちは口を閉ざす。

　アスロンのせいで、後で説教されるかもしれない。

（しかし……似過ぎだよな）

　黒髪の少女。

　若干緊張はしているものの、ニッと笑みを浮かべているその表情は、ソージの記憶の中にあった幼おさな馴な染じみのソレと完全に一致する。

（ま、まあ……似てる人ってのはどこにでもいるか）

　それにしても似過ぎのような気もしないではないが……と思いつつ、彼女たちの自己紹介を待った。

「ではまず、あなたから自己紹介をお願いします」

　元気良く「はい！」と返事をした黒髪の子が一歩前に出る。

「初めまして！　えっと……この度、【ピースウィル学園】に転入してきました天か……あ、違った。真ま雪ゆき・天あま川かわです！　これからよろしくお願いします！」

　…………………………は？

　つい全身に力が入って席から立ち上がってしまった。

　アスロンも「……ソージ？」と不審そうに見つめている。いや、彼だけでなく、教室にいる者全員がソージに注目していた。しかしソージにとってはそれどころではない。

（マ、マユキ？　アマカワだって!?）

　愕がく然ぜんとした。

　ソージの……いや、朝あさ倉くら想そう二じの幼馴染の名前が──天川真雪なのだ。

（何だ……これは偶然……なのか!?）

　これでもかというくらい目を大きく見開き、額からも汗が滴り落ちる。

　注目を浴びているソージは、必然的にマユキと視線を合わせることになった。

（真雪……なのか？　いや、そんなわけが……！）

　あるはずがない。何な故ぜならここは異世界だからだ。

　想二が生きていた地球ではない。彼女が……いるはずがないのである。

　しかし……。

「……？　どうかしたのですか、アルカーサ？」

「…………」

「アルカーサ？」

「…………」

「アルカーサッ！」

「っ!?　え……あ」

　自分がぼーっとしていたことに気づき、「申し訳ございません！」と謝罪して席へ座った。

「気分でも悪いのでしたら、救護室へ行きますか？　誰かアルカーサを」

　その時、手を上げたのはヨヨだった。

「アイヴィス先生、私が彼を連れていきます」

　ソージが「お嬢様……？」と口にしつつ彼女を見つめると、「説明してもらうわよ」という目で見てきた。

「では、クロウテイル。彼をお任せしますね」

　ソージはヨヨと一緒に教室から出て行く。アスロンとフェムも心配そうに視線を向けてくれていたが、それに応える余裕は今のソージにはなかった。





　　　　　※






　この世界に召喚されて、《皇こう宮きゆう》でいろいろなこと──自らの立場、世界を脅かす驚異の存在、ある程度の世界情勢、自らに宿った力についてなどを学んでいた真ま雪ゆきとセイラだったが、ある日、グロウズから【ピースウィル学園】へ行くように言われた。

　理由は、そこで世界の常識や、魔法の知識などを学んでほしいから、とのこと。

　異世界の学校というものに興味のあった二人は、断る理由もなく二つ返事で承諾した。

　そうして今日、学園の転入日を迎え、これから学ぶ教室に入って、緊張しながらも自己紹介をした瞬間、ある一人の少年が席から立ち上がって、真雪を見つめてきた。

　その目は、まるで幽霊や幻でも見たような表情だったが、真雪自身も、何な故ぜか分からないが、彼の顔を見ると不思議な懐かしさが込み上げてくる。

（……誰？）

　ドクンと脈打つ心臓。どうしてかは分からないが、心が躍っているような気がする。

　それは例えてみれば、必死になって探していたものがようやく見つかった時のような感覚だ。

（何でだろう……あの人の顔から目が離せない）

　そしてそれは向こうも同じなのか、瞬まばたき一つせずに見つめてきている。

　その時、先生が「アルカーサ？」と彼の名前らしきものを呼んだ。やはり知らない名前。

　すると少年が、人形のように綺き麗れいな少女と一緒に教室から出て行く。その際に、少女に身体を支えられている少年を見ると、何故か胸がチクリと痛んだ。

（……え？）

　痛みの正体は分からないが、彼がいなくなってもなお、扉に顔を向けてしまっていた。

「どうかしましたか、天あま川かわ？」

「あ、いえ、何でもありません！」

「そうですか」

「あの……」

「はい？」

「今の人……赤い髪の」

「ああ、アルカーサですか？」

「……アルカーサ……」

「ソージ・アルカーサがどうかしましたか？」

「ソー……ジ？」

　脳天に衝撃が走るとはまさにこのことだろうか。

　その名前を聞いた時、真ま雪ゆきの心の中で先程の少年と、恋い焦がれている想そう二じの顔が重なった。

　想二とは髪の色も目の色も、顔立ちだって違う。それなのに、何な故ぜか想二とソージが繫がったような気がしたのだ。

「では次に、彼女に自己紹介してもらいましょう」

「は、はい！」

　真雪の親友である星ほし守もりセイラの自己紹介も始まる。

　しかし真雪の心はすでにここにはなく、ソージという少年の正体が知りたいという欲求でいっぱいだった。

（ソージ・アルカーサ……ソージ…………想くん）





　　　　　※






　救護室へとやってきたソージだったが、ここまで来る間、ずっと沈黙が続いていたので正直気まずいものを感じていた。

　確かに自分の行動は明らかに変だったし、ヨヨが気になるのは当然だ。

　どうやって説明すべきか悩んでいる。

　救護室の先生は不在だったため、勝手にベッドの上に二人で腰かけた。

　いまだに静寂が続いている。いっそのこと、ヨヨから切り出してくれれば、とも思うが、そこまで甘えるわけにはいかない。

「…………な、何もお聞きにならないのですか？」

「あら、ソージは話したいのかしら？」

　意地悪そうに笑みを浮かべてくる。

「変……でしたよね、私は」

「そうね。まるで美少女に盛るアスロンのようだったわ」

「それは言い過ぎではないですか！」

　さすがに心外だ。アスロンのように女性にだらしなくはないつもりだ。

「ふふ。あなたが話したくないというのであれば、無理に聞かないわよ」

「お嬢様……」

「ただ」

「？」

「あなたがどうしても話したいというのなら、聞いてあげてもいいわよ？」

　……本当にズルい。

　何な故ぜか彼女のこの笑みと言い回しが、いつもソージの心の扉を簡単に開けてしまう。

「……ふぅ。突拍子もないことだって思われると思いますが、よろしいでしょうか？」

「あら、突拍子もない事象って結構好きよ私」

「あはは。ではお話しします」

　もう一度「ふぅ」と息を吐いた後、軽く天井を仰ぎながら喋り出す。

「お嬢様には、前世の記憶というものはございますか？」

「……そんな突拍子もないことから始めるの？」

「ですから、そう言ったではないですか」

「ふふ、冗談よ。前世……前世ね。残念ながら私にはないものだわ」

「でしょうね。普通はないかと思います」

「まさかあなた……？」

「はい、そのまさかです。私には前世の記憶があります」

　ソージの告白に、ヨヨは目を丸くしている。当然の反応だろう。

　正気を疑われても不思議ではないことを口走っているのだから。

「……やはり、信じられませんか？」

「……でも噓ではないのでしょう？」

「私はお嬢様に噓などつきません」

「なら、信じるわ」

　こうして疑うことなく即座に信じてくれるのは、やはり幼おさな馴な染じみということもあるが、執事とお嬢様として、互いに真しん摯しに向き合ってきて、絆きずなを深めているからに他ならないだろう。

「……ありがとうございます。そう、私には前世の記憶がありまして、そこではこことは違う世界で暮らしていました」

　ヨヨは黙って話に耳を傾けてくれる。

「地球と呼ばれる世界で暮らしていた時は、朝あさ倉くら想そう二じという名前でした。平凡な十六歳の学生。家事が得意で勉強が苦手な普通の少年」

　話していると、段々と記憶が鮮明に甦よみがえってくる。

「ですがある日、事故に遭あってしまい命を落とします。そして気づけば、ソージ・アルカーサとして第二の人生を歩んでいました」

「ほ、本当に突拍子もない話ね」

　彼女の顔が明らかに引き攣つっている。まあ、無理もないことだが。

「ですがその証拠に、お嬢様も地球の文化に触れているんですよ」

「文化ですって？」

「私がこれまで作ってきた料理やお菓子などの中には、この世界には存在しないものがあったはずです」

「え、ええ。でもそれはあなたが思いついただけではなくて？」

「いいえ。あれは元々朝あさ倉くら想そう二じだった時に作っていた料理やお菓子の知識、それを引っ張り出して再現しただけに過ぎません。お弁当で作るキャラ弁も、地球の文化の一つですから」

「……そうだったの。でもそれと、さっきのあの態度とどう繫がるのかしら？」

「ここからが本題ですよ」

　ヨヨが小さく息を吞のむ音が聞こえる。

「……私には……いえ、朝倉想二には幼おさな馴な染じみがいました」

「幼馴染……？」

「今の私にお嬢様がいるように、朝倉想二にもある女の子がいつも傍そばにいたのです」

　女の子というワードに、ヨヨが眉をピクリと動かしたが、それにはソージは気づいていない。

「その子の名前は──天あま川かわ真ま雪ゆき」

「アマカワ……マユキ？　……！　マユキ・アマカワ!?」

　さすがは頭の切れるお嬢様である。理解力も高い。

「そうです。あの転入生の一人……私の幼馴染に名前も姿も瓜うり二つなのです」

「……そういうことね。だからあなたはあれほどの動揺を見せた」

「そういうことです。正直別人だとは思いますが、それでも衝撃的過ぎて落ち着きを失っていました」

「……彼女も死んで、この世界に生まれ変わったということは？」

「どうでしょうか。生まれ変わったにしては、姿も名前も同じだというのは不思議な感じがしますが」

「た、確かにそうね……」

　ソージも〝ソージ〟という響き自体は前世と同じだが、姿や名前など違うところの方が断然多い。

　それなのに真雪はまったく同じだということに疑問が浮かぶ。故にソージのように生まれ変わった存在ではないような気がしたのだ。

「…………話してみたいの？」

「え？」

「彼女と、話してみたい？」

「……そうですね。別人だとしても一度話せば、この胸のモヤモヤは消えるかもしれません」

　生まれ変わりだとはとても思えない。だが完全な別人だとも思えない、そんな気持ちの悪い矛盾が渦巻いている。

　確かめるには、やはり一度対話をするしかない……と思う。

「だったら話してみるといいわ」

「……よろしいのですか？」

「別に否定する理由はないわよ。だって、あの子たちは同じクラスメイトなのだから」

「しかし、皇帝のところから派遣されたということは、ヨヨお嬢様にとっては敵も同然。あまり親しくするのもどうかと」

「あら、誰が親しくしろと言ったのかしら？」

「……はい？」

「私は話をしてみれば、と言ったのよ？　それとも何？　あなたは女の子とじっくり話をして親密になりたいのかしら？　そして親密になって何をしたいのかしら？」

「ちょっ、お嬢様怖いです!?」

　ぬぅっと顔を近づけてくるヨヨ。彼女のような美少女と接近するのは嬉しいものがあるが、今の彼女からは殺気が滲にじみ出ているので恐怖だけしか感じない。

「まったく、見境がないとアスロンのようになるわよ」

「はは……それだけは避けたいですね」

　ボロクソ評価のアスロンであった。







　授業時間を丸々使って、救護室でヨヨに前世のことを伝えたソージは、今まで誰にも話せなかったことを話せたことで、胸のつっかえが取れたようなスッキリ感を味わっていた。

　ヨヨが全面的にソージの話すことを信じてくれたというのも大きいだろう。

　これもやはり二人が今まで紡つむいできた時間があるからこそ、だと思う。ただ今まで誰にも話せなかったことを話せたお蔭かげで、ソージの気持ちはずいぶんと晴れやかにはなっていた。

　思った以上に話に花が咲き、気づけば放課後になってしまっていることに気づく。

　急いで二人一緒に教室へと戻ったが、そこにいたのは不ふ貞て腐くされたアスロンと苛いら立だちに満ちたフェムだけである。

「あ、ソージにヨヨ！　二人ともどこに行ってたのよ！」

　フェムが口を尖とがらせながら近寄ってきた。

「すみません。救護室で時間を潰していました」

「要するにサボってたのね」

「返す言葉もございません」

「まったく……いいわ。それよりムカつくのよぉ！」

「い、いきなりどうしたのですか!?」

　フェムの突然の怒りに、自分のせいかと思い後ずさってしまうソージ。

「実はね、放課後になってすぐにアイツが来たのよ」

「ア、アイツ？」

「クソ兄貴だよっ！」

　叫んだのはアスロンだ。

　額にはくっきりと青筋が浮かんでいる。相当の怒りが溜まっている様子だ。

「アベルドさんが？」

「ああ。くぅ～、ほんっと忌々しい奴やつだぜっ！」

「まったくよっ！」

　二人してアベルドに怒り心頭のようだ。

　アスロンは昨日のことがあるとしても、フェムがこれほど憤ふん慨がいしているのは珍しい。

「一体何があったの？」

　ヨヨが聞くと、

「あの野郎、転入生たちを連れてっちまったんだよ」

　舌打ち混じりにアスロンが答えた。

「放課後に彼女たちを学園案内するのはアタシたちの役目だったでしょ？」

　フェムの言う通り、ナナハスからはそう言いつけられていた。

「それなのにアイツってば、急に来たと思ったら──」




『お前らが相手をしたのでは失礼に当たる。暇なら校舎の掃除でもしていろ』




　そう言って、真ま雪ゆきたちを連れ去っていったのだという。

（それは何とも……）

　身勝手過ぎる行いだった。しかし相手は上級生で《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》の一人でもある。生徒たちからの支持率も高い。

　そんな相手に反抗すればどうなるかは火を見るよりも明らかだ。

　本来ならば今すぐにアベルドのもとへ向かって文句の一つでも言ってやりたいが、ヨヨの立場を考えるとそうもいかない。

「あ～もう！　何なのかしらね、まったく！」

「クソ兄貴め、ぜってえ泣かす！」

　二人の怒りのボルテージはＭＡＸ状態のようだ。

（でもそっか。あの子と話をしてみたかったけど、それはまた今度……かな）

　明日からも話す時間はあるだろうし、急ぐ必要はない。

　今はとにかく……。

（この二人を落ち着かせることに尽力するか……）

　そうして、アスロンたちを宥なだめるために、学園にあるカフェでスイーツを奢おごることになったソージだった。







　話す時間はある。そう簡単に捉えていたソージだったが、翌日からもなかなか真ま雪ゆきと話せずにいた。

　何な故ぜなら休み時間になると、常に真雪たちとお近づきになりたいという生徒たちが詰めかけてきて、二人っきりで話す時間がないからだ。

　自惚うぬぼれではないとして、彼女が時折見せる視線を解釈すると、彼女もソージと話してみたいと思ってくれているようだが、周りがそうさせてくれないらしい。

　放課後になると、すぐにアベルドと取り巻きのような者たちが現れて、彼女たちを連れ去っていく。まだ学園をすべて案内できていないのだろう。

　真雪たちも厚意を無下にできないようで、苦笑を浮かべながらもアベルドの誘いを受けている。

（はぁ……今日もダメっぽいな）

　いつになったら、彼女とまともに会話できるようになることやら。

　もしかしたら《皇こう宮きゆう》からお呼びがかかって、彼女たちが帰ってしまうということもあり得るのだ。

　そうなれば対話などできようはずがない。

　そうなる前に何とか少しだけでも話すことができれば。そうでなくとも、本当に彼女は天あま川かわ真雪ではないのか、それだけでも確かめたい。

「──ソージ」

　教室で佇たたずむソージにヨヨが声をかけてきた。

「お嬢様。フェムさんは？」

「彼女は研究会に行ったわ。私たちも行くわよ」

「畏かしこまりました、ヨヨお嬢様」

　放課後になると、学園の施設を自由に使うことができる。

　剣舞などで身体を鍛えたり、料理を作って楽しんだり、また図書館で勉強したりなど、寮の門限時間の三十分前までは各々施設を自由に使うことが可能。

　ヨヨもまた、学園の一角に存在する研究室にて、疑似レプリカ《蒼の秘石フアースト・ブルー》作りに勤いそしむのだ。

　魔法を扱うために必要な《魔ま核かく》。それが暴走した結果起こる『鬼おに堕おち』。

　その『鬼落ち』から元の人間に戻すことができるのが、《蒼の秘石フアースト・ブルー》なのである。

　かつてヨヨの母が行っていた研究を引き継いだヨヨは、母の汚名をそそぐためにも、完全なる《蒼の秘石フアースト・ブルー》を作り上げようと必死になっているのだ。

　それだけではなく、《蒼の秘石フアースト・ブルー》の暴走によって『鬼堕ち』してしまった母を元に戻すためにも、ヨヨは人生をかけて研究に没頭している。周りから中傷されようが、嘲ちよう笑しようされようが、ただ真まっ直すぐ自分の夢のために。

　ただ神がこの世界を創造した時に使用されたとされる《蒼の秘石フアースト・ブルー》と同じものを生み出すのは想像以上に難易度が高く、完成にはまだまだほど遠い。

　少しでも早く研究を完成させるためにも、こうやって学園の研究室を利用しているというわけだ。

　ガラガラと研究室の扉を開くと、

「──あら、今日は《守しゆ護ご会かい》の方はいいのかしら」

　透き通るような美声が耳に入ってくる。

　研究室にいたのは、一人の人物。大和やまと撫子なでしこという言葉が似合う黒髪の女性。

　彼女の名は輝かが理り・徳とく川がわ。ヨヨの母親の故郷である【日ひノの国くに】出身者でもある人物で、他の学生たちと違い普通に接してくれる三年生の先輩である。

　フラスコを片手に、眼鏡をクイッと上げながら微笑ほほえむ姿は、男子の胸を摑つかむ威力が抜群だろう。

　黒目黒髪というところが、ソージに郷きよう愁しゆうを感じさせたりもする。

「こんにちは、輝理先輩。今日は研究を優先しに来ました」

　ヨヨの言葉を受けて「なら今日は一人じゃないから寂しくないわ」とおどけたように言う彼女は実に可愛かわいらしい。大人な雰囲気を持つ彼女だが、こういった可愛らしい一面を見てしまうと、男としてグッとくるものがある。

　しかしいつまでも見み惚ほれていると……。

「うっぎっ!?」

　背中に激痛が走った。

「ソージ？　女性をそうジロジロ見つめるものではないわよ？」












「も、申し訳ございません……お嬢様」

　思いっきり背中を抓つねられてしまった。

「ふふ、相変わらず仲が良いわね、二人とも」

「少し遅くなってすみませんでした」

「構わないのよ、ヨヨさん。聞くところによると、例の転入生の案内役を頼まれたらしいわね。なら忙しくても仕方ないわ」

「いえ実は、当初の予定はそうだったのですが……」

「……？」

　輝かが理りに転入生の案内役をアベルドに奪われてしまったことや、転入生と話をしてみたいのにそれができないことを伝えると、彼女は顎に細く白い指を当てながら思案顔をする。

「……じゃあお手紙を出してみるのはどうかしら？」

「手紙……ですか？」

「そうよ、ソージくん。彼女が座る教室の席に手紙を入れておけば、読んで返事をしてくれるかもしないわ」

「なるほど！」

　その発想はなかった。ソージもヨヨもさすがは輝理だと感心する。

　確かにそれならば、外部の妨げがほとんどなく真ま雪ゆきに気持ちが伝わるかもしれない。

（ま、まあ気持ちって言っても、別に告白するわけじゃないけど）

　素晴らしい意見を出してくれた先輩に礼をすると、

「いいのよ。ソージくんには、いつも研究室や資料室の掃除をしてもらっているもの。ヨヨさんも同じ研究会の仲間。困った時はいつでも頼りにしてほしいわ。できる限り力を貸すから」

　この人が何な故ぜ周囲から人気を得られるのかが理解できる。ソージも頼もしい先輩を持てて嬉しいし、それ以上にこの人がヨヨの味方であることにホッとした。

「で、ですが手紙など書いたことがないので、何を書けばよろしいのでしょうか？」

「そんなに難しく考えなくてもいいと思うわ。ね、ヨヨさん」

「えっと……実は私もそういった手紙を書いたことが……」

「え、そうなの？　う～ん……あ、でもソージくんなら女子からラブレターをもらったりしたことくらいあるんじゃないかしら？」

「ラ、ラブレターッ!?」

　当然ソージはギョッとなり声を張り上げてしまう。

　その傍そばではヨヨが眉をピクリと動かす。

「な、ないですよ！　だって私にモテる要素なんてあると思えませんし……」

　実際に前世でもラブレターどころか、女の子に告白すらされたことはなかった。そして現世でも……。

　何だかそんなことを改めて考えると悲しくなってきた。

「そうかしら？　ヨヨさんは立場的に難しいものがあるけど、ソージくんは女の子にも優しいし、モテると思うわよ」

　彼女が言う通り、残念ながらヨヨは学園においてモテるということはないだろう。少なくともヨヨが《罰負いバツツキ》だと知っている者がいなくならない限りは。

　しかしソージは、確かに彼女の執事ではあるが、彼女ほど他の者に敬遠されているというわけではない。

　礼儀正しく真しん摯しな態度を見せるソージに、自ら話しかけてくる女子もいないことはない。

　ただそれだけ。話すだけでモテているというのなら、前世ではモテモテだったと言えるだろう。

（けどアレはそういうんじゃないだろうし……）

　ただ弁当がすごーいと褒められていただけのような気がする。

「ソージ、本当のことを言いなさい。あなた、女子からラブ……手紙をもらったことあるの？」

「へ？　あ、あのお嬢様……何な故ぜそのような射抜くような目つきに……っ」

　まるでどこぞの尋問官のごとく、鋭い眼まな差ざし。警察に事情聴取をされている気分になる。……されたことはないが。

「で、ですから私は頂いてません。それに、もし頂いてもお付き合いなどできませんよ」

「……？　どうしてかしら？」

「私にはお嬢様がおりますから」

「っ!?　い、いきなり何を言うのよ……っ」

　突如行き場を失ったようにあちこちと泳ぎ始めるヨヨの瞳。

「何故なら私はお嬢様の執事です。あなた様の幸せを見届けることが第一ですから、今は恋愛に現うつつを抜かしている場合ではありません」

　ご主人様の夢の果てを見届ける前に、自分の幸せを優先することなどできない。彼女を支え、そして幸せにしてから自分のことを考えるつもりでいる。

「…………ん？　お嬢様、何故そのように真っ赤な顔をされているので？」

「っ……な、何でもないわ。だからしばらくこっちを見ないこと」

「え、ですがご気分が優れないのであれば」

「いいから！　見ない！」

「は、はいっ！」

　何故だろうか。マジな感じで怒られてしまった。

　しかし彼女は体調は悪くないと言うので信じることにする。

「あー……何だかごちそうさま」

「？　何か召し上がって……ないですよね？」

　見たところ、何かを口にしての発言ではなさそうである。

　輝かが理りがいきなりわけの分からないことを言うものだから、ついソージは首を傾かしげてしまった。輝かが理りは大きな溜め息をついて「苦労するわね、これは」と呟つぶやいていたが、一体何を苦労するのかはサッパリ理解できない。

　そんなことよりも、ソージは話の続きがしたい。

「そういえば徳とく川がわ先輩は──」

「ソージくん！」

「は、はい！」

「……輝理先輩って呼ぶようにって言ったはずよ？」

　ムッと頰を膨らませた輝理が顔を近づけてくる。フワッとシャンプーのような香りが漂ってきて思わず頰が緩んでしまいそうになった。

「す、すみません！　か、輝理先輩！」

「はい、よろしい。ふふ。それで、何かなソージくん？」

「え、えっとですね、そう仰おつしやる輝理先輩は誰かに手紙を出したことがあるのですか？　もしくは頂いたこととか」

「あるわよ。というか、女子は結構友達同士でやり取りしていると思うわ。授業中に先生の目を盗んで、書いた手紙を回し読みしたりしているし」

　日本の学校に通っていた時は、授業中に女子たちが携帯を使ってメールなどをしていたな。確かに携帯がなかったら、手紙を書いて回したりしていたかもしれない。

「さすがに私は授業中にそういうことをしたことはないけれど、仲の良い友達に手紙を書いて渡したりしたことはあるわ。内容は大したことがなかったりするのがほとんどだけど」

「そうなのですか？」

「まあね。そういうのはやり取りをすること自体が楽しいからしているだけよ。それにどんな内容でも、手紙を読むのって何かワクワクして楽しいでしょ？」

　彼女の言うことも一理ある。

　手紙を受け取って読む時は、何が書いてあるのか楽しみに思うだろう。

「だから、その子にも手紙を出してみたらどうかしら？」

「……お嬢様」

「ん……いいと思うわよ。いきなりあのことを問い質すのはどうかと思うけれどね」

「あのこと？」

「あ、それは……」

「ふふ、別に深く聞かないわよ」

「す、すみません。ですが貴重なご意見、ありがとうございます」

　丁寧に頭を下げてから、ソージはいつも通り研究室の掃除を始める。

　ヨヨはヨヨで、壁にかけてある白衣を上から羽織って、輝理と一緒に研究をし始めた。







　輝理の案を採用させてもらい、屋敷に帰って執事業務が終了した後に、すぐ手紙を書くことにしたソージ。

　内容は自己紹介を主軸に置いたもの。ただし、最後に朝あさ倉くら想そう二じという人物に心当たりがないか尋ねるような質問を書いておいた。

　彼女がもしソージの知っている真ま雪ゆきだとしたら、その手紙を見れば大いに反応してくれるだろうことを予想して。

　そして翌日、ヨヨに頼み込んでいつもより早く学園へ出向き、真雪が座る机の中に手紙を入れておいた。

　あとは彼女がその手紙に気づくまで待つだけ。

　教室で待っていると、次々とクラスメイトたちが教室へと入ってくる。授業が始まる数分前に真雪ともう一人の転入生であるセイラがやってきた。

（な、何かドキドキするな）

　想二の時、年賀はがきなどを出したことはあるが、誰かに手紙などを書いて出した覚えはまるでないので緊張してしまい、ついチラチラと真雪の席を確認してしまう。

　別に愛の告白というわけではないが、もしこれがソレだとしたらもっと緊張するのだろう。

　とてもではないが、ソージにはそんな告白の仕方はハードルが高い。無論面と向かって好きだと伝えるのも恥ずかし過ぎるので、ソージの場合は、まだそちらの方が良いと考えるが。

（いやいや、ていうか何を考えてんだオレは。……あ）

　授業が始まってなお、手紙のことが気になり、やはり真雪に注目していると、机の中に手を入れた真雪がハッとしている様子を確認することができた。

　そして彼女は静かにソレを取り出し視線を落とす。

　すると意外なことに、その視線を何な故ぜか真まっ直すぐソージへと向けた。

　目が合い、何故か慌てて目線を逸らしてしまったソージ。隣に座っているアスロンが「コイツ大丈夫か？」的な視線を向けてきているが、いちいち構っていられない。

（しまったぁ……目を逸らしてしまった）

　いきなりのことで反射的に目線を外してしまったことを後悔した。絶対に変な奴やつだと思われたはず。

（け、けど何であの子、いきなりオレを見たんだろうか……？）

　封筒に入れているので、手紙だということは何となく伝わったはずだ。ただし封筒には名前は書いていない。

　ならば誰が自分に手紙を送ったのか分からないはずである。そんな時、ソージなら思わずキョロキョロと視線を周囲に向けて、手紙の主を探してしまうだろう。

　しかし真雪は、さもソージが出したものと断定するかのように、迷うことなくこちらに意識を向けてきた。

　それが不思議でならなかったのだ。

（……い、今読んでるのかな？）

　だが確認することができない。もしまた目が合ったら、何だか気恥ずかしい感じがするから。

　別にラブレターではないのだから、そこまで緊張することはないと思うかもしれないが、初めての手紙というものは結構そわそわしてしまうものだ。

　これが本当にラブレターだったとしたら、心臓の高鳴りはさらに激しいものになるのだろう。

　そう考えると、自分には手紙ラブレターや告白というのは無理だ。少なくともそこまでのレベルに達するには、相当の覚悟と経験が必要になると思う。一体何をすれば経験値が溜まるかも定かではないのだが。

（う～オレってば、結構意気地なしだったみたいだな）

　だが彼女の手に手紙が渡ったのは確かだ。きっと読んでくれるはず。

　これで胸のモヤモヤが晴れると思い、つい頰が緩んでしまう。

　授業が終わると、真ま雪ゆきは例の如ごとく生徒たちに囲まれてしまい、手紙どころではないようだ。

　遠くから彼女を観察するが、ポケットから封筒がチラリと確認できる。封はまだ開けていない様子。ということは手紙の主がソージだと気づいていないということである。

（封筒に名前を書いておいたら良かったな。まあ昼休みか、放課後までには読んでくれたらいいし）

　そう願い、次の授業の準備をし始めるソージ。

　そして時間が進み、昼休憩がやってくる。

　そこへクラスにアベルドと取り巻きがやって来た。

「天あま川かわ様、星ほし守もり様、昨日お約束した通り、本日のお昼は学食へとご案内させて頂きます」

　そう言って恭しく頭を下げるアベルド。

　どうやら昨日連れ去った時にでも約束を取り付けていたようだ。

　だがその時、アベルドの目にあるものが映ってしまう。

　それは──ソージの手紙である。

「天川様、それは？」

「え、あ……これはその……机の中に入っていて」

「ふむ……。恐らく身分の違いも理解できない愚かな輩が出した低俗な文ふみでしょう。──失礼」

　あろうことか、勝手に真雪のポケットから封筒を奪い取ってしまう。

「ちょっ、何を」

「天川様。不遜な輩どもからあなた方をお守りするのが私の義務です。ですから──」

　そう言うと、取り巻きに封筒を渡し、

「ゴミだ。処分しろ」












　と命令した。同時に取り巻きが、受け取った封筒をビリビリと細かく破き、そのまま見世物にするかのようにパラパラと破片を床へとばらまいた。

　ソージは息を吞のみ、消えゆく手紙を凝視し、ヨヨもまた目を丸くしている。

　真ま雪ゆきはすぐにソージの顔を見て、何かに気づいたような表情を浮かべるが、

「恐らくあなたに取り入ろうとする輩の仕業でしょう。もしくは直接害をなそうという恐れ知らずの愚か者か。お気をつけください、あなた様方は学園の宝なのですから。さあ、参りましょう」

　ほぼ強引に、真雪たちを教室から連れ去ってしまう。

　真雪はソージに何かを言いたそうだったが、すぐに言葉を吞み込むような様子で、押し黙り出ていく。

「あ～あ。誰だか知らねえけど、可哀想なことしやがんなぁ。勇気出した男のラブレターかもしれねえのに。だから俺はクソ兄貴のことが嫌いなんだよ。なあ、お前もそうだろ、ソージ？」

「…………」

「ソージ？　おい、ソージ！」

「え……あ、な、何ですか？」

「いや、お前こそどうしたんだ？　そんなビックリしたような顔して」

「べ、別に何でもありませんよ。そ、それよりも、ア、アスロンも学食に行くのではないですか？」

　必死に冷静さを保ちながら言葉を絞り出す。

（そ、そうだ。別に悲観することなんてない。手紙くらいまた書けばいいんだから）

　そう、手紙を無駄にしたのは真ま雪ゆきではない。拒絶されたわけではないのだ。だったらもう一度出せばいいと自分に言い聞かせた。

「ん～俺は今日弁当なんだわ。たまには一緒に食うか？」

「そ、そうですね。ではお嬢様と…………あれ？」

「どうした？」

　ソージは初めてそこで自分の大切な人がいなくなっていることに気づいた。

「──────お嬢様？」





　　　　　※






　真雪は顔を俯うつむかせて、学食へ続く道を歩いていた。周りにはアベルドたちがＳＰのように張り付いている。

「……ど、どうかしましたか、真雪さん？」

　親友のセイラが隣で歩きながら心配そうに尋ねてくる。

「もしかして先程のお手紙でしょうか？」

「う、うん……」

「そう……ですよね。読みもせずに破いてしまうなんて……」

　もちろんそれもある。だがそれ以上に真雪が気になっているのは、手紙を破かれた時に確認したある一人の少年の顔である。

　ソージ・アルカーサ。

　初めて会った時からずっと気になっている少年だ。

　小さい頃からずっと一緒に育ってきた、大好きな幼おさな馴な染じみ──朝あさ倉くら想そう二じ。見た目は全然違うが、彼と同じような空気を感じさせるソージのことが気になって仕方がなかった。

　だから一度話してみたいと思っていたのだ……が、いつも自分の周りには他の生徒たちが群がってしまい、放課後になると上級生が強引に引っ張っていくので、結局彼とは話ができずにいたのだ。

　皇帝からも、問題を起こさないように学園のルールには従ってほしいとの要望があったため、上級生やクラスメイトたちを無下に扱うこともできずに流されるままになっていた。

　そんな時、自分の机の中に白い封筒が入っているのに気づき、思わずソージを見てしまう。

　直感としか言いようはないが、彼が自分に出してくれたのではと思ってしまったのだ。

　すると偶然かもしれないが、ソージと目が合う。すぐに逸らされてしまい、少し悲しい気分になったが、もし彼が差出人ならば是非とも手紙を確認したいと思った。

　しかしその手紙を読む前に、今、前を歩いているアベルドという上級生に奪われて処分されてしまった。

　その時、瞬間的にソージが気になって彼を見ると、とても悲しい表情を浮かべているように見えた。

（……やっぱりあの人が書いてくれたのかな）

　今となっては分からない。直接聞いて確かめたいけど、周りがそうさせてくれないのだ。

　その時──。




　───────待ちなさい！




　突然、背後から凛りんとした声が聞こえた。

　反射的に真ま雪ゆきたちの足は止とまり、アベルドたちも一緒に振り向く。

　目の覚めるような金色の髪。モデルのような美しい佇たたずまい。

　そこにいた人物は、真雪にも見覚えがある人だった。

（あ、この人……ソージ・アルカーサさんといつも一緒にいる人だ）

　救護室へソージを連れて行った人でもあり、それからも教室では常にソージと一緒にいる人だった。

「お、お前は……ヨヨ・八や継つぎ・クロウテイル」

　不愉快気に口にしたのはアベルドである。

「何しに来たんだ？」

「あなたに用はないわ。用があるのは、そこにいる子だから」

「え……私？」

　ヨヨの瞳が真雪を射抜いている。

（何であの子が私に？）

　浮かぶ疑問に答えが見い出せない。話したことなどないからだ。

「何を言っている？　お前のような奴やつが接して良い方ではないんだが？」

　アベルドの物言いに、少しだけ違和感を覚える。まるでヨヨの存在を認めないと言っているような気がして……。

「あら、私もあなたと同じ《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》の一人よ。それに最初、彼女たちの面倒を見るのを頼まれていたのは私やソージですしね」

「え……ソージ？」

　思わず真雪は呟つぶやいてしまった。

「ふざけるな。《罪負いバツツキ》の分際で、僕と同じだと？　不愉快だ、去れ」

　アベルドの侮ぶ蔑べつを込めた言葉に、彼がヨヨを嫌っているということだけはハッキリと理解できた。

　しかしヨヨは、そんな彼の態度はどこ吹く風といった感じで口を動かす。

「別にあなたの了承など必要ではないわ」

「何だと？」

「……ねえ、あなた」

「は、はい」

　ヨヨの漆黒の瞳が、再び真ま雪ゆきへと向けられる。

（綺き麗れいな瞳……それにとっても美人さんだ）

　これまで見てきた女性と比較しても、別格の美しさを持つヨヨに見み惚ほれてしまう。まるで美術館に飾られた絵画の中から飛び出してきたような不思議な魅力を持っている。

　呆けた感じで真雪が彼女を見ていると、彼女は予想だにしないことを口にした。

「手紙のこと、聞きたくないかしら？」

「っ!?」

「手紙だと？　まさかお前が彼女たちを陥れようと──」

「うるさいから、あなたは黙ってなさい」

「んなっ!?」

　ヨヨにキツイことを言われて、明らかに怒気を表に出して眉をひそめるアベルド。

「どうなの？　聞きたいの？　聞きたくないの？」

「き、聞きたいです！」

「天あま川かわ様っ！」

　真雪の回答に愕がく然ぜんとした表情を浮かべるアベルドとその取り巻き。

「い、いけません！　彼女は確かに、不本意ですが立場上は私と同じです。しかし大犯罪者の娘でもあるのですっ！」

「だ、大犯罪者……？」

「えぅ……」

　真雪もその言葉には身を引くものを感じたが、セイラもまた真雪の背中に隠れてしまっている。

　そう簡単に飛び出てくるような言葉ではないからだ。

「そうです。ですから言葉巧みにあなたを騙そうとしているかもしれません。いえ、きっとそうでしょう」

　…………そうなのだろうか？

　だったらどうして……。

（どうしてあんなに真まっ直すぐな瞳をしていられるの……？）

　そこには歪ゆがみやよどみなど一切なく、惹ひきつけられるような魅力しか感じない。自分の信じる道を突き進む覚悟を秘めた強い光が宿っている。

　とても悪いことを平然と行えるような人ではないと思った。

「……彼が言っていることは世間的には事実よ。けれど今はそんなことは関係ないわ。知りたくないの？　ソージ・アルカーサのことを」

「──っ!?」

　その言葉で真ま雪ゆきの意志は決まった。

「…………知りたいです」

「天あま川かわ様っ!?」

「お、教えてほしいです！　彼の……あの手紙のこともすべて！」

　そう宣言すると、ヨヨは嬉しそうに笑みを浮かべる。その表情は嫉妬するほど美しい笑顔だった。

「よく言ったわ。さすがはうちのソージが気にする存在だけのことはあるわね」

　…………うちの？

　その一言に何か胸がチクッとしたが、とりあえず話を聞こうと思った。

「では屋上へ行きましょう」

「あ、この子も一緒にいいですか？」

「……構わないわ」

　セイラの同行も認めてもらってホッとした。

「ちょっとお待ちください！　天川様、正気ですか？」

　真雪はアベルドに向かって頭を下げた。

「ごめんなさい！」

「あ、天川……様」

「少しだけ彼女とお話をさせてください」

「っ……分かり……ました」

「ありがとうございます！」

　承諾はしたものの、納得していない様子のアベルドだが、それ以上何を言っても聞かないということが伝わったのか、肩を落としていた。

　真雪は再びヨヨに対面すると、

「ついてきてちょうだい」

　と言うヨヨに従って、セイラと一緒に屋上へと向かった。






第三章　襲撃









　──【ピースウィル学園】から北に数キロメートルほど離れた地点。

　そこにはかつて教会が建てられてあった。

　今はもう廃墟と化しているその教会だが、祭壇の下に隠されてある地下通路の先には、一つの魔法陣が刻まれてある。

　その魔法陣が独りでに淡く光り輝いた刹那──ズズズと魔法陣の中からボロボロの黒いローブを着込んだ人物が姿を見せた。

「──まさか、これほど短期間でまたあの学園に手を出すことになるとはな」

　フードから覗のぞく鋭い白銀の瞳。

　その肩の上には、桃色の毛で覆おおわれた可愛かわいらしい小動物がチョコンと乗っている。

「主さま、今度は失敗できませんコロ～」

「おい、いつ誰が失敗などした？」

「でも前回のことで、お叱りを受けたですコロ」

「あれはジェドが勝手に暴走しただけだ。オレの落ち度じゃない」

「おお、なるほどコロ～」

　大きな耳をパタパタと動かしながら納得する。この小動物は、獣けもの族のトビハムという種であり、プッコロと命名されているのだ。

　真ん丸と太っているハムスターのような外見をしているが、飛行することも可能で、耳を翼のように変化させて飛ぶのである。

「今回は最初から最後までオレ一人に任されている。失敗などしない」

「さすがは主さまコロ～！」

「まあ、厄介な奴やつはいるがな」

「ん～？」

「しかし楽しみではある。奴とは本気で戦ってみたいと思っていたしな」

「おお～、その人も主さまに目をつけられて災難ですコロ～」

「プッコロ、例の如ごとく、お前は近くに軍が近づいてきたら知らせろ」

「任せてほしいですコロ！」

　短い手で自身の胸を叩くプッコロ。

「さて、それでは始めるとするか──」

　すると魔法陣が再び光り輝き、そこから次々と異形の者たちが姿を現す。

　不敵な笑みを浮かべる黒ローブの人物が、宣言するように呟つぶやく。

「楽しませてもらうぞ、ソージ・アルカーサ。それと──ヨヨ・八や継つぎ・クロウテイル」





　　　　　※






　屋上へとやってきた真ま雪ゆきは、セイラを隣に立たせて、目の前に立つ金髪の少女──ヨヨを見つめていた。

　今、屋上は誰もいないようで、話をするのにはもってこいである。

「さて、それではあなたの知りたいことを教えてあげるわ」

　そう言うヨヨに対し、ゴクリと喉を鳴らした真雪は尋ねる。

「じゃ、じゃあまずはあの手紙について教えてください！」

「……別に敬語でなくてもいいわ。というより、本来ならば私が使わないといけないのだけれど」

「そ、そう？　じゃあ敬語は止やめるね。それと私にも普通でいいから」

「感謝するわ」

「じゃあ教えて。あの手紙ってもしかして……」

「ええ、あなたの想像通りよ。書いたのはソージ」

「っ!?　や、やっぱりそうだったんだ……」

「もしかして最初から気づいていたの？」

「え？　……ううん。でも何となく、そうだったらいいなって」

「なるほどね。……やはり彼女とソージには何かしら繫がりがあるのかしら？」

「へ？　何か言った？」

　あまりにも小声だったので聞き取れなかった。

「何でもないわ。とりあえず、あの手紙がソージが書いたものなのは真実よ」

　その真実にホッとするものを感じながらも、真雪は気になることを聞く。

「……あ、あの、その……彼とはどういう関係なの？」

「ソージ・アルカーサは、私に仕えている執事よ」

「し、執事？」

「そう。幼い頃から一緒に育ってきた、かけがえのない家族よ」

「家族……」

　幼い頃からずっと一緒に……。つまりは自分と想そう二じのような関係だということだ。何な故ぜ執事として仕えているのかは分からないが。

　だがふと、羨ましい──そんなふうに思ってしまった。

「だからあの子がすることは、私はすべて把は握あくしているの。今回の手紙に関してもね」

「そう、なんだ」

　何故か釈然としないものを感じるが、それよりも……だ。

「ど、どうしてあの人が私に手紙を？」

「その質問に答える前に一つ尋ねたいのだけれど、いいかしら？」

「あ、うん。どうぞ」

　ヨヨは、少し間を取って準備を整えてから口を開く。

「……朝あさ倉くら……」

「……へ？」

「……朝倉想そう二じという名前に聞き覚えはあるかしら？」

「……!?　……な……何で……っ」

　真ま雪ゆきだけではなく、その傍そばにいたセイラまでもが同じように驚きよう愕がくの表情を浮かべている。

　セイラの表情を見て、若干険しい表情を浮かべるヨヨだが、

「……その顔、知っているのね？」

　確信を得たといった感じの声音を飛ばしてきた。

「ど、どうしてっ！　どうしてあなたが想くんの名前を知ってるのっ！」

「ソウ……くん？」

「私の幼おさな馴な染じみは朝倉想二！　私は小さい頃からずっと想くんって呼んできたのっ！」

「……そういうこと」

「ねえどうして！　答えてよっ！　どうしてあなたが想くんの名前を！」

「落ち着きなさい」

「落ち着いてなんかいられないよっ！　だって……だって想くんは……死んで……っ」

　死という言葉を発した瞬間、熱いものが胸に込み上げてきて、それが涙となって目から流れ出る。

　ヨヨは一瞬驚いたように目を丸くするが、すぐに平静を保つように元の顔を見せた。





　　　　　※






　ヨヨは泣き崩れそうになる真雪と、彼女を支えて一緒に涙を流し始めるセイラを見て息を吞のんだ。

（ソージの前世の名前を彼女は知っていた。ううん、気にはなるけれど隣にいる子も知っている様子ね）

　セイラもまた朝倉想二の名を聞いて反応していたからだ。そしてその瞳に、真雪と同じような悲しみが宿っているのにも気づいていた。

（でもソージはあの子のことは知らなかった。……何な故ぜ？）

　しかし考えても分からないので、今は現状をさらにハッキリさせるためにも、もっと彼女たちから話を聞く必要があった。

　ただ次の質問については、普通なら「は？」と聞き返されるものなので、少し覚悟がいるものである。それでもこの質問の答え次第で、大よその謎が解けるはず。

「……あなたたちにも、前世の記憶があるのかしら？」

　さあ、どんな答えが──。

　そう思っていると、意味が分からないといった感じで、真ま雪ゆきが眉をひそめて尋ねてくる。

「ど、どういう……こと？　前世？」

　今の真雪に呆ける余裕があるとは思えない。つまり彼女には前世の記憶がないということなのか……。

「……あなたには朝あさ倉くら想そう二じの記憶があるのではなくて？」

「……ある、けど……ひっぐ」

「ならそれは前世の記憶ではないの？」

「ちっ……がうよ……。だって……想くんは……私たちとおんなじ世界の……人っ……だもの」

　泣いているせいで、ところどころ言葉が飛んで聞き取り辛づらいが、何とか彼女が言っていることは理解できた。

「同じ世界？　同じ？　あなたもこの世界で生まれ育ったのでしょう？」

　すると、話しがたそうな真雪を見かねたのか、セイラが自身の涙を拭いて説明してくる。

「違い……ます。セイラたちは、地球の日本というところから、この世界に召喚されてきました」

「……しょ、召喚？」

「はい……です。《英えい霊れい器き召喚》というのは、ご存じですか？」

「《英霊器召喚》ですってっ!?」

　つい声を張り上げてしまった。知識の上でしかないが、『英霊』についても、《英霊器召喚》についても知っている。

　ただ召喚自体とても珍しく、だからこそ思考から外していた。ましてや異世界から召喚するというのは、ほとんど伝説となっているのだ。

「あ、あなたたちが『英霊』を受け継いだ……異世界人だというの？」

「す、すみません……えぅ」

　別に怒ったわけではないが、セイラは怯えたように謝ってくる。

「え、えっと……本当なのかしら？」

　そうは聞いたが、すでに答えは分かっていた。

　どう見てもただの子供にしか見えないというのに、何な故ぜわざわざ皇帝が学園へ派遣するのか謎ではあった。名前を聞いても、由緒ある血筋というわけでもないし、理由が定かではなかったが、異世界からの召喚者だとしたら、それも納得できる。

　そしてやはり、セイラはコクッと頷うなずいて肯定を表してきた。

（召喚……異世界から……。なるほど、だとすれば真雪に前世の記憶がないのにソージの前世を知っていることも頷けるわね）

　しかしまさかソージが前世の時に暮らしていた世界から、彼の幼おさな馴な染じみが召喚されるなんて誰が思うだろうか。

（これを教えたら、ソージはひっくり返るかもしれないわね）

　あの純粋でバカ正直な執事に教えれば、きっと楽しい反応を返してくれるだろう。

　だが今はとりあえず、彼女たちの正体が判明したと同時に、《英えい霊れい器き召喚》の理由も想像することができた。

（多分皇帝は、すべての《英霊器》を集めて鬼たちを殲せん滅めつしようと画策しているのでしょうけど）

　真ま雪ゆきたちを学園に入れたのも、この世界の知識や魔法の扱い方などを教えるには最適だと考えたからだろう。

（その間に準備を整えるってことかしらね）

　しかしそれにはヨヨにとって都合の悪いことがある。

　それは『鬼おに堕おち』してしまった母親のことだ。皇帝の殲滅対象は、オリジナルの鬼だけではなく、『鬼堕ち』した人たちまでも、その範囲内であろう。

　ヨヨはいつか自分の手で母を元に戻すという夢を持っているので、その前に皇帝たちに殺されてはたまらないのだ。

（そろそろ時間もなくなってきたというわけね）

　改めて疑似レプリカ《蒼の秘石フアースト・ブルー》の完成を急がないといけないと心に決めた。

「あ、あの……」

「ん？　何かしら、天あま川かわさん？」

「……どうして……どうしてあなたが想そうくんのことを知っているのか、聞かせてもらってもいい？」

　少し落ち着いたようで、目元を赤く腫らしながらもしっかりとした口調で聞いてきた。

「……あなたも薄々は感じているのではなくて？」

「……！」

「……はぁ。普通だったらとても信じられない話かもしれないけれど、これは事実よ。心して聞きなさい」

「う、うん」

「私の執事、ソージ・アルカーサは────朝あさ倉くら想そう二じの生まれ変わりよ」

「「っ!?」」

　驚きよう愕がくに彩られる彼女たちの顔色。しかし真雪に関して言えば、顔を引き攣つらせながらもどこか頰を緩めて喜んでいるようにも見える。

「そ、そ、それ本当？」

「本当よ」

「本当に本当！」

「信じられないなら、自分の目で確認してみなさい。ソージもまた、あなたと話したいと考えているのだから」

「う、うんっ！　セイラ、行こっ！」

「あ、待ってくださいですっ！」












　セイラの手を引っ張って、屋上から出て行こうとする真ま雪ゆきだったが、彼女の行く手を遮るようにアベルドが立っていた。

「お待ちください、天あま川かわ様」

「あ……せ、先輩さん？」

　アベルドがギロリとヨヨを睨にらみつけた後、その視線を真雪へと注ぐ。

「心配になって駆けつけたのですが、その赤く腫れた目元……やはりこうなったか」

　明らかに勘違いしているような目つきで再びヨヨを睨む。恐らくヨヨが暴言を吐いて真雪を泣かせたとでも思っているのだろう。

「何を言われたのか知りませんが、天川様。奴やつの言うことを信じてはなりません」

「え……ど、どうして……ですか？」

「先程も申し上げましたが、彼女は《罪負いバツツキ》なのです」

「《罪負いバツツキ》？　確か……罪を犯した人の蔑称だったはず……あれ？　でも犯罪者なのはあの人の親って」

「はい。確かに実際に罪を犯して多くの人を傷つけ殺すことになったのは、彼女の母親です。彼女の母親が研究していたあるものが暴走し、それに巻き込まれて国が一つ滅んだのです」

「く、国が!?」

「そうです。その際に彼女の母親は罰を受けられなくなってしまいましたが、その代わりに彼女がその罪を背負うことになったのです」

「そ、そんな！　だったら彼女は関係ないじゃないですか！」

　本当にそう思っているようで、真剣な表情で叫ぶ真ま雪ゆきに対し、アベルドが肩を竦すくめる。

「さすがは《皇こう宮きゆう》から派遣された方。そのお優しい心は素晴らしいですが、事は素直に終わってはいないのですよ」

「ど、どういうことですか？」

「国を滅ぼした悪魔の研究。それを引き継ぎ、今もなお続けている人物がいます」

「……！」

「そう、そこにいる女──ヨヨ・八や継つぎ・クロウテイルですよ」

　バッと真雪がヨヨへと振り返る。その顔は「本当なの？」と聞いているよう。だから、

「……本当よ」

「っ!?　ど、どうして……そんな研究をまだ？」

「それは──」

「他人のことなど何も考えていないからです」

　先に答えたのはアベルドだ。そして彼は続ける。

「恐らく母親が成せなかったことを……研究成果を出して皇帝に取り入ろうとしているのでしょう」

　その言葉はさすがに聞き捨てならなかった。

「黙りなさいっ！　あなたに母の何が分かるというの！」

「はん！　分かるわけがないだろう！　国を滅ぼした研究なんてやってた奴やつの思考回路など理解したくもない！」

「くっ！　あなたは……っ」

　悔しかった。どうしようもなく。

（お母さんは……世界のために……みんなのために頑張ってただけよ）

　しかし不幸な出来事が起き、結果的に研究が失敗したと世間がそう捉えているだけ。真実は決してそんなところにはないというのに。

「天あま川かわ様。彼女の言うことを信じてはいけません。人を不幸にする研究しかしていない彼女が、あなた方のためになるようなことをするわけがないのですから」

　真雪は一体どちらを信じたらいいのか混乱しているようで、ヨヨとアベルドの顔を見比べている。しかし、そのままピタリと視線をヨヨへ定めた。

「……今まで話してくれたことは噓……だったの？」

「どう判断するかはあなた次第よ。私は別にあなたのために行動したわけではないもの」

「え……だったらどうして……」

「私には……とてもとても大切な人がいるわ。その人が悲しむ顔を見たくないから……よ」

　そう、別に真雪のためにソージから離れて行動を起こしたわけではない。

　ソージの手紙が破かれた時、彼がとても悲しそうな顔をしていた。その顔を見て胸が切なくなったから。何とかして彼の願いを叶えてあげたいと思ったからこそ、普段はしない大胆な行動を取っただけだ。──すべてはソージのために。

「大切な……人」

　そう繰り返す真ま雪ゆきが、ゴクリと息を吞のんだ後、真まっ直すぐ視線をヨヨへと向けた。

「……これだけ答えてほしい」

「……何かしら？」

「……あなたは、大切な人を不幸になんてしたくないよね？」

「当然よ。この世の誰よりも幸せになってほしいと願っているわ」

「……そっか。うん……そっか」

　刹那、驚くことに真雪がニコッと笑みを浮かべて意表をつくことを言う。

「よし！　んじゃあ、信じる！」

「天あま川かわ様っ!?」

「いいんです！　だって……きっと彼女は──────私とおんなじだから」

　クスッと頰を緩めると、それまで表れていた迷いが真雪の表情から一切消失していた。

「セイラも、信じてくれるよね？」

「あ、はいです。真雪さんが信じるなら、セイラも信じます」

「あは！　さっすが親友！」

「えぅ!?　苦しいですぅ～」

　真雪に抱きつかれているセイラ。苦しそうだが、決して嫌そうな顔はしていない。

　だがその中でアベルドだけが不満を露あらわにしている。誰にも聞こえないように舌打ちをして、小声で呟つぶやき始める。

「くっ、これだから年下はバカで嫌いなんだ！　どいつもこいつも理解しがたい……っ」

　そんなアベルドを無視し、ヨヨはジッと真雪を見つめていた。

（……なるほどね。ソージの幼おさな馴な染じみ……か。ふふ、さすがといったところかしらね）

　あの少年にしてこの少女あり、だ。純粋でバカ正直なソージだからこそ、似たような女の子が寄ってくるのだろう。

　これもソージの魅力の一つだ。そしてその魅力にヨヨもまた惹ひきつけられているのも自覚していた。

（何とか上手くいったけど、今頃はソージのことだから、必死になって私を探しているでしょうね）

　と、思った矢先──。

　学園のどこかから、爆発音のようなものが轟とどろき、地面が……いや、校舎全体が揺れた。





　　　　　※






　ヨヨが真雪たちを連れて屋上へ向かっていた時、いつの間にかヨヨが教室からいなくなっていることに気づいたソージは、慌てて外へと探しに出掛けていた。

（お嬢様、どこ行ったんだ？　お手洗い？　いや、昼前の休憩で一度行ってたからなぁ）

　そう何度も短期間で行くとは思えない。化粧をしているわけでもないので、化粧直しということでもないはず。

（けど一応確かめておいた方がいいか？）

　そう思い、いつもヨヨが利用するトイレに向かい、近くを通り過ぎる生徒にヨヨを見かけなかったか尋ねた。

　しかし誰も見ていないという回答だけを得た。

（むぅ……お手洗いじゃないとすると……外？　いや、それよりも研究室か？）

　ヨヨは学園中では嫌われている対象でもあるので、基本的には一人で行動しない。というよりさせないようにソージが気をつけている。

　だからヨヨも協力してくれて、どこかへ出掛ける時は、必ず一声あるはずなのだ。

（授業が終わった直後はいたはず。確認もしていた。オレがお嬢様から意識を外したのはどこからだ……？）

　先程までの出来事を思い返す。

（……どう考えても手紙の件だな。あの時は、さすがにお嬢様に注意を向けてなかった）

　手紙が破かれた瞬間に、ヨヨから意識を外してしまっていた。

（けど、あそこで誰かに無理矢理攫さらわれたなら、誰かが気づいてるはずだ）

　しかしそんな様子はなかった。

（となると、お嬢様は自分の意志で教室から出て行った可能性が高い。けど何で一言もなしで？）

　その理由が分からない。

　いや、そんな理由を考えているより、大切なお嬢様を探すことが先決だ。

　まず心当たりがある研究室へと急いで向かった。

　もしかしたら昨日研究室に忘れ物をして取りに行っているということも考えられたからだ。

「─────いない、か」

　しかし扉は固く閉じられたまま。中にいるならば、人の気配もするはずだが、まったくそんな雰囲気は感じない。

「くそぉ、オレとしたことが何やってんだか」

　守らなければならないヨヨから意識を外してしまうとは、執事失格である。たとえヨヨが勝手な行動をしたとしても、それを把は握あくし、陰からでも災いからお守りするのが執事だと教えられてきたはずなのに……。

（不甲斐ない……）

　いや、嘆いている場合ではない。もし一人でいるところを誰かに攫われたりしていたらバルムンクによる小言だけでは済まない。

（けど他に心当たり……）

　顎に手を当てて考えていると────突然校舎が揺れた。耳には確かにどこかで爆発が起こった音が聞こえていた。

「な、何だ!?」

　急いで窓を開けて爆心地がどこか探る。

　すると今いる校舎とは別の校舎から煙が上がっているのを確認した。さらに驚きよう愕がくする光景が飛び込んでくる。

　それは学園に入り込んで、生徒たちを襲っている異形の存在たち。

「あ、あれは───鬼が何で学園に!?」

　人ではない生物。

　様相は赤黒い肌を持ち、白髪の中からは角が三本突き出ている。また目が紅あかく爬は虫ちゆう類るい独特の縦たて目めを持ち、醜しゆう悪あくな表情をしているのだ。

　それは鬼と呼ばれており、人類の……いや、ソージやヨヨの天敵である。

（ま、まさかお嬢様があそこに!?）

　背筋が凍る思いをしながらも、校舎二階の窓から飛び降り、怪け我がすることもなくスタッと地面に降り立つと、全力で煙が上がっている校舎へと向かう。

　しかし道すがら、

「キャーッ!?」

　女子生徒が鬼に腕を摑つかまれて、その鋭い歯で嚙みつかれそうになっていた。

「くっ、想いを像かたどれっ、橙トウ炎エン！」

　右手から橙だいだい色の炎を生み出し、瞬時にナイフの形を模かたどって鬼の腕に向かって投げつけた。

「グギャッ!?」

　命中したことで、顔を歪ゆがめて腕を離す鬼。ソージは即座に女子生徒の前に立つ。

「早くここから逃げてくださいっ！」

「え……あ、ありがとう！」

　幸い女子生徒には怪我などなかったようで、逃げ去っていく。

（くそ！　早くお嬢様を探さないといけないのに）

　だがソージの性分で、目の前で殺されそうになっている者を見捨てることなどできない。

　それはきっとヨヨも悲しむだろうから。

（けど何で鬼が……！　しかもこんなにゾロゾロと）

　どこから湧いて出ているのか、鬼は学園中にいるらしい。あちこちから悲鳴や爆発音が聞こえてくる。

「ギャギャ！」

「鬱うつ陶とうしいですね。燃え散らせ、赤セキ炎エン！」

　今度は真っ赤な炎が右手から噴出し、向かってきた鬼の全身を包む。

　この赤炎の効果は、橙炎とは違って、普通の炎と同じ性質を持つ。故に火ひ達磨だるまになろうものなら……。

「グギャァァァァァッ!?」

　瞬時に真っ黒に焦げた鬼は、成す術すべもなく大地に倒れて絶命した。




　────ほう、お前一人か、ソージ・アルカーサ。




　そこへゾクッとするような冷徹な響きを聞き、自然と最大の警戒態勢をとってしまった。

　声は少し離れた背後から。振り向けば……。

「あ、あなたは……！」

「フッ、久しぶりだな」

　黒いフードを脱ぐ人物の顔を見て目を丸くする。

　青紫の髪と、獰どう猛もうな瞳は忘れもしない。刃のような、触れれば切れてしまうような雰囲気を持ち合わせている少年だ。腰には二本のダガーを装備している。

「──アヴァル・ゼット」

　それは以前に、学園を襲ったジェドの仲間。鬼を擁よう護ごする立場にいる人間である。

　その実力は未知数であり、少しだけ手合せした感覚から言えば、ソージと同等以上の力を持っていることは理解した。

「名前を覚えていてくれたことを光栄に思ったらいいか？」

「そうですね。せっかくですから紅茶でもお出ししましょうか？」

「必死に冷静さを保とうとしているようだが、顔が若干引き攣つっているぞ？　何を焦っている？」

「いえいえ、別に焦ってなどおりませんよ」

　平静さを保っていたつもりだが……彼の観察力も大したものだ。

　ここに彼が現れたということは、ヨヨが危険に晒さらされているということだ。何な故ぜなら彼は以前去る時に、ソージとヨヨを必ず手に入れると宣言していたのだから。

「強がりはよせ。いつも傍そばにいるはずの女を見失い戸惑ってるって感じだぞ」

「まさかお嬢様を攫さらったのですか!?」

「……なるほど、今は離れ離れということか。それは都合が良い」

　しまった、と内心で自分を叱しつ咤たする。

　しかし彼の発言で、まだヨヨは彼に攫われていないことが知れたのでホッとした。

「さて、なら時間潰しに付き合ってもらおうか」

　そう言いながら殺気を滲にじませつつ、腰のダガーを抜くアヴァル。

「……これはあなたの仕業ですか？」

「そうだと言ったら？」

「何が目的です？」

「知らんな」

「え？」

「うちのトップが学園を襲えと命令したから、それに従っているだけだ。トップの目的など知らん。まあ、オレもお前たちに用があったからちょうど良かったがな」

　刹那、アヴァルが大地を蹴り出し、一呼吸で肉薄してきた。

「──橙トウ炎エンっ！」

　慌てて橙炎を刃状にして、彼の攻撃を受け止とめる。

「さすがの反応だ。面白い！」

　不敵な笑みを浮かべたアヴァルが身体を回転させて、二本のダガーで連撃を繰り出してくる。

　回転しながら身を低くしたり高くして、攻撃範囲を広げてきた。ハイ、ミドル、ローと、目まぐるしくダガーの軌道を変更しての攻撃は防御がし辛づらい。

　さらに徐々に回転速度が増していくため、次第に捌さばき切れなくなってくる。

「燃え散らせっ、赤セキ炎エン！」

　右手に持った橙炎で防御しつつ、左手から赤炎を目の前のアヴァルに放つ──が、放った瞬間に姿が消えていた。

「──そういえば、お前は奇妙な炎を扱えるんだったな」

　見れば、傍そばに植えられてあった木の先端に器用に立って、ソージを見下ろしていた。

　すると彼の傍の空間に亀裂が走り、カバンが開くように広がると、その中から鬼たちが姿を現す。

（っ!?　……なるほど。ああやって鬼をこの学園に呼んだってわけか）

　恐らく彼の魔法だろうが、厄介この上ない力である。

「お前らは例の目標を探してこい」

　命を受けた鬼たちは、ソージを無視してその場から去っていく。

「い、一体何を!?」

「フッ、なぁに、お前はオレとしばらくここで遊んでいればそれでいい」

　質問には答えてくれず、アヴァルが木の上から向かってきた──。
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「──早く地下シェルターへ避難するのだっ！」

　多くの生徒たちが今、列を成してある場所へと向かっていた。

　それぞれの校舎の地下に設置されている地下シェルターは、有事の際に生徒たちを守るために学園長の計らいで造られたもの。

　そこに今、生徒たちを誘導しているのは、《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》の会頭──ナナハス・オルディーブである。

「慌てちゃダメだよー。落ち着いてねー」

　間の抜けたような喋り方で、同じ《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》のヒナノリア・アプリコットが、ナナハスと一緒に生徒たちを導いている。

「もー、こんな時にアベちゃんたちはどこ行ったのかなー」

「きっと皆、生徒たちのために行動してくれているはずだ！　我々も生徒たちを避難させたら、すぐに鬼の討伐へと向かうぞ！」

「えー、ヒナはインドア派なのにー」

「言っている場合か！　さっさと仕事をしてくれ！」

「仕方ないなー」

　その時、校舎へと鬼たちが入ってきて、生徒たちが悲鳴を上げ始めた。

「ヒナッ！」

「んー、髪が痛むからあんまし頑張りたくないんだけどー」

　だが言葉とは裏腹に、ヒナノリアの身体から大量の魔力が溢あふれ出し、それがすべて髪の毛へと集束する。次の瞬間──。

「「「ギャギャァッ!?」」」

　三体の鬼の身体が真っ二つになる。

　そしてそれを成したのは、ヒナノリアのツインテールだった。柔らかい髪のはずなのに、今は硬質化して刃と化し、さらにその長さは、先程の十倍以上に伸びていた。

「おお～！　さすがはヒナの〝戯れる髪々ヘアー・ザ・ヘアー〟だな！　私も負けてられんっ！」

　ナナハスが右手を前に出し、

「来い──〝銃人十色ウルテイマ・バレツト〟！」

　そう宣言すると同時に、ソージたちと会った時に見せた銃が右手の中に現れた。

「敵は、撃つべし！」

　引き金を引くと、目にも留まらない速度で塊が銃口から弾はじき出され、「撃つべし、撃つべし」というナナハスの声のもと、次々と鬼たちの眉間に穴が空いていく。

「おー、百発百中ー」

　パチパチと拍手するヒナノリアに、

「よ、よせ、照れるではないかぁ～」

　と、銃を撃ちながら照れ臭そうに顔を背けている。よくその状態で的を外さないものだと、それを見ていたら誰もが感じるであろう。

「さあ！　鬼たちは我々に任せて、君たちは安心して避難してくれ！」

　頼もしいナナハスの言葉に、生徒たちも安あん堵どしたような返事をして地下シェルターへと向かっていく。

　こんな状況にも拘かかわらず、怯ひるむことなく鬼たちを討伐していく彼女たち《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》。

　これが学園に認められた彼女たちの実力なのである。

「よーし！　気合入れていくぞっ、ヒナッ！」

「甘いものが食べたいなー」

「後にしろそのようなものぉ！」

「えー、でもせっかく美お味いしいって評判のケーキを買い置きしてたのにー」

「だ、だから後だ後！　あ、でも私の分もちゃんと残しておくのだぞ」

　ただし二人とも、性格に少し難があるかもしれないが……。
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　その頃、アスロンとフェムたちもまた地下シェルターへ向けて、生徒たちを誘導していた。

　ナナハスに頼まれて、校舎に残っている生徒たちがいないか探し回っては、地下シェルターに行くように促していたのだ。

「くっそぉ、こんな時にソージは何してやがんだよぉ！」

「ヨヨを探しに出掛けてそれっきりでしょ！　何してんのよ、アスロンのバカ！」

「ちょ、俺のせいかよ！」

「何だかムカついたから八つ当たりしただけよ！」

「理不尽！」

　二人が一緒に校舎を散策していると、階段下で身体を抱えて震えている一人の少女を発見する。

「あなた、こんなとこにいたら危ないわよ！　さっさと地下シェルターへ行きなさい！」

　フェムは当然のように言うが、その視線を少女の足元へ向わせてハッとなる。

「それ……怪け我がしてるの？」

「うん。逃げてる途中に躓つまずいて」

　確かに足首が大きく腫れ上がっており、かなりの痛みが伴っていることは想像に難くなかった。

「アスロン、彼女をおぶりなさい！」

「お、おお、分かった！」

「けど、何かいやらしいことを一つでもしたり、考えたりしてみなさい。アンタには去勢が待ってるからね？」

「イ、イエッサー……マム」

　人を殺せるのではないかと思わせるほどの殺気がフェムから迸ほとばしり、さすがのアスロンも恐怖で全身を小刻みに震わせていた。

　だが少女を背負おうとした時、窓を割って鬼が侵入してくる。しかも二体だ。

「なっ!?」

　アスロンは腰に携えている剣を抜いて身構える。

「もう！　こんな時に！」

「……フェム、お前一人で彼女を抱えて行けるか？」

「え？　アンタまさか」

「ここは俺が食い止とめるからよ」

「で、でも！」

「お前の魔法なら、一人だけ姿を消せるはずだろ？　なら安心して地下シェルターまで行けるはずだ」

　フェムの魔法──〝無色透明クリア・フレンズ〟は、自身の他に、触れた者を一人までなら透明化させることができる効果を持っているのだ。

「それなら鬼に気づかれることもねえだろうし……頼む」

「……分かったわ。ちょっとあなた、腕を貸しなさい！」

　そう言ってフェムは少女の腕を自身の肩に回し、彼女を立ち上がらせた。

「……無茶するんじゃないわよ、アスロン」

「へへ、当然だぜ！　俺にはまだ見ぬ美少女たちが待ってんだからよ！」

　アスロンは「うおぉぉぉっ！」と声高に剣を振りかぶり、鬼に襲いかかった。

　そしてフェムは魔法を発動させ、少女と一緒に姿を透明化させてその場から離れていく。
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　いまだにヨヨのもとへ辿り着けていないソージは次第に焦り始めていた。

　今すぐ彼女の安否を確認したいが、そうさせてくれない元凶が目の前にいる。

「いいぞ。鬼おに化かをせずとも十分に戦えるじゃないか」

「いやはや、いまだに上から目線ですか」

　ソージの隠された力である鬼化を使ってアヴァルを倒してもいいのだが、アヴァルも何かを隠している節があるので迂う闊かつな行動ができずにいた。




『ソージ・アルカーサ、次に会った時は本当の鬼化を見せてやる。楽しみに待っていろ』




　そう伝え残していたアヴァルに対し、彼もまた自分と同じ力を持つものだとしたら、おいそれと先に切り札を見せるのは得策ではない。

（けどお嬢様と離れてからもうずいぶんと経たつ。ここはもう一気に……）

　攻めるかどうか迷っているところ、遠くから一体の鬼がアヴァルへと近づいてきた。

　何やら耳打ちをして報告を受けているようだが……。

　不意にアヴァルがある校舎の屋上を見た。

「……なるほど、あそこか」

　ニタリと歪ゆがむ彼の口角に怖おじ気け立つ。

（……屋上!?　まさかお嬢様はあそこに!?）

　その可能性は大だと直感的に思った。

「さて、時間潰しもここまでだ。また、後で会おうか──ソージ・アルカーサ」

　アヴァルが、自分で生み出した空間の亀裂に身体を沈ませていく。

「ま、待てっ！」

　だが制止虚むなしく、アヴァルは鬼を残して空間の亀裂の中へと消えていく。

「お前はしばらく、鬼コイツらと戯れていろ」

　亀裂から次々とアヴァルの代わりに鬼が溢あふれ出てくる。三体、五体、十体……と、ソージを取り囲んでいく。

（くっ、アヴァルの気配がしなくなった！）

　恐らくアヴァルはヨヨのもとへ向かったのだろう。空間の亀裂も鬼を出し尽くしたためか消失している。

　今すぐ飛んで行きたいところだが──そう思っていると、周りから有無を言わせず鬼たちが襲いかかってきた。

　まずはこの邪魔な連中を排除しなければならないらしい。

「お嬢様──っ」

　願わくば、自分が辿り着くまで無事でいてほしい。
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　どこかから爆発音が響いた後、ヨヨたちは揺れる校舎の屋上から、眼下に広がる光景を見て愕がく然ぜんとしていた。

「……鬼！　どうしてこれほどの数が……」

　学園の警備は一体どうなっているのかと疑ってしまうが、警備の一角を自分も担っていることを思い出し苦笑する。

「とにかくソージに会わないと」

　もしかしたら外にいるかもしれないと思い視線を巡らせてみるが、彼の姿は見当たらない。

「ねえ、これどういうこと！　あれって鬼って奴やつでしょ！」

　と、真ま雪ゆきがヨヨに聞いてきた。

「そうよ！　あれが人類の敵。私の母や故郷を奪った憎い存在よ」

　真雪たちも鬼の存在はさすがに学んでいたようだが、見たのは初めてのようだ。

「こ、怖いですぅ」

　セイラは明らかに鬼の姿に萎縮しているが。

（ほ、本当にこんな臆病な子が《英えい霊れい器き》なのかしら……？）

　と思ってしまうが、その身に『英霊』を宿しているというのなら、鬼と戦える力も持っているということだ。

「酷い……生徒たちを襲ってる！　助けに行かなきゃ！」

　真ま雪ゆきの正義感がそれだけで窺い知れる。

「待ちなさい！」

　しかしヨヨは止とめる。

「ど、どうして止めるの！」

「あなたたち、《英えい霊れい器き》なのは分かってるけれど、戦う術すべは熟知しているの？」

「そ、それは……す、少しだけなら」
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「少しだけって……戦闘訓練もほとんどせずに送り出されたってわけね」

　呆あきれたようで溜め息混じりなヨヨの言葉に真雪は頷うなずくことしかできなかった。

　何な故ぜなら召喚されてから、ある程度の知識を学んだだけで、あとは学園ですべてを学んでほしいと言われてここへ送られてきたから。

　だがそれでも自分に宿っている魔法の力だけは、『英霊』を宿した時点から頭の中に入っているので、戦闘経験値ということであれば、ないとは言えないのだ。

　それまで過去の英えい傑けつがどうやって魔法の力を駆使し戦ってきたのか、まだ完全ではないが少しくらいは知識として頭の中に収納されているのだ。

「だ、大丈夫だよ！　きっと何とかなるから！」

「何とかって……。その子はガッツリ震えてるわよ？」

「え……セ、セイラ？」

「うぅ……すみませんですぅ。実際鬼と戦うとなるとやっぱり怖くてぇ」

　セイラは気の弱い子なので、本来ならば争いごとなどに身を置かせたくない。しかしこの世界に来てしまった以上は、彼女も覚悟をすると言ってくれたし、ともに強くなることも決めた。

　だが転入早々に、このような事態に出くわし、戦闘訓練もしていない今の状態では、セイラのように恐怖に支配されても仕方がないだろう。

「大丈夫！　セイラは私が守るから！」

「真雪さん……」

　そこへ、壁を伝ってきたのか、セイラの傍そばから鬼が姿を現し、彼女に襲いかかろうとする。

「セイラッ！」

　セイラは鬼を視界に入れているものの、虚を突かれて完全に固まってしまっている。

　このままでは無防備に襲われてしまう──そう思ったその時、

「────《指弾の雨フインガー・レイ》！」

　鬼の身体に小さな塊が次々と衝突し、そのまま弾はじき飛ばされ地上へと落下していく。

「ご無事ですか！　天あま川かわ様、星ほし守もり様！」

　アベルドだった。彼の手の中にはビー玉のような球体が握られている。

　気づけば半球状の青白いフィールドが周囲を覆おおっていた。

（もしかして今のはあの人の魔法……？）

　だとしたら彼がセイラを助けてくれたということだ。

「あ、ありがとうございました、先輩！」

「あ、ありがとうございましゅた……」

　セイラは嚙んでしまったけど、しっかり礼を言う。

「いえ、あなた方をお守りするのも《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》の務め。どこかの役立たずとは違います」

　そう言いながらヨヨを睨にらみつける。

（そっか。あのヨヨって子も……）

　同じ《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》なのだということを思い出す。

（だとしたらソージ……ううん、想そうくんも？）

　ヨヨといつも一緒にいたソージもそうなのかと思っていると、アベルドが屋上の出入り口を指差して言う。

「ここは危険です。今すぐここから──」




　──────────ここにいたのか。




　その場にいる者たち全員が、その声にハッとなり意識を向ける。

　すると何もないはずの空間に亀裂が走り、パックリと開いたそこから何かがこちらを覗のぞいていた。

　その視線は真ま雪ゆきに向けられたものではなかったが、無意識に後ろへ下がってしまうほどの威圧感を覚える。

（な、何……だ、誰？）

　ただならぬ雰囲気を感じた。

　空間の中から出てきたのは一人の少年。真雪には見覚えがない。

　ヨヨやアベルドも眉をひそめて警戒態勢を整えていて、知り合いではなさそうだ。

　少年の意識が誰に向いているのか、それは次の一言で明らかになる。

「……オレと一緒に来てもらうぞ、ヨヨ・八や継つぎ・クロウテイル」

　どうやらこの不気味なオーラを醸し出す少年の目的はヨヨのようだ。

　彼女もまた何な故ぜ自分なのか分からないといった感じで首を傾かしげていたが、

「……青紫の髪……白銀の瞳？　……それにそのいでたち、あなたまさか……！」

「どうやらオレのことはソージ・アルカーサに聞いているようだな」

　ヨヨには心当たりがあるようで、皆が彼女に説明を求めるような顔を向ける。

「確か……アヴァル・ゼット……ね」

「その通りだ」

「前回、学園を襲撃して失敗に終わったにも拘かかわらず、また性懲りもなく行動を起こしたというわけね」

「勘違いするな。前回はジェドがただ暴走しただけだ。それに今回は襲撃自体が目的。故に目的自体はすでに完遂していると言ってもいい」

「だったら何な故ぜ私に用があるのかしら？」

「ソージ・アルカーサに聞いていないのか？　オレはお前たちを勧誘したはずだぜ？」

「か、勧誘だとっ!?　貴様、情報から推察するにジェド教諭の仲間だった人間だな！」

　アベルドがビー玉を弾はじくスタイルを取って身構える。それを涼やかにアヴァルが見つつ、

「あんな阿あ呆ほの仲間だったのは認めたくないが……それがどうかしたか？」

「なら人類の敵だ！　鬼を崇拝する異常者は、ここで僕が排除する！」

　ビー玉を弾くアベルドに対し、平然と立つアヴァル。そのままだと先程の鬼のように吹き飛ぶはずだが。

　アヴァルの前方の空間が歪ゆがんだと思ったら、亀裂が走りその中にビー玉は吸い込まれて消えていく。

「んなっ!?　ならこれならどうだっ！」

　連射。まるで銃を撃っているかのように勢いよく弾かれるビー玉だが、次々と空間の亀裂に吞のみ込まれて、アヴァルには届かない。

「……うるさい蝿はえだ」

「蝿だと!?」

「なかなか強力な力を持っているみたいだが、そこにいる八や継つぎと比べると哀れなくらい低レベルだな」

「っ!?　ぼ、僕が……この僕がクロウテイルより劣っている……？」

「気づきもしない愚鈍さで、オレに勝てるとでも思ったのか？」

「な……な……舐なめるなぁぁぁぁぁぁっ！」

　怒りに身体を震わせながら、アベルドの姿が消える。いや、消えたように見えるほどの移動速度でアヴァルの背後を取ったのだ。

「落ちろぉっ、賊がぁっ！」

　間近でビー玉を放つ─────が、後ろに目があるかのように、タイミング良く空間に亀裂が生まれ、その中に放ったビー玉が消える。

「……返すぞ」

　アヴァルの言葉と同時に、アベルドの右側の空間に亀裂が走ったと思ったら、そこから小さな塊が放たれ、

「ぐふぅあっ!?」

　塊はアベルドの脇腹を捉えて、その顔を激痛に歪ませる。そのままアヴァルが後ろ回し蹴りを、アベルドの無防備な顔面に放った。

　避よけることもできずに身体を回転させながら屋上のフェンスまで弾はじき飛んだアベルドは、そのままフェンスを突き破って落下してしまった。

（い、一体何が起こったのっ!?）

　少なくともアヴァルは最初の位置からほとんど動いていない。それなのに、いきなりアベルドの動きが止とまり、気づけば弾き飛ばされていたことに真ま雪ゆきは驚きを隠せなかった。

「さて、鬱うつ陶とうしい蝿はえが消えたところで、一緒に来てもらおうか」

　一歩一歩前に出てくるアヴァルに対し、真雪たちは後ろへ下がる。

　しかしその後ろから、また壁を伝って登ってきたのか、鬼たちが現れて挟まれてしまう。

「お前に逃げ場などないぞ」

　お前……どうやら相手は、真雪とセイラは眼中になしといったところである。

　見たところ、ヨヨは戦士のように見えない。この場には武器もないし、このままだと三人はやられてしまう。

「……そんなこと、させない……」

　呟つぶやきが聞こえたのか、足を止めたアヴァルが「む？」と真雪を見た。

「この学園をあなたが襲ってるっていうんなら、それを止めなきゃならないから！」

　鬼を討伐するために召喚されたのだ。ここで倒されるわけにはいかない。

　アヴァルが目を細めてジッと見つめてくる。

「……どうやらなかなかの魔力の持ち主のようだが、それをきっちり扱えるのか？」

「わ、私には知識があるんだからぁっ！」

　刹那、真雪の身体から溢あふれた魔力を見て、アヴァルが「ほう」と口にする。

　真雪は両手を地につけると、

「────《樹じゆ厳ごん》っ！」

　突然地面を割って、身体が木で構成された、見た目が動物のジュゴンを模かたどった物体が出現し、アヴァルへ突撃を図った。

「……！　……ほう」

　今まで余裕を見せていたアヴァルの顔が感心に染まる。木製のジュゴンは人間の三倍ほどはある大きさなので、そのまま突進を受けたら一溜りもない。

「面白い。これならどうする？」

　楽しげに笑みを浮かべたアヴァルは、大きくジャンプしジュゴンの攻撃を避けるが、跳ねているジュゴンの身体から鋭い枝が伸び出てきて、上空のアヴァルに攻撃を繰り出す。

「いっけぇぇぇっ！」

　しかしアヴァルの足元の空間が歪ゆがみ、そこへ落下したアヴァルの姿は消失してしまう。

「えっ!?」

「───まだまだ魔法に遊ばれているといった感じだな、女」

　すぐ後ろから声が聞こえ振り向くが、ガシッと首を摑つかまれそのまま持ち上げられてしまう。

「あっ……ぐぅ……っ」

　徐々に首を絞める力が強くなり、意識が朦もう朧ろうとしてくる。

（も、物凄すごい……力……！）

　しかしそれでも手加減されているという感覚がある。その気になれば、自分の首など簡単にへし折られるかもしれない。

「───真ま雪ゆきさんを放してくださいぃぃぃっ！」

　すぐ傍そばにいたセイラの叫び。彼女の前方に魔法陣が浮かび上がり、

「来てくださいですっ、ジコクさんっ！」

　眩まばゆい輝きを放つ魔法陣の中から、黒装束を纏まとい、背中に刀を携えた身長が一メートルほどの小さな人物が姿を現した。頭巾で覆おおわれており、目だけを露出させた忍者のようなスタイルだ。

　その人物は地に足をつけた瞬間にその場から風のごとき速度でアヴァルの背後へと迫り、刀で斬りかかった。──しかし刀は空を斬る。

　ただアヴァルの姿は消え、真雪も無事解放され、

「ごほっ、ごほっ、ごほっ……あ、ありがと……セイラ」

　親友のお蔭かげで命拾いしたようだ。

「大丈夫ですか、真雪さん！」

「う、うん……」

「よ、良かったですぅ。ジコクさんもありがとうございます」

　セイラの視線が先程アヴァルに攻撃を仕掛けた人物へと向けられる。

「礼には及ばニャいでござるよ。せっちゃ……せっちゃ…………せっちゃは主あるじの命に従うだけ……ニャぅ……」

　拙者と言いたかったのか、結局言えないで落ち込んでしまっている。

　ジコクというのは、セイラの魔法──〝天王の御使いテイム・ウラヌス〟によって呼び出された、セイラの守しゆ護ご獣じゆう人じんの一人である。主を守る存在だ。

　だが安心したのも束つかの間ま──。

「主っ、後ろでござるっ！」

　セイラはジコクの言葉にハッとなるが、すでに遅く、

「……お前は厄介だ、寝ていろ」

「うっ」

「セイラッ!?」

　首筋に手刀を打たれ、セイラは意識を飛ばされ倒れてしまい、

「むむむぅ……無念ニャ……ッ」

　そう言い残し、ジコクはその存在を消した。







　ジコクが消えた瞬間を目にしたアヴァルが僅わずかに顎を引き口を開く。

「ふむ。やはり召喚者が意識を失えば消える、か」

　このままではセイラが殺されると思った真ま雪ゆきは、無謀にも突進するが、あっさりとかわされてしまう。

「安心しろ、殺しはしない。お前たちの命などに興味はないからな」

　明らかな格上。それはもう十分に痛感している。

（私の魔法──〝覇王の木霊ダイナスト・ジユピター〟でも、傷一つつけられないなんて……！）

　それが、真雪が受け継いだ《英えい霊れい器き》としての力。

　しかしそれも当然の結果なのかもしれない。確かに、かつて鬼たちと戦い世界を救った英えい傑けつたちの強力な力を受け継いだといっても、ただ知識があるだけで使いこなせてはいないのだから。

　それと比べて、明らかに戦闘慣れをし、自分の力を十全に扱っているアヴァルが相手ではどちらに軍配が上がるかなど火を見るよりも明らかである。

（それでも……！）

　彼が人間を傷つけるというのなら、見過ごすことなんてできない。

「……やれやれ、これだけの実力差を感じてもまだ諦めないか」

「あなたも人間でしょ！　何でこんなことを！」

「それをお前たちに話したところで理解はできまい。そこにいる八や継つぎならば、理解できると思うがな」

「え？」

　戦闘に参加せずに見守っていたヨヨに視線を向けるアヴァル。

「人間がどれだけ悍おぞましい生き物か、八継なら知っているはずだからな。というより、お前もこの学園にいるのならば、その一端に触れているはずだが」

　相変わらずヨヨは黙っている。

「つまらない話は終わりだ。面倒な奴やつが来る前に、お前だけでも片づけておこうか」

「止やめなさい！」

　そう叫んだのはヨヨだ。

「……何を止めろと？」

「あなたの望みは私の身柄だけでしょう？」

「……ああ」

「見たところ、そこの子も命には別条はないようだし、本当に殺すつもりはなさそうね」

「そう言ったはずだ」

「なら抵抗などしないから、その子たちをそれ以上傷つけないで」

　何な故ぜそこまでヨヨが自分を庇かばってくれるのか分からず真雪は言葉を失った。

　アヴァルも訝いぶかしむようにヨヨを睨にらんでいるが……。

「……まあいい。労せず手に入るならそれでいい」

　アヴァルが周りにいる鬼たちに指示を出すと、鬼たちがヨヨを捕ほ縛ばくしようと近づいていく。

　このままでいいのだろうか。アヴァルの言ったことが本当なら、これで自分とセイラは助かるだろう。

　しかし……。

（……そんなこと、想そうくんなら絶対しないよね！）

　彼が友達を見捨てるわけがない。もし本当にソージが想そう二じならば、仕えているお嬢様を決して放置するわけがないのだ。

　もしここで自分がヨヨを見捨てれば、きっとソージが悲しむ。ならば真ま雪ゆきの選択は一つしかなかった。

「────《樹じゆ縛ばく》っ！」

　ジュゴンを生み出した時と同じように、地に手をつけると、鬼たちの足元から蔦つたが伸び出て彼らの身体を絡め取り動きを奪った。

　そしてすぐにヨヨのもとへ駆けつける。

　ヨヨが愕がく然ぜんとした表情を浮かべて、

「あ、あなた！」

「いいの！　何も言わないで！」

「で、でも！」












「ここであなたを見捨てたら、きっと想そうくんに怒られちゃうから！」

「……！　……あなたはバカね」

「へへへ、よく想くんにも言われてたよぉ」

「……ふふ、だけどあの子に似ていて、少し羨ましいわ」

　そんな和やかささえ漂うムードを壊すかのように、アヴァルの身体から殺気が迸ほとばしる。

「「っ!?」」

「……後悔するなよ、女？」

「こ、後悔なんかしないもんっ！」

　正直言えば怖い。今も逃げ出したいという気持ちだってある。足だって震えているし。

「私は私の思う通りに突き進むだけだからっ！」

「──────なら」

　アヴァルが右手を前方へかざす。するとその右手の先に、どす黒いオーラが集束し球体を成していく。

「力ずくで排除するだけだ」

　彼の右手から放たれた黒い球体が、空間を斬り裂くような勢いで真ま雪ゆきのもとへ向かってくる。

　一見してとてつもない威力が込められたものだということは分かった。あれを受けたらダメだ。

　一刻も早くここから逃げて避よけなければ、確実に死んでしまう──そう感じさせた。

　しかし身体が震えて動けない。歯がガチガチと鳴り、足が鉛になったように重い。

「──危ないっ！」

　そこへヨヨが真雪の身体を左側から抱えて跳んだ。

　黒い球体は彼女たちの近くをギリギリと通過し、その後ろに設置されている噴水に衝突。

　同時に噴水自体が爆弾であるかのような爆発が起き、爆風によって鬼たちと一緒に真雪たちも吹き飛んでしまう。

　転倒したショックで、ヨヨは意識が飛び、真雪は頭を打つが、まだ意識は残っている。

　数メートルほど転がった後、傍そばに倒れているヨヨの姿を視界に収める真雪。

　ヨヨへアヴァルがゆっくりと近づいて来る。

　だがアヴァルは足を止とめ、大きく溜め息を吐き出す。何な故ぜなら……。

「っ……させ……ない……から」

　真雪がヨヨの前に立って、アヴァルに立ちはだかっていたから。

「……何故お前はそこまでその女を守る？　友人か何かか？」

「ちが……う」

「なら家族か？」

　フルフルと首を左右に振る。

「理解しがたいな。なら何故そこまで必死になる？」

「……わ、私の大切な人の……大切な人だと……思うから」

「……理解ができない」

　その言葉にアヴァルは苛いら立だったように眉をひそめる。真ま雪ゆきの目をジッと見つめ、

「……そういう目をした奴やつは、何を言ったところで聞かないことを知っている。オレは忠告したぞ」

　アヴァルが腰からダガーを抜く。

　そしてそのまま風のような動きで真雪の懐に入り、ダガーの柄の方で真雪の腹に一撃を与えた。

「がっふっ……！」

　一瞬で肺にある空気を全部吐き出させられたような感じだった。痛みと苦しさで蹲うずくまってしまう。

「しょせん力がなければそうなる。大人しくそこで蹲っていろ」

　真雪の脇を通り過ぎようとするアヴァルだが、ピタリと動きが止とまる。

「…………足を放せ」

「……い……やだ……もんっ」

「お前には何もできない。圧倒的な力の前に、ただ屈することしかできない弱者だ」

　真雪はそれでも彼の足を必死で摑つかんで首を左右に振る。

「弱者はただ搾さく取しゆされるだけだ」

「そん……なことっ、ない……っ」

「今の状況がそうだと何な故ぜ気づかない」

　それでも真雪は力強く頭を左右に振って否定を示す。

　諦めない真雪の態度に苛立った様子で、微かすかにギリッと歯を嚙み鳴らしたアヴァルが言う。

「……最後だ。放せ」

「…………やだっ！」

　するとアヴァルが舌打ちと同時に大きく足を蹴るように動かす。その力は強くて、摑んでいた手を呆あつ気けなく剝がされてしまう。

　このままではヨヨが捕らえられると思い、身体の痛みを振り払いながら必死に立つ。

　しかし彼の矛先はヨヨではなく、真雪へと向き近づいてくる。その身体から明らかな殺意を感じさせながら。その殺気を浴びて、思わず息が詰まり身体が硬直してしまった。

「最後と言ったはずだ。後悔……させてやろう」

　一歩……また一歩、アヴァルが近づいてくる。その手に持つダガーがキラリと光った。

（……ごめん……ね、想そうくん。……あなたの大切な人を守ってあげたかった……けど）

　もう身体が動かない……。

「死ね、女」

　ダガーが迫る。これで終わり────そう思った直後、




　────────燃え散らせ、赤セキ炎エンっ！




　上空から真っ赤な炎が津波のようにアヴァル目掛けて降り注いできた。

　アヴァルはギョッとしつつも一旦攻撃を中止し、その場から大きく後方へと距離を取る。

　そして真ま雪ゆきの目の前に、スタッとその人物は降り立つ。

　その後ろ姿を見て、真雪の記憶に刻まれている朝あさ倉くら想そう二じの後ろ姿がフラッシュバックする。




「────間一髪といったところでしたね」




　それは、会いたくて会いたくて……やっと会えた男の子ヒーローの後ろ姿だった。






第四章　ソージＶＳアヴァル









「──大丈夫ですか？」

　背中を向けながら、ヨヨを庇かばうようにして立っていた真雪に尋ねる。

　彼女の身体はボロボロで、制服は破れ出血もして汚れていた。立っているのがやっとといったところだろうか。

「大丈夫ですか、真雪……さん？」

　嚙み締めるように再度尋ねるが、返ってきた答えは予想だにしないものだった。

「……想そう……くん……なの？」

　もし現在のような状況でなかったら、感極まって抱きついて謝罪の一言でも述べていたかもしれない。

　その言葉だけで、彼女が真雪──天あま川かわ真雪だということが理解できた。

　だからこそ、死んでしまってゴメンという一言を言いたかったのだ。

「や、やっぱり真雪……なのか」

　しかし結果的に抱きつくという形にはなった。ソージからではなかったが。

　後ろから真雪に抱きしめられ、懐かしささえ覚える真雪の温かさが伝わってくる。

「想くん想くん……想くん……想くんっ」

　その光景に、さすがのアヴァルも啞あ然ぜんとしたまま固まっている。

　何だかそんな状況ではないのに、大切な幼おさな馴な染じみとこうしてまた会うことができたということを嬉しいと思う自分がいた。しかし加えて気恥ずかしさが込み上げてきており、感動の再会は後にする。

「え、えっと……とりあえず話は後にしないか？」

「ごめん……でも本当に想そうくんなんだよね！」

「そうだよ。お嬢様から聞いたのか？」

「うん。ヨヨさんは……やっぱり正しかったんだね」

　ここにヨヨと真ま雪ゆきがいたということは驚きだったが、何となく謎が解けた。

　多分ヨヨが一人で真雪とコンタクトを取ったのだろう。そうして屋上へ行き、話をしていた。話というのは、一昨日ソージがヨヨに話したことを伝えるためだろう。

（でもまさか真雪まで死ぬとはな……。しかも転生先がオレと一緒か。どんな偶然だよ）

　だがそのお蔭かげで、また真雪に会えたという事実に感謝した。

「お嬢様は……無事のようだな」

　チラリと仰向けに倒れているヨヨを見て、胸が上下していることから無事なのを確認する。

「うん。ヨヨさんは私を守ってくれたの」

「そっか。ならお嬢様と一緒に少し離れててくれ。しんどいかもしれないけど、できるか？」

「任せて、想くん！」

　もう立つことすら限界であるように見えたが、真雪はソージに元気が出るような笑顔を向けると、ヨヨを抱えて離れてくれる。

　ホッとして、アヴァルを睨にらみつけた。

「すみませんね、お待たせしてしまって。てっきり不意をついてくると思っていましたが」

「……よく言う。隙など見せていなかっただろうが」

　そう、ソージの意識はずっとアヴァルに向けられていたのだ。いつ攻め込まれてもいいように。

「もう少し時間稼ぎができると思っていたが。思った以上に《下げ鬼おに》どもは役立たずだったようだな」

　そうは言うが、あの数を倒すのはさすがに骨を折った。別に傷を負ったというわけではないが、時間がかかり過ぎてしまったようだ。そのせいでヨヨが傷つき、下手をしたら手遅れだった。本当に間に合って良かったと思いホッとする。

「……戦う前に一言いいですか？」

「何だ？」

「女性をあれだけ傷つけるとは、男としてどうでしょうかね？」

「邪魔する者は性別など関係ない」

「清すが々すがしいほどの回答ありがとうございます。やはり……あなたにはイライラしますね」

　ピクリとアヴァルの眉が跳ね、険しい表情を浮かべる。

「学園を襲い皆を傷つけ、あまつさえ私の敬愛するお嬢様と、大切な初代幼おさな馴な染じみを傷つけるとは─────ぶち消しますよ？」

　刹那、その場からソージの姿が消え、アヴァルへと肉薄する。両手には橙トウ炎エンで創り上げたダガーが握られてあった。

「速いっ!?」

　ソージは身体を回転させてダガー攻撃を繰り出す。

「くっ、これはっ!?」

　そう、それは先程ソージがアヴァルに受けた攻撃そのものだった。

　自分と同じ技を繰り出されるとは思っていなかったのか、明らかに動揺し防御一いつ辺ぺん倒とうになってしまっているアヴァル。しかしさすが、彼も二本のダガーで確実に捌さばいている。

　ソージはさらに回転速度を上げていくが、やはり刃は届かない。

　しかし──ダガーの形が変化し、突然鞭むちのように伸び、回転の勢いでアヴァルの身体に巻き付き、彼の身動きを封じる。

「しま──っ!?」

　動きを止とめたアヴァルに全力で蹴りを繰り出すと、そのままアヴァルは屋上のフェンスを突き破って落下していく。

「す、すっごぉい……！」

　それを見ていた真ま雪ゆきが、ポカンと口を開けて感動の言葉を漏らしていた。

「……当然よ。だってソージだもの」

「あ、ヨヨさん！」

　気絶していたヨヨが目を覚ました。

　真雪によって運ばれたセイラも傍そばで寝ている。

「ありがとう、ヨヨさん。助けてくれて」

「それは言いっこなしよ。お互いに無事だったのだから良しとしましょう」

　そう言うと、真雪は「はい」と言って、ともにジッとソージを見つめた。

「でも想そうくんてば、あんなに強かったなんて驚きです」

「……！　どうやら幼馴染としての再会は果たせたようね」

「はい。ヨヨさんのお蔭かげです」

　真雪がソージを想そう二じと確信していることから、ヨヨはすでに互いに幼馴染だったということを理解したようだ。

　ソージは、ヨヨの目覚めを確認して近づく。

「お嬢様！」

「間に合ってくれたようね、さすがはソージよ」

「もったいないお言葉です。ですがギリギリでした。真雪が最後までお嬢様を守ってくれていなかったら今頃は…………って、何な故ぜそんなにムッとしているのでしょうか？」

　何故かヨヨが不機嫌そうに上目遣いで睨にらみつけてきているのだ。

「…………真ま雪ゆき……ね」

「は？　えっと……真雪ですが。え？　もしかして真雪じゃない？」

「真雪だよ、想そうくん！」

「だ、だよな！」

　だったら何故ヨヨが真雪と繰り返したのか理由が分からない。

「あ、あのお嬢様……？」

「別に何でもないわよ。ずいぶんと親しげに呼ぶものねと感心しただけ」

「へ？　ま、まあ……幼おさな馴な染じみでしたから」

「もう想くん！　過去形じゃないよ！　今も幼馴染なんだから！」

「わ、悪い悪い！　そんなに怒るなって！」

「……しかも口調もそうなのね……」

「はい？　何か仰おつしやいましたか、お嬢様？」

　ブツブツとヨヨが何か呟つぶやいたが、聞き取れなかった。

「……はぁ。何でもないわよ、バカ」

「バ……」

　何故そんなことを言われたのか分からない。助けを求めて真雪に視線を向けるが……。

　ビリッとした緊張感が走り、ソージは先程吹き飛ばしたはずのアヴァルの行き先を見つめる。

　ソージの真剣な表情に、真雪が「想くん？」と不思議がってきたが、それに応えている暇などなかった。

　視線の先にある空間に亀裂が走ると、そこからは思った通り、アヴァルが姿を見せる。

「あれで倒せるとは思っていませんでしたが、まったく効いていないのは少々ショックですね」

「こちらも軟やわではないのでな」

　不敵な笑みを浮かべるアヴァルが、サッと右手を前方へ突き出してきた。

「っ!?　想くん、ここから逃げなきゃ！」

「え？」

　慌てて真雪が忠告してくるが、

「──もう遅い」

　アヴァルの右手から放たれた黒い球体。それが、ソージたちがいる場所へ衝突してしまう。

　巨大な爆煙を上げ、アヴァルがニヤリと口角を上げるが、その煙の中から雲のような形をした橙だいだい色の炎に乗ったソージたちが現れて離れていく。炎の上にはヨヨたちも乗っている。

「ちっ、厄介な能力だ」

　アヴァルはボロボロになった黒ローブを脱ぎ去り、ソージたちの後を追った。





　　　　　※






「はあ、はあ、はあ……ったく、次々と面倒だなおい」

　肩を激しく上下させているアスロンの周囲には、多くの鬼たちが倒れている。倒しても倒してもどこからか現れる敵にうんざりしていた。

「けど何とかフェム嬢を逃がせたみてえだし、任務は完了かね……おっと！」

　背後から跳びかかってきた鬼を避よける。

「くそっ、一旦外に出るか！」

　足元の鬼たちが邪魔で戦い辛づらくなってきたので、校舎の外へ向かうと、校舎のすぐ傍そばに植えてある木の近くに誰かが倒れているのを発見する。

　その人物を見てアスロンは驚きよう愕がくし、叫ぶ。

「ク、クソ兄貴っ!?」

　そう、そこで意識を失っていたのは、アスロンの兄のアベルドだった。

　額から血を流しており、まさか鬼に殺されたのかと思い顔が青ざめる。

　すぐに近寄って安否を確認しなければ。

「おい兄貴っ！　兄貴っ！　しっかりしろっ、兄貴っ！」

　目は覚まさないが、脈もあり絶命しているわけではなさそうでホッと息を吐いた。

「ったく……驚かせんなよな」

　と思ったが、

（けど兄貴が倒されてるなんて……）

　さらに周りに枝や葉っぱが不自然なほど落ちている。

　アスロンは自然と上を見上げ、

（まさか屋上から落ちてきたんじゃねえだろうな）

　その可能性を見出した。だとすればこの傍にある木がクッションになったのかもしれない。その際に折れた枝や葉が散らばっていると仮定すれば、この状況にも納得だ。

「ったく、木に感謝しろよな」

　だができればすぐにでも治療すべきだと判断する。もしかしたら打ちどころが悪いかもしれないし、とにかく運ぼうとしたところ、

「ギギギギィ……」

「やっぱ、そう簡単にいかねえか」

　追いかけてきた鬼たちに囲まれてしまう。

　アスロンは剣を構えてアベルドを庇かばうように立つ。

（そういや、昔はこうやってひ弱な兄貴を守ってたっけ）

　幼い頃は身体の弱かったアベルドを、いつもアスロンが先頭に立って守っていたことを思い出す。

　アスロンの右肩には大きな古傷があるが、それは彼を庇かばって傷ついたものだ。その時は出血多量で死にかけたが。

　それでも自分の力で家族を守れたということが嬉しかった。

　いつからか魔法の力を手に入れたアベルドによって、その立場は逆になってしまったが。

「へへへ、悪いな。こんな兄貴でも、殺させてやるわけにはいかねえんだわ」

　跳びかかってくる鬼を剣で一刀両断する。

　しかしゾロゾロと、ここへ集まって来るので辟へき易えきした。

（ずいぶんと体力も消耗しちまった。今すぐ逃げてえ気分だけど…………家族を見捨てちゃ、アスロン・ティーチャーの名が泣くしよぉ！）

　アスロンの身体から黄色いオーラが溢あふれ出る。そのオーラが剣を覆おおう。

「──《這いずる刃コリユンバーン・クスイフオス》っ！」

　天から地へと振り下ろすと同時に剣から凄すさまじい斬撃が放たれる。それが地面を伝い固まっている鬼たちに向かって、身体を切断した。

「これが俺の〝闘気戦武アヴラ・ホプリスマ〟だっ！　死にてえ奴やつはかかってきやがれぇっ！」

　アスロンの気迫に後ずさりする鬼たちだが、今度は一斉に襲いかかり始めた。

「うおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」





　　　　　※






　アヴァルの攻撃から間一髪、ヨヨたちと一緒に逃げ出すことに成功したソージは、橙トウ炎エンから見下ろし学園内を観察していた。

（どうやら鬼たちはある程度討伐されたようだな）

　恐らくは戦える生徒たちや、ナナハスたちが鬼を倒しているのだと推察できた。

「そ、想そうくん！　こ、これお空飛んでるけど……！」

　雲のように広げた橙炎の上から、信じられないといった面持ちで下を見ている真ま雪ゆき。

「も、もしかしてこれも想くんが？」

「そうだよ。相手が相手だし、屋上で戦ったら校舎が全壊するかもしれないからさ」

「どこに向かうつもりなの、ソージ？」

　ヨヨは橙炎に乗った経験もあるので驚いた様子はない。

「学園の外れ──以前お嬢様とともに調査に向かった倉庫群へ」

「なるほど。確かにあそこならば人もいないだろうし存分に戦えるというわけね」

　あのまま屋上で戦うこともできたが、ソージとアヴァルが互いに全力で戦えば、屋上だけでなく校舎全体が崩壊してしまう恐れがあった。

　だから暴れても比較的迷惑のかからない場所へ移動を開始したのだ。

「でもさすがね、ソージ。あの一瞬で私たちを敵の攻撃から守りつつ、脱出まで図るなんて」

「いえ、準備はしていましたから」

　実はアヴァルがあそこで攻撃をしようがしまいが、あの場から離れようとは考えていたのだ。

　だからすでに魔力を練って魔法の準備ができていたので、アヴァルの攻撃が当たる直前に橙トウ炎エンの壁を創って防ぎ、その際に生まれた爆煙を目くらましにして、脱出を図れたのである。

「で、でも想そうくんってば何でそんなに強いの？　もしかして想くんも《英えい霊れい器き》とか？」

「は？　何でいきなりそんなことを？　ていうか何で真ま雪ゆきが《英霊器》なんて言葉を？　いや《英霊器》？　召喚？　……ま、まさかお嬢様？」

「ええそうよ。彼女は……いいえ、彼女たちは《英霊器召喚》でこの世界にやってきた、正真正銘──あなたが前世でお世話になった世界の住人よ」

「……はい？　えっと…………はい？」

　正直あまりに予想外な回答を受け入れられずに混乱してしまう。

《英霊器召喚》というものについては知識として学んでいる。かつて世界を救った〝十じゆつ傑けつ〟の中の数人は、異世界から召喚した者たちで、その異世界人の魂を受け継ぐことができるのもまた異世界人だという話も聞いたことがある。

　しかし実際に召喚されたという話は聞いたことがない。一種の眉唾的なものだとも考えていたのだ。

「驚くのも無理はないわね。けれど生まれ変わって姿が変わったあなたと違って、彼女は変わりがないのでしょう？」

「は、はい。真雪は……真雪のままです。ま、まあ少し成長しているみたいですが」

「あ、当たり前だよぉ！　想くんが死んで一年くらい経たってるんだから！」

　どうやらこっちの世界での十六年は、向こうでの一年らしい。

　それにしても妙な巡り合わせには違いない。

「この子がそのままの姿なのは、本人だから。生まれ変わりではなく、召喚されてきたからよ」

「な、なるほど。だから私みたいに姿は変わっていないということですね」

　生まれ変わっていないのだから当然と言えば当然である。

「しかし……真雪が《英霊器》……ですか。ああ、そちらの方もでしたっけ」

　いまだ寝ているセイラに視線を向ける。

「あ、そうだ！　セイラのことも説明しなきゃ！　あのね、想くん！　この子は──」

　真雪がセイラについて説明しようとした時、ソージがハッとして橙炎を急速に左旋回したことで、

「きゃっ!?　ちょっ、どうしたの想くんっ！」

　必死に落下しないように橙トウ炎エンに摑つかまる真ま雪ゆき。

「すみません、どうやら追いつかれた模様で」

　かなりの速度で移動しているソージたちだが、その後ろにアヴァルの姿が見えた。右手をかざし、黒い球体を放ってくる。先程はこの攻撃を察知して、ソージが急速回避したのだ。

「どうするの、ソージ？」

「……見えました。しっかり摑まっていてください！」

　視線の先に、目的地である倉庫群が見えた。急いでそこへ向かう。

　そして無事に辿り着くと、

「お嬢様たちは、離れていてください」

「で、でも想そうくん、一人じゃ！」

　心配する真雪の肩にそっと手を置くヨヨ。

「大丈夫よ。ソージは強いもの」

「ヨヨさん……でも」

　不安そうな前世での幼おさな馴な染じみに対し、ソージはニッコリと微笑ほほえむ。

「安心しろって。そういやさっきの質問に答えてなかったな」

「え？」

「オレが何で強いか。それはな──大切なものを守るために必死に鍛えたからだ」

「想……くん」

「だから信じろ。オレは負けないよ」

　二人のやり取りを黙って見つめているヨヨ。その表情はどこか寂しさを感じさせるが、すぐにキリッとした顔を見せ、

「ソージ、存分にやりなさい」

「はい。恐らく、使うことになるでしょうが、お嬢様もお気をつけください。真雪、お嬢様を頼む」

「……分かったよ、想くん」

《英えい霊れい器き》として選ばれたなら、真雪はヨヨよりは戦闘力があるだろう。しかしまともに戦える余力はなさそうだ。それでも戦いの影響からヨヨを守ることくらいは託せると判断した。

　ヨヨたちはソージから距離を取っていき、その間にアヴァルが目の前に現れる。

「──もう鬼ごっこは終わりか？」

「ええ、残念ながら遊び続けて喜ぶほど子供ではないので」

「どうやら本気、のようだな。……面白い」

　ほぼ同時に睨にらみ合う両者の身体から魔力が溢あふれ出す。

「ほう、通常時での魔力量、質ともにほぼほぼ同格ってところか」

「そのようですね」

　これは久々に全力投球になりそうだとソージは覚悟を決める。

「前ぜん哨しよう戦せんはもう楽しんだ。ここからは、互いに持てる力をぶつけ合うか」

　アヴァルが手をブラブラと動かし首まで回し始め、まるで準備体操のように振る舞う。

「以前言ったな。お前とは一度本気で戦やり合ってみたいと。だから──」

　空気がビリビリと震え出す。大地が軋きしみ、明らかにアヴァルの放つ魔力の質が変化していく。

「────こちらも本気を見せてやろう」

　アヴァルの青紫色だった髪が、根元から徐々に白髪へと変化していく。

（！　……やはり）

　ソージはこれから起こる現象を予想し息を吞のむ。

　白銀だった瞳が、紅あかく染まり、蛇のような縦たて目めをギロリと見せつけてくる。元々鋭く獰どう猛もうだった彼の双そう眸ぼうは、恐怖を感じさせる威圧感を備えていた。

「え、え？　な、何あの人？」

「大人しく見ていなさい。あれがあなたたちがこれから戦っていかないといけない敵の姿よ」

　真ま雪ゆきはアヴァルの変わり様に驚いて困惑気味だったが、さらに驚く光景を見ることになってしまう。

「……やはり鬼おに化かすることができましたか」

「フッ、言ったはずだ。今度会う時は本当の鬼化を見せてやると。さあ、お前もさっさと本気を見せろ。まさかそのままでオレと戦れるとは思っていないだろ？」

「そこまで自分の力を過信してはいませんよ。鬼化に対抗できるのは鬼化だけですから」

　瞬間、ソージが醸し出す雰囲気までもが変へん貌ぼうしたことで、それを見ていた真雪の喉がゴクリと鳴る。

「あれは鬼化っていう現象よ。その名の通り、鬼のように変化すること」

　ヨヨの説明を、真雪は真剣な眼まな差ざしで聞いている。

「《魔ま核かく》の暴走によって『鬼おに堕おち』したものの、何らかの方法で元の姿に戻ることができて、かつ鬼の力を自由に引き出すことができるようになるのを鬼化っていうの」

「そ、そんな力が……！」

　この力を使えば、圧倒的な膂りよ力りよくを得ることもでき、自らの技の威力も遥かに向上する。だが鬼の本能は常に理性を食い破ろうとし、下手をすれば再び『鬼堕ち』と化して、二度と元の姿に戻れず、ただただ暴れる獣けものになってしまうというリスクがある。

　その時、「う……うぅ」と呻うめき声が聞こえ、真雪はその声の主であるセイラに顔を向けた。

「セイラ！　大丈夫？」

「……へ？　あ……真雪さん、おはようごじゃいましゅぅ」

「おはようじゃないよ！　どこか痛いとこはない？」

「ふぇ？　……あっ」

　寝ね惚ぼけていたようだが、ようやく意識がハッキリしたのか、セイラはハッとなって周りをキョロキョロと見回す。

「あ、あれ？　ここは？」

「ここは学園の外れの倉庫群よ」

「え……あ、あの……」

　ヨヨを視界に捉えたセイラだが、

「目を覚ましたなら早く立ち上がりなさい」

　と言われて、「……はい」と返事をしてセイラが立ち上がる。

「あ、あの真ま雪ゆきさん、今どういった状況なんでしょうか？」

「えっとね……いろいろ説明してあげたいんだけど……今はその、ああいうことになっていて」

　そうして真雪が指を差した方向に顔を向けるセイラ。

「……！　あ、あれってソージさんですよね！」

「う、うん」

「で、でももう一人の方は誰ですか？　も、物凄すごく怖いですぅ……っ」

「アヴァルって人よ」

「え？　でも全然姿が……」

「その理由は今に分かるわよ。黙って見ていなさい」

　ヨヨに言われてセイラが押し黙った時、ソージの赤い髪もまた、アヴァルのように白髪へと変化していく。

「「ええっ!?」」

　当然ソージが鬼おに化かすることができると知らない真雪は、セイラと一緒に驚きよう愕がくの声を上げた。

「ちょっ、想そうくんも鬼化できるのっ!?」

「そうよ。彼もまた過去に『鬼おに堕おち』した経験があるの」

「そ、そんな……」

「けれど大丈夫よ。ソージはソージだもの」

　アヴァルのように、風ふう貌ぼうが激変したソージを見て、真雪は不安な表情を見せている。

「あ、あのオニカというのは？」

　そう尋ねるセイラに、真雪がヨヨから受けた説明を繰り返した。

　その間にも、ソージとアヴァルは今にも激突しそうである。

「……久々に血沸き肉躍るか」

「これだから戦闘狂は始末に負えないのですがね」

　互いに睨にらみ合っていると、一陣の風が吹き、運ばれてきた木の葉が両者の間でヒラリヒラリと舞い、そっと地面に触れる。

「「はあっ！」」

　直後──両者ともに一気に間を詰めて、拳同士が木の葉が落ちた場所で衝突した。

　その際に生まれた衝撃波が周囲に広がり、大地に亀裂が走る。

　次に二人が一斉にその場から後方へと跳び、これまた同時に空へと跳び上がる。

「っらあぁぁぁっ！」

「ったあぁぁぁっ！」

　空の上で拳と蹴りを放ち、それが互いにぶつかり合う度に空気が震え、激しい衝突音が響く。

　まるで大きな太鼓を叩いているかのような音が何度も何度も周囲を震わせた。







「す、凄すごい……！」

「で、です……！」

　真ま雪ゆきとセイラは、ソージたちの戦いを見て啞あ然ぜんとしてしまっている。

「でもまだまだ二人とも全力ではないわね」

「ええっ!?　あれで全力じゃないの!?」

「えぅぅぅっ、とんでもないですぅ!?」

「……あのね、あなたたちは《英えい霊れい器き》なのだから、あれくらいで怯えていたらダメなのではなくて？」












　ヨヨの正論に対し、真ま雪ゆきたちは肩を落として小さくなる。

「まあ、ソージは幼い頃から死にもの狂いで鍛たん錬れんを積んできたからね。あれに追いつくのは並大抵のことではないでしょうけれど」

「想そう……くんが？」

「ふぇっ!?　あ、あの、やっぱりあの方が想そう二じさんなんですか！」

「あ、そっか。セイラにはまだ確信はなかったよね。うん、あの人が想くんだよ。というか想くんの生まれ変わり」

「ええぇぇぇぇぇっ!?」

　セイラが驚くのも無理はないだろう。彼女もまた想二に会いたかった一人なのだから。

「記憶もしっかりあるらしいから。この戦いが終わったら、いろいろ話そうよ、セイラ」

「え、えぅ……き、緊張しますぅ」

「ちょっと待って。そっちの子もソージの前世と関わりあるの？」

　と、ヨヨが眉をひそめて尋ねる。

「うん、そうだよ。実はね──」

　そうして真雪からセイラについて教えてもらったヨヨは、

「────なるほど。そういう繫がりがあったのね」

　溜め息混じりに呟つぶやくように口にした。

「これはソージ、驚くわねきっと」

　セイラの真実にヨヨが肩を竦すくめている間も、ソージとアヴァルの戦いは激しさを増していた。

　不意に肉体同士が衝突しなくなったと思ったら、地上に降り立ったアヴァルが右手をかざして、ソージに向けて黒い球体を飛ばしていた。

　ソージが見事な反射神経で回避すると、黒い球体は連なっている倉庫群を次々と貫いて、その先にある大岩に衝突し粉砕してしまった。

（あれはまともに受けると、今の身体でもヤバイな）

　鬼おに化かしたことでさっきよりも確実に威力が増している。

「フッ、よく避よける。これでも自慢の技の一つなんだがな」

「あいにく痛みを快感に変えられるほどドＭではないもので。今度はこちらから行きます！」

　今度はソージがアヴァルに向けて右手をかざす。

「喰らい尽くせ────白ハク炎エン！」

　放たれるのは雪のように真っ白い炎。

　鬼化して初めて使用できる〝創ソウ炎エン〟の能力の一つである。

　炎が蛇の顔のような形に変へん貌ぼうを遂とげ、パックリと口を大きく開くようにして、ターゲットであるアヴァルに向かって接近していく。

「……!?　この炎は確か、食べる性質を持っていたな！」

　アヴァルは黒い球体を白ハク炎エン目掛けて放つ。

「さあ、どうなる？」

　確かめるような目つき。放たれた黒い球体は、白炎に吞のみ込まれると、そのまま消失する。

　アヴァルは舌打ちを一つしてから、空間に亀裂を生み出しその中にエスケープした。

　白炎はターゲットを見失い動きを止とめてしまう。

（……どこへ行った？）

　この白炎は、アヴァルが言ったように食べるという性質を持つ。吞み込まれたものを例外なくこの世から姿を消してしまう恐ろしい効果を宿している。

（わざわざ自分の得意技を使って効果を確かめ、その上で身を隠す……か）

　アンテナを張り巡らせ、どこかで身を潜ませているアヴァルを探す。

　下っ端の鬼のように何も考えずに突っ込んできてくれたら楽だが、そう簡単にはいかないようだ。

　刹那、ソージの顎の下の空間が歪ゆがみ、そこから拳が放たれる。

「うっぶぅっ!?」

　予期せぬところからの攻撃に虚を突かれてしまい顎が跳ね上がってしまった。

（コイツ……空間を移動して……っ）

　やはり相当厄介な魔法の持ち主だ。

　恐らくアヴァルは空間を自在に移動することができる。さらにもう拳の姿が見えないということは、身体の一部分だけを空間転移させて攻撃することも可能なのだろう。

　ソージは拳が衝突する瞬間にジャンプして、勢いをある程度殺したが、それでもすべての威力を相殺できたわけではない。口から血が流れ出てきた。

　初めて手応えのある攻撃を受けたのがソージだということで、真ま雪ゆきの心配そうな声が聞こえてくる。

（あ～あ、心配してんだろうな。けど相手の力も何となく分析できたし、次は……）

　白炎を消して、その場で静かに自然体のまま立つ。

　そしてゆっくりと深呼吸をしてから瞼まぶたを閉じる。

　風の音が真雪の声を運んでくるが、ソージの意識は別のものに向かっていた。

　刹那、今度は左顔面に近い空間が僅わずかに歪み始めたその時──カッと目を見開いたソージは、空間から突き出てくる拳を紙一重でかわし、クロスカウンター気味に自分の拳を歪んだ空間へと突き入れた。

「ぶふぉっ!?」

　一つの倉庫の陰から、アヴァルが飛び出てきて地面に転がった。その頰は赤く腫れ上がっている。

　ソージは歪んだ空間から腕を引き抜き、

「そんなとこにいましたか。これでお返しできましたね」

　と頰を緩めながら言う。

　アヴァルは口元の血を拭いながら立つ。

　そのまま睨にらみつけてくる……と思ったが、その表情は楽しげに笑みを浮かべていた。

「ククク、いいな。お前はやはりいい」

「……？」

「思った通りだ。そこまで鬼おに化かを制御できているとは驚きだ。まさかオレの〝冥王の道程フリーダム・プルート〟を逆に利用するとはな」

　今、言ったのが彼の扱う魔法のことだろう。

「だが何な故ぜ、どこから攻撃されるか分かったんだ？」

「簡単ですよ。魔法ならば、必ず魔力が使われる。私はあなたの魔力に意識を向けて、突然現れた魔力に向かって拳を突き出しただけです」

「なるほど。これはいい勉強になった。今後の対策を考え直さねばな」

「今後があれば、ですがね」

　逃がすつもりなどない。彼を放置すれば、また学園が襲われる可能性が高いからだ。それに彼を捕らえれば、その背後にある黒幕を突き止とめることだってできる。

　ソージは白ハク炎エンを創り出す。

（動けないようにまずは両足を奪い、その後すぐに近づいて意識を……）

　そうして身柄を拘束しようと考えていた時、アヴァルから低い笑い声が聞こえてきた。

「クククククククク……」

　その不気味さに思わず警戒度が高まる。

「……何か面白いことでも？」

「……ああ。面白い。お前のような奴やつがオレの下につけば、オレの願いにもまた一歩近づく」

「残念ですが。私が忠誠を誓っているのはこの世にただ一人だけです」

「ああ、その主あるじごと、オレの下につけてやる」

「またそのようなことを……」

「だからお前は安心して────ここでオレに屈せばいい」

　ゾクリと全身が怖おじ気け立つ。

（……汗？）

　気づけば冷たい汗が全身から吹き出ていた。

（い、一体何で……？）

　若干顔を俯うつむかせていて目が確認できないアヴァルを見つめる。何も変わった様子は見受けられない。だが何故か、本能が彼に近づくなと警告している。

「……合格だ、ソージ・アルカーサ」

「！」

「褒美にお前に見せてやろう。鬼おに化かの────第二ステージをな！」

　アヴァルの身体から赤黒いオーラが滲にじみ出てくる。それは明らかに不吉さを含んでおり、ソージに恐怖を植え付けてきた。

　赤黒いオーラはアヴァルの頭に集束し、何かを形作っていく。

　数秒後──それは明らかに〝角〟であった。

　鬼が持つ角。本来それは白い色をしているのだが、彼の頭に生えているソレは闇に染まったかのように真っ黒。

　言ってみれば角が生えただけ。他には変わった様子はない。

　それなのに何な故ぜかソージは攻めるのを躊ちゆう躇ちよしてしまっている。

　アヴァルが俯うつむかせていた顔を上げ、その紅あかき瞳がソージの瞳を捉えた時、

「う、うおぉぉぉぉぉっ！」

　ほとんど反射的に、ソージは白ハク炎エンをアヴァルに向けて放っていた。

「ククク、無駄だ」

　普通、触れることを恐れてしまうはずの白炎だが、アヴァルは真まっ直すぐ突っ込んで、あろうことか白炎を拳で殴り飛ばしてしまった。

「んなっ!?」

　そのまま驚きよう愕がくしているソージの懐へ、一呼吸の間に接近すると、

「げふぅぅぅっ!?」

　ソージの腹に白炎を吹き飛ばした時と同じ一撃を食らわせた。

　殴られたソージは、そのまま倉庫の壁に衝突しそのまま突き抜け、さらに反対側の壁を破壊して外へと吹き飛ばされてしまう。

　尋常ではないほどの痛みが腹から脳へと伝わってくる。一撃だけで体力のほとんどを持っていかれた気がした。

「げほぁっ!?」

　口から鮮血が吐き出される。

（こ、これは……マジで……ヤバイッ）

　ただ角が生えただけで、アヴァルの力が数倍に跳ね上がっていた。

（これが……鬼化の第二ステージ……！）

　今のままでは絶対勝てない。確実にそう思わされた一撃だった。







「────想そうくんっ！」

　アヴァルによって吹き飛ばされて血を吐くソージに駆け寄っていく真ま雪ゆき。

「真雪……来るな」

「やだっ！　だって想くんが！」

　ソージは腹を押さえながら立ち上がり、視線の先からゆっくりと近づいてくるアヴァルを見つめる。

　想像以上の強さだった。今までヨヨを守るために、ヨヨを支えるために必死に鍛えて得た強さだが、それを軽く飛び越えられてしまっている。

「はあはあはあ……ふぅ～うっぷ!?」

　肺から息を吐くだけで、胃の中身も一緒に押し出されるような感じだ。

「んぐ……はぁ。こりゃしんどいなぁ」

「笑ってる場合じゃないよ！」

「あれ？　オレ、笑ってた？」

「笑ってた？　ではないわ、ソージ」

「お嬢様まで……！」

　いつの間にか真ま雪ゆきだけでなく、ヨヨまでやってきていた。さらに言えば、セイラも近くにいる。

「ソージ、単刀直入に聞くわ。今のあなた一人で、アレに勝てる？」

「…………難しいでしょうね」

「冷静な分析ね、褒めてあげるわ」

　そこは男としては、「バカ！　私はソージの方が強いと思っているわよ！」と言ってほしかった、というのはソージだけの秘密だ。

「あの方の力は驚きです。バルさん並みかもしれません」

　ソージの師──バルムンク・グリッドを思わせるほどの強さである。

「そう。ならあなた一人では無理ね」

「はは……ですが、まだ手はあります」

「ほ、本当に!?」

「ああ、真雪。この鬼の力を最大限まで解放すれば……」

「ダメよ。それだけは許可できないわ」

「……お嬢様」

「ダメ。何があってもそれだけは許さない」

　厳しい瞳がソージを貫く。

「し、しかし……そうでもしなければ……」

「私は言ったはずよ。あなたはずっと私の傍そばにいなさいと。それを違えるつもり？」

「…………いいえ」

　お嬢様を支えよう。そう決意してから、ソージは生涯彼女の傍にいようと心に決めた。

　彼女を悲しませるすべてのものから守ろうと。

　彼女を傷つけるすべてのものを排除しようと。

　それがソージの人生になったのだ。

「ならあなたがやるべきことはただ一つよ」

「一つ……？　そ、それは……」

「一人で無理なら二人、二人で無理なら三人、三人で無理なら四人よ」

「っ!?　そ、それはまさかお嬢様たちも戦う……と？」

「そうだよ、想そうくん！　想くんだけが戦って傷つくなんてヤダもん！」

「セ、セイラも……真ま雪ゆきさんと同じですぅ！」

「…………」

「強くなりなさい、ソージ。一人で、どんな相手とも戦えるように」

「お嬢様……」

「今が無理なら、明日に希望を繫げればいいのよ。だから今は、私たちがあなたの支えになるわ！」

　三人の真剣な眼まな差ざしがソージに訴えてくる。一緒に戦おう、と。

　セイラは知らないが、こういう目をしたヨヨと真雪が絶対に首を縦に振らないのは分かっていた。

「…………分かりました」

　了承すると、三人の顔が嬉しさで緩む。

「しかし、約束してください。三人とも、無茶だけはしないと」

　コクッと三人が頷うなずきを見せてくれた。

　恐らくそう言っても無茶はするのだろう。だが不思議と彼女たちの想いが、恐怖や不安を取り払ってくれた。

　これなら────戦える。






第五章　白の創世録ビブリオン









「はあはあはあ……っ」

　ソージがアヴァルと死闘を繰り広げている頃、学園の校舎の近くでも一つの死闘が行われていた。

　気絶した兄──アベルドを庇かばい、アスロンは度重なる鬼たちとの戦いによってすでに体力が限界を迎えていたのだ。

　大分討伐したのだが、それでもまだ五体は立っており、アスロンを取り囲んでいる。

（ヤ、ヤッベエ……意識が朦もう朧ろうとしてきやがった……！）

　鬼たちの猛攻により、アスロンの身体も傷ついていた。すでに左腕からは大量の血が流れ、剣を持つ右手も握る力が弱まり震えている。

　視界も徐々にぼやけ始めており、このままでは自分がどうなるか簡単に予想がついた。

　万全な状態なら、鬼の五体くらい倒せる。しかし今の状況で、アベルドを庇いつつ戦うのはもう無理としか言えなかった。

「くそぉ……っ」

　その時、背後から小さな呻うめき声が聞こえた。

「っ……あ……う」

　アベルドがようやく目を覚ました。そして彼はそこでアスロンの背中を……傷つきボロボロになった背中を見ることになる。

「……ア……アスロン……」

　アベルドは頭を振りながら起き上がるが、「んぐっ!?」と脇腹を押さえ顔を歪ゆがめる。アヴァルにやられた傷から激痛が走ったのだ。

「……へ……へへ、ようやく目を覚ましたのかよ。遅えよ……ったく」

　アスロンが剣を落とし、そのまま崩れる。

「アスロンッ！」

　アベルドが崩れるアスロンを抱きかかえる。

「おいっ、アスロンッ！」

「……兄貴ぃ……」

「何を……というか何な故ぜ、僕を……！」

　アベルドは頭が良い。現状を見て、アスロンが自分を今まで庇って戦ってきてくれたことに気づいているのだろう。

「うる……せえよ……。しょうが……ねえだろがぁ。身体が……動いちまったん……だしよぉ」

「このっ……バカ者……め」

　アベルドが悔しさと悲しさが入り混じったような表情を浮かべている。

「……こうならないために……僕は……力をつけたはず。それなのに……」

　何かアベルドがブツブツ言っているが、アスロンの耳には届いていない。

　そんなことよりも、アスロンには言うべき言葉があった。

「……早く……逃げやがれ……」

「っ!?　……ふざけるな。僕が何な故ぜお前の言うことに従わないといけない」

　アベルドはそっとアスロンを寝かせると、脇腹を押さえながら立ち上がる。

「ぐぅっ……っ!?」

　屋上から落ちた際に、全身を強く打っている彼が、満足のいく戦いなどできるはずもなく、あっさりと膝を折ってしまう。

　その時、アスロンの破れた制服の下から、右肩部分の大きな古傷が覗のぞいていることに気づき、アベルドは目を見開いた。

　そして強く歯を食いしばりながら、地面に落ちていた小石を拾い上げて立ち上がる。

「いい……か、弟の……お前はそこで……僕に守られていれば……それでいいんだ！」

　アベルドを中心にして魔力フィールドが広がる。

　アベルドの行為の脅きよう威いを悟ったのか、鬼が一体飛びかかってきたが、アベルドは小石を投げて加速させ、その鬼を弾はじき飛ばした。

「っ……はあはあはあ……さあ……来ぉい」

　──素晴らしい気迫。

　ただ彼もまた限界を迎えている。背後から近づく鬼の気配にも気づいていない様子。

「しま──っ」

「うおらぁぁぁっ！」

　そこへ鋼色の一いつ閃せんが走り、鬼の身体を遠ざけることに成功。

「アス……ロン……ッ！」

「はんっ、な……舐なめんな……よ、……クソ……兄貴ぃ。弟にだって……意地くれえあるんだよぉ！」

　背中同士を突き合わせる形になるアスロンとアベルド。

「「はあはあはあはあ……っ」」

　ともに意地の張り合いにしか見えない光景だが、確かに……確かに両者の頰が若干緩んでいるように見える。それは絶望に笑う姿か、希望を見出す笑顔か、両者にしか分からないだろう。

「……足を……引っ張るなよ」

「そっち……こそだ。……クソ兄貴ぃ」

　しかし二人の身体は小刻みに震え、背中で支え合っているのが限界だったのだろう。鬼がアベルドのように投げた小石がアスロンのこめかみにぶつかり、その衝撃で体勢が崩れ二人ともが倒れてしまった。

　そのままジリジリと鬼たちが詰め寄ってきて、一体の鬼がアベルド目掛けて飛びかかってきた。

「くそぉ……っ」

　もう立ち上がることができないようで、アベルドが覚悟したように歯を食いしばった直後──アベルドとアスロンを何かが覆おおった。

　それは大きなシャボン玉のようなもので、それに触れた鬼はボヨォォンと弾はじき飛んでしまう。

「……え？」

　当然その現象にアベルドは目を丸くしてしまう。




「───悪いけれど、後輩を苛いじめるのはそれくらいにしてちょうだい」




　透き通るような凛りんとした声がアベルドの耳じ朶だを打つ。

　声に導かれ顔を向けると、そこには輝かが理り・徳とく川がわの姿があった。

　また彼女の近くには、アベルドもよく知っている顔ぶれが立っている。

「よく耐えた！　あとは任せろ、アベルド！」

　片方の手に銃を持つナナハスが、瞬く間に三体の鬼の眉間に弾を撃って倒してしまい、

「頑張ったねー、アベちゃん。鬼さんたち、お仕置きだよー」

　自身の髪を操って刃状にしたヒナノリアが、残り二体の身体を真っ二つにして瞬殺した。

「……会頭……ヒナノリア先……輩……！」

　彼女たちの登場にホッと息を吐くアベルド。緊張感が解けたのか、そのまま再び意識を失って倒れてしまう。

「アベルドッ！」

「大丈夫よ、ナナハス。重症のようだけど、命に別状はないわ」

　輝理がパチンと指を打つと同時に、アスロンとアベルドを覆っていたシャボン玉が、まるで風船が割れたかのような音を立てて消える。

「間に合って良かったよー。カガちゃん、アベちゃんたちがここで戦ってるってことを教えてくれてありがとー」

「いいえ。私の力じゃ、鬼たちを倒すことまでできないから。あなたたちに頼るしかなかっただけよ」

「それでもだよー。それにあの瀬戸際、カガちゃんの魔法──〝泡沫夢幻バブル・フアンタジア〟があったからアベちゃんたちがギリギリセーフだったんだしー」

「そうだ。本当に感謝するぞ、輝理！　やはり《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》に入ってくれないか？」

「その話は断ったはずよ、ナナハス。それよりもその子たちを介抱するのが先でしょう？」

「おお！　確かにそうだったな！　ヒナ、手伝ってくれ！」

「あいあいさー」

　そうしてアスロンたちは無事に保護された。

　輝かが理りもまた、彼らの無事にホッと息を吐いたが、心配そうに不安を煽あおるようなどんよりと曇った空を見上げる。

「……ソージくん、ヨヨさん。あなたたちは無事なの……？」

　彼女の呟つぶやきが、冷たい風に乗って静かにどこかへと運ばれて行った。





　　　　　※






　ヨヨたちとともにアヴァルと戦う決意をして数分後──。

「はあぁぁぁっ！」

　ソージが橙トウ炎エンで創り出した剣を、アヴァルに向かって横薙なぎに振るう。

　アヴァルは軽やかに身を屈かがめて攻撃をかわすと、ソージに対し水面蹴りを放つ。

　避よけることができずに転倒させられたソージは、小さな呻うめき声を上げながらも、すぐに上半身を上げる。

　そんなソージに追い打ちをかけるように、アヴァルは上げた顔に向かって蹴りを放ってきた。

　咄とつ嗟さに両腕を顔面の前でクロスさせて防御体勢を整えるが、

「うわぁぁぁぁっ!?」

　防御した腕自体が軋きしむような威力のせいで、そのまま後方へと吹き飛ばされてしまった。

　だがそこへ前線で戦うソージをサポートする真ま雪ゆきとセイラが。

「──《樹じゆ縛ばく》っ！」

「お願いしますっ、ジコクさんっ！」

　アヴァルの足元から蔓つるが伸び出てアヴァルの身体を縛り上げた。

　また追つい随ずいするように、セイラが生み出す魔法陣から出現した、忍者装束を纏まとうジコクが刀で斬りつける。

　そうしてそれぞれが得意技を放ち、アヴァルにダメージを与えようとするが……。

「……貧弱だな。はあっ！」

　力ずくで蔓を引き千切り、向かってきたジコクを身体から放出した黒いオーラだけで吹き飛ばしてしまった。

「まだまだぁっ！」

　そこへ上空からソージが白ハク炎エンを地面に向けて放つ。白炎はアヴァルごと地面を喰い尽くし大きな穴をあける。

（やったか……？）

　だがそう思った直後、背後に気配を感じて振り向く。

「がはっ!?」

　顔を向けたと同時に背中に蹴りを放たれ、地面に真まっ直すぐ衝突してしまう。

「想そうくんっ!?」

「朝あさ倉くらさんっ!?」

　真ま雪ゆきとセイラが地面に叩きつけられたソージの安否を気遣い、舞い上がる粉ふん塵じんに向かって叫ぶ。

　しかしすぐにその粉塵の中から、今度は真っ赤な炎がアヴァルに向かって放たれる。

「無駄だぁっ！」

　黒いオーラを拳に纏まとわせ、そのまま炎に向かって突き出すと、黒いオーラが拳圧に乗って炎をあっさりと吹き飛ばしてしまった。

（くっ……やはり強い……っ）

　背中に激痛を感じながらも、ソージは右手を上空にいるアヴァルに向けてかざしていた。

　不意を突いたと思ったのに、それでも傷一つつけることができない。

　真雪やセイラたちのお蔭かげで、アヴァルの意識は拡散しているはずなのに、なかなか隙を見せないし、見せたところできっちり対応してくる。

　アヴァルが何事もなく地上へ降りてくる。

「想そうくん！」

　真雪たちが傍そばに駆け寄ってくる。

「ククク、戦える者を集めたところで、しょせんお前以外は力の扱い方すら未熟な凡夫。足手纏いにしかなるまい」

　アヴァルに痛いところを突かれ、真雪とセイラは同時に悔しそうに下唇を嚙む。

　確かに彼女たちは、自身の力を上手く使いこなせていない、とソージも思っている。内包する膨大な魔力量をコントロールする術すべをまだ身につけていないのだろう。

　魔法自体は強い力を秘めているはずなのに、それが上手く発揮できていない印象だ。

「……誰にも始まりというものはあるものです」

「む？」

「あなただって、その力を最初から使いこなせていたわけではないでしょう？」

「…………」

「どんな力も、よく学び、よく鍛たん錬れんすれば、それは大きな武器となります。真雪たちは……いえ、私たちはまだまだこれからだということを忘れないで頂きたいですね」

「……お前がそこまで気にするほどの人材とは思えないがな」

「それに……」

「？」

「それに────私たちにはもう一人いるのですから」

　その時、アヴァルが立っている倉庫に空いた穴からヨヨが飛び出してきた。その手には何か握られており、それが真まっ直すぐアヴァルに向けて投げられる。

「っ!?」

　完全に虚を突かれたアヴァルは、ヨヨの投げたものを避よけることができず、ただ右手で弾はじこうとしただけだった。だがそれがソージたちの狙い。

　ヨヨが投げたのは──《蒼の秘石フアースト・ブルー》。彼女が自ら創作し、いつも一つは懐に収めている疑似レプリカではあるが。

　それを使えば、『鬼おに堕おち』して間もない者を元に戻すことが可能。

　アヴァルが弾はじこうとして疑似《蒼の秘石フアースト・ブルー》に触れたその時、石から眩まばゆい輝きが生まれ、その光がアヴァルの身体を覆おおっていく。

「う……おぉぉ……っ!?」

　結構な発光量に、思わずアヴァルは瞼まぶたを閉じてしまう。

（よし、上手くいった！）

　ヨヨはアヴァルと戦う前に一つソージたちに策を授けていた。

　アヴァルが空けた倉庫の穴にヨヨを潜ませておき、アヴァルをその近くに誘導し、油断した彼に疑似《蒼の秘石フアースト・ブルー》を投げつける。それが策。

　相手は鬼おに化かしており、それは紛れもなく『鬼堕ち』した時と同じ力を発揮しているので、疑似《蒼の秘石フアースト・ブルー》の効力で鬼の力を打ち消せるかもしれないと考えたのだ。

　無論ヨヨが一番危険だということで、最初は渋っていたソージだったが、ヨヨの強い意向もあり、彼女の意志を優先することにしたのだ。

　光に包まれているアヴァルに全員の願うような視線が向けられる。

（頼む！　頼むから効いてくれっ！）

　呻うめき声を漏らすアヴァルを見ると、確実に効果は出ているはずだが、それでもどうなるかは定かではない。

　今の内に白ハク炎エンで攻撃すればいいのかもしれないが、下手に刺激して策が失敗しても問題だ。

　ここはヨヨの丹精が込められた傑作を信じて見守るだけ。

「ぐぅぅぅぅぅっ…………うおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　咆ほう哮こうに似た叫びとともに、アヴァルの輝きが増していく。

　皆が息を吞のむ中、

「舐なめるなぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　光がアヴァルの身体から弾き飛ばされ一気に霧む散さんした。

「そ、そんな……っ」

　さすがにソージも絶望を感じずにはいられない。

　ハッキリ言って、ヨヨの立てた策は一番相手を倒せる可能性の高いものだった。

　それなのに……。

「はあはあはあ……っ、や……つ……ぎィ」

　幾分か疲ひ弊へいしているように見えるアヴァルが、ギロリと近くにいるヨヨを睨にらみつける。そんなアヴァルの殺気を感じて、ソージはすぐさま大地を蹴り出しヨヨの前に立った。

「うっく……っ」

　アヴァルが顔を歪ゆがめて頭を押さえる。

（そうか！　完全には元に戻せなかったけど、効かなかったわけじゃないんだな！）

　そう判断して、今の内に仕留めようと、

「想いを像かたどれ、橙トウ炎エン！」

　橙炎で剣を創り、そのまま動きを止とめているアヴァルに向かって突撃する。

　そのまま相手の胸に向けて剣を突き出す──が、アヴァルはあろうことか、左手で剣を摑つかむと、そのまま力任せに折り、ハッとなったソージの顎を蹴り上げて上空へ飛ばした。

　激しく脳を揺らされたショックで意識が飛んでしまったソージ。

　落下してくるソージに向かって、アヴァルが腰に携えていたダガーを抜き、切っ先を向ける。そのまま串刺しにするつもりだ。

「ソージッ!?」「想そうくんっ!?」「朝あさ倉くらさんっ!?」

　ヨヨたちが同時に叫び駆けつけようとするが、

「引っ込んでいろぉっ！」

　アヴァルが腕を大きく振るったことで生じた衝撃波が、三人を吹き飛ばしてしまう。

　ヨヨは倉庫の壁に激突してしまうが、大きく吹き飛ばされた真ま雪ゆきたちよりは、まだソージから近い位置にいた。意識もハッキリとしている。

　だからアヴァルがダガーでソージを殺そうとしている意志を強く感じてしまう。

　ソージは意識がまだ戻らず、静かに落下してくる。





　　　　　※






「……い……いや……」

　ヨヨの脳裏にソージがアヴァルによって殺されるシーンが浮かぶ。

　ソージとの日々が走馬灯のように甦よみがえり、いつも自分を支えてくれていた彼の笑顔が、言葉が、ヨヨの心を埋め尽くしていく。

「いや……よ……っ」

　大切な幼おさな馴な染じみ。小さい頃からずっと一緒に育ってきて、互いに考えていることまで分かるような間柄になっていた。

　彼がいたから、そして今もいてくれるから自分は生き続けていられると言っても過言ではない。

　そんな彼が──死ぬ。殺される。

　そう認識した時、ヨヨは全力で叫んでいた。

「────止やめてぇぇぇぇぇぇぇぇええええええええっ！」

　刹那、ヨヨの身体から光が溢あふれ、周囲を一気に埋め尽くしていく。

「な、何ぃっ!?」

　アヴァルもその状況に明らかな動揺を見せている。

　ヨヨを中心として、倉庫群一体を覆おおい尽くす青白い光。それは魔力そのものだった。

「バカ……なっ!?　何だこのデタラメな魔力量は!?」

　ヨヨの放つ魔力量に愕がく然ぜんとするアヴァル。そして彼は……見てしまう。

　いつの間にかヨヨの目前に現れた─────一冊の本を。

「あ、あれはっ!?」

　アヴァルだけでなく、ヨヨもまた現状に言葉を失っていた。

　何な故ぜなら自分の目の前でプカプカと浮いている本は、少し前に学園長のオルジット・グレイスから渡された真っ白い本だったから。

　それは不思議な本であり、ヨヨしか開くことができないものだった。

　しかもその本は、かつてヨヨの母──希き姫き・八や継つぎが所持していたものらしい。

　中には何も書かれておらず、そこにはヨヨ自身が感じたことを書き記していきなさいとオルジットに言われ、毎日、日記のように日々経験したことを書き続けていたのだ。

「ど、どうしてこの本が……っ!?」

　さらに驚くのは、一向に落下してこないソージがいたから。見れば、ソージが大きなシャボン玉に包まれて空に浮いていたのだ。

　するとソージがシャボン玉ごと、ゆっくりとヨヨのもとへと移動してくる。

「……っ……うぅ」

　移動している間に、ようやくソージが目を覚まし、

「……あ……え？　はあ!?」

　すぐに起き上がり、自身が空を移動していることを知ると、ポカンと口を開けたまま固まった。

　そしてヨヨの傍そばにやってくるとシャボン玉は消え、

「ソ、ソージ？」

「お、お嬢様？」

　互いに目を合わせて見つめ合ってしまう。

「────やはり目覚めていたか、〝神シン羅ラ万バン象シヨウ〟に託された本が」

　そんなアヴァルの声により、ヨヨとソージはすぐに現実へと意識を帰還させ、立ち上がりアヴァルに顔を向けた。

「まさかここでお目にかかれるとはな」

　その言葉を受けて、ヨヨは彼から情報を引き出そうと口を開く。

「この本のこと、知っているの？」

「フッ、眉唾という噂もあったが、どうやら本当に存在したようだな」

「……？」

「何も知らないのか？　神の代理人──〝神羅万象〟の使い手のくせして何も知らないとは恐れ入る」

「あなたは何を知っているというの？」

「さあな。オレも別に詳しくは知らない。ただその本──〝白の創世録ビブリオン〟が目覚める時、時代が始まると言われているがな」

「時代が……始まる？」

「どんな時代なのかは分からないがな……うっぐっ」

　その時、またもアヴァルが頭を押さえて歯を食いしばる。するとどういうわけか、頭から生えていた角が消えていく。

「ぐぅ……はあはあはあ……ちっ、さっきの石のせいか、時間が来るのが早い……っ」

　どうやら鬼おに化かの第二ステージには、制限時間が存在するらしい。

　あれほどの力なのだから当然だろうが、彼の言葉をそのまま受け取ると、疑似レプリカ《蒼の秘石フアースト・ブルー》の効力のお蔭かげで、その時間を早めることができたようだ。

　ヨヨは彼の力がダウンしたことにホッとすると、不意に視線が本へと向く。どこかのページを開いているが、そこには金色に光る文字で〝泡沫夢幻バブル・フアンタジア〟と書かれてあった。

（え……何な故ぜ？　〝泡沫夢幻バブル・フアンタジア〟って、確か輝かが理り先輩の魔法だったはず……）

　何故彼女の魔法を示す文字が刻まれているのか分からないが、本が独りでに閉じて消えると、周囲を覆おおっていたヨヨの魔力も一緒に消失した。

　何が何だか分からないが、ヨヨはソージが無事だったことが嬉しかった。





　　　　　※






　顎に蹴りを入れられて意識が飛ばされてから、自分に一体何が起こっていたのか分からないソージだったが、今はその謎よりも、アヴァルから感じていた強烈な威圧感が消えたことの方が重要だった。

　明らかに疲労感を露あらわにしており戦力も低下し、呼吸も激しく乱れている。

　ただしそれはソージも同じで、長時間鬼化していたことで、もう白ハク炎エンですらまともに出せないでいた。

　だがまだ拳は握れる。力は込められる。まだ──戦える。

「ソージ？」

「お嬢様は離れていてください」

「でも……」

「大丈夫です。今度こそ、大丈夫ですから」

　不安気な顔をさせたくないが、今ソージが口にできる言葉はそれだけ。

　ヨヨもそれが分かっているのか、ソージから距離を取ってくれる。

「決着を──つけましょうか」

「……仕方ないな」

　アヴァルと睨にらみ合う。

　どれだけそうしていただろうか。ほんの数秒か。それとも一分くらいか。

　────不意にその時は訪れた。

　一つの倉庫の壁が軋きしみ崩壊が始まった瞬間、まるでそれがきっかけになったかのように、両者ともに同時に大地を蹴り出し間合いを詰める。

「「はあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」」

　互いに理解していた。この一撃だけが、今揮ふるえる最後の力──だと。

　両者の拳が、ほぼ同じ速度で両者の顔面に伸びてくる。

　そして────────バキィィィッと骨を砕くような音とともに、弾はじけ飛んだのはたった一人。

　それは──。

「──ぐぶふぅっ!?」




　────アヴァルだった。




　そのままアヴァルは、白目を剝むきながら倉庫を貫いて真まっ直すぐ弾け飛んでいく。

　手応えありだった。

　しかしソージも全力を尽くしたせいで、もう限界を超えていた……。

　最後にヨヨが自分の名前を呼ぶ声を聞いた気がするが、それに応える力はもうない。

　拳を突き出したまま倒れるソージを抱え、意識を失ったソージの髪を愛いとおしそうに優しく撫なでるヨヨ。












「……さすがはソージよ。……さすがは私の執事。よく……頑張ったわね」





　　　　　※






　学園を襲った未み曾ぞ有うの危機は過ぎ去った。

　戦闘能力を持つ教師や生徒の活躍により、重軽傷者は数多く出たものの、奇跡的に死者は出なかったのだ。

　しかし襲撃によって受けた学園自体のダメージも大きく、しばらく休校になることに。

　ソージもアヴァルとの戦いで気を失い、受けた傷のせいで、目を覚ましたのは三日後だった。

　瞼まぶたを開けてみれば、そこはヨヨの屋敷であり、自分の部屋のベッドの上。

　見慣れた天井が視界に飛び込んできた直後は、何な故ぜ自分がここにいるのか記憶が混乱してしまっていたが、すぐにアヴァルの件を思い出した。

　傍そばにいた妹のフラムが、ソージの覚醒を屋敷中に知らせると、ヨヨや屋敷で働いてくれている者たちが駆けつけてくれた──のだが、そこに真ま雪ゆきやセイラたちがいるのは何故だろうか。

「そぉぉぉくぅぅぅぅぅんっ！」

「へぶしっ!?」

　上半身を起こしていたソージの腹に飛びついた真雪のダイビングヘッドの威力は凄すさまじく、一瞬意識が飛んだ。

「あ、あのな……真雪……オレは怪け我が人……なんだけど？」

「ああっ、ごめん想そうくん！　でもでも、い～っぱい心配したんだからねっ！」

「わ、分かったから離れてくれ！」

「ええ～何でぇ!?」

「何でって……」

　周りの視線がビックリするくらい痛いからだ。冷たいとも言うのか、まるであらゆる女の子にちょっかいを出すアスロンを見るかのような女子のような視線。

　そんな視線を受ける謂いわれは絶対にない。断固として。

「と、とにかく離れてくれ」

「むぅ……分かったよぉ」

　リスのように頰を膨らませるその顔は物凄すごく可愛かわいいし、二度と会えないはずの幼おさな馴な染じみと再会できた喜びを改めて表したいという気持ちも分かるが、まず現状を把は握あくしたかった。

「お嬢様……」

「ずいぶんと寝ていたわね。執事として、あまり主あるじを放置しておくものではないわよ？」

「申し訳ございません。ですが、お嬢様が無事で本当に安心しました。あれから一体どうなったのですか？　アヴァル・ゼットは？」

「彼なら行方不明よ」

「行方不明？」

　何でもあの後、ソージたちを探しに来てくれたナナハスたちが、真ま雪ゆきたちから話を聞いて黒幕のアヴァルを拘束するために探したらしいが、その姿が煙のように消えていたとのこと。

「あれからもう三日。彼が生きていたとしても、ソージの一撃をまともに受けたんですもの。当分は大人しくしていると思うわ」

「そう、ですか」

　あれくらいで死ぬとは思っていなかったが、さすが引き際も心得ている。あれ以上無理をしても、ソージやヨヨを陥落できないと判断したのだろう。

（はは、本当に厄介な奴やつ）

　恐らくまた目の前に現れることになるだろう。

　ソージは自分の拳に視線を落とす。

「……強かったですね」

「そうね。まさか同じ年頃の相手にあなたが手も足も出ないなんて私も想像していなかったわ」

「もっと、強くならないといけませんね」

　次こそは、一人でもアヴァルを倒せるように。

「ほっほっほ、安心してくださいソージ殿」

「え……あ、バルさん」

　そこには執事服を纏まとった白髪の男性──執事長バルムンクがいた。

「たかが賊程度に後れを取るとは、これはまた鍛え直さなければなりませんなぁ」

　ほっほっほと笑うバルムンクの瞳は笑っていない。身震いするほどの恐怖を感じる。

　何な故ぜか……鍛え直す＝調教だからだ。また地獄の鍛たん錬れんが始まると思うと、無意識に身体が震えても仕方がないと思う。鬼おに軍ぐん曹そう、再臨といったところだ。

（ヤバイな。久々に地獄を見ることになるかもしれない……）

　彼が過去にソージに対して施してきた鍛錬を思い出し、じんわりと背中に汗が浮かび始めた。

「お兄ちゃん、身体は大丈夫？」

「フラム……ありがとうございます。もう大丈夫ですよ」

「えへへ、良かった」

　優しき天使──フラム。彼女の微笑ほほえみを見るだけで、身体の痛みなど噓のように消えていく。

「そういえば、真雪たちが何故ここに？」

　真雪たちが住んでいるのは学園の寮のはず。ソージが起きたという報告を受けて駆けつけたにしては早過ぎる。

　すると真ま雪ゆきとセイラを見て初めて異変に気づく。

「あれ……？　真雪？」

「ん？　なぁに想そうくん？」

「……………………何でメイド服を着てんの？」

　そうなのだ。何な故ぜか二人ともが、この屋敷に仕えるメイドと同じ服を着用しているのである。

「何言ってるの想くん！　見て分かんない？」

　そんなの一目見たら分かるでしょ的な感じで問われても、すぐに答えなんて出てこない。

「…………自分の服がない、とか？」

「んなわけないでしょ！　私たち、昨日からここに住んでるんだよ！」

　……何ですと？　と思わず目を見開いてしまった。

「……えっと……はい？」

　説明を求めるようにヨヨの顔を見る。

「彼女たちの言った通りよ。彼女たちがどうしてもと言うから」

「いや、どうしてもって……」

　真雪がメイドに憧れていたなどという話は聞かない。

（う～ん。会わなかったうちに趣味が変わったのか……？）

　そうだとしたら変わった趣味に目覚めたものだ。

「あ、心配しないでよ想くん！　ちゃ～んと働いてるから！　ここに住まわせてもらうなら、想くんみたいに働きたいって思ったんだ！　ね、セイラ！」

「は、はい！　セイラも、その……朝あさ倉くらさんのお力になりたかったので！」

「そ、そうなんだ…………ん？」

　今……聞き捨てならない言葉が聞こえたような。

「え、えっと……朝倉？　今、朝倉って言いませんでした？　真雪が教えたのか？」

「ううん。セイラは元々想くんのこと知ってたんだよ」

「……はあ？」

「セイラのこと聞いたら、きっと想くん驚くよぉ～」

　ニヤニヤと子供が悪戯いたずらをする時のような顔をする真雪。久しぶりに見るその顔に少しムッとした……が、今はセイラのことだ。

「朝倉想そう二じのことを知ってる？　でもセイラって名前……知らないぞ……？」

　必死に記憶の中を洗い出してみるが、やはりその名前はヒットしない。

　ブツブツ呟つぶやいていると、セイラが近寄ってきて、何故か目一杯頭を下げてきた。

「朝倉想二さんっ！」

「は、はい！」

「セイラの……私の命を救って頂き、ありがとうございましたっ！」

「………………はい？」

　何な故ぜ突然全力で感謝の言葉を述べられたのかサッパリだ。

　完全に思考がストップしているソージだが、セイラは無視して続ける。

「わ、私の名前は星ほし守もりセイラと言います。あの時……お昼休みにあなたに命を助けられた者です！」

「あの時？　昼休み？　助け……っ!?」

　自分の脳裏に信じられない答えが浮かんだ。

「ま、ま、まさか……あの事故の時にオレが助けようとした？」

「は、はい……本当にすみませんでしたぁ！」

　深く深く頭を下げてくるセイラに対し、あまりに衝撃的な告白に混乱してしまっている。確かめるように真ま雪ゆきを見る。

「本当だよ。セイラは、想そうくんが命をかけて助けた子なの」

　真雪はこんなことで噓などつかない。それは知っている。

　しかしそんな偶然が、本当に有り得るのだろうか。

（でも、だったら本当にこの子が……？）

　まだ信じられないという気持ちはあるが……。

「セイラのせいで……せいで……ごめんっ……なさい……っ」

　嗚咽おえつし始めるセイラ。

　その姿に何の偽りも見出せなかった。

（そっか。彼女も辛つらかったはずだよな）

　自分を庇かばい、命を落とした男子。顔見知りではなくても、誰かが自分のために死んだという事実は決して軽くない。

　それに話している感じ、彼女は元々気の弱そうなタイプだ。きっと心を痛め、ずっと悩んでいたのだろう。

　それを恐らく、真雪が少しずつ癒していったに違いない。

　真雪は、そういう奴やつだから……。

　真雪の顔を見ると、彼女は笑顔で小さく頷うなずいた。

　ソージは視線を再びセイラへと戻すと、そっと彼女の頭に手を乗せて、ゆっくりと、いつもフラムを撫なでるように動かし始める。

「今まで辛かったですよね。でも、もう気にしなくてもいいんです」

「ふぇ……っ」

　顔を上げた彼女の目からは美しい涙が零こぼれ落ちている。

「あなたが無事だった。それだけであの時の行動が正しかったと思えることができたのですから」

「朝あさ倉くら……さん……っ」

　そうだ。真雪のことも気になっていたが、当然自分が助けようとした子が無事かどうかは知りたいと思っていたのだ。

　そして彼女が無事だと分かった。もうそれだけで報われた気がしたのである。

「生きていてくれて、ありがとうございました。だからもう、泣かなくていいんですよ」

「ふぇ……ふぇぇぇぇぇぇぇぇんっ!?」

「ええっ!?」

　何な故ぜかもっと泣き始めてしまった。せっかく泣き止やませるために声をかけたというのに。

「えへへ、良かったね、セイラ！」

「ちょ、真ま雪ゆき！　笑ってないで何とかして！」

「ダメだよ想そうくん。女の子を泣かしたんだから、自分で何とかしないと」

「そ、そんなこと言ってもぉぉ！」

「あらあら、ソージってば、女性を泣かせるなんて、これはお仕置きが必要ね、バル、フラム？」

「ええ、これは鍛たん錬れんをさらに厳しくせねば」

「そうだね。お兄ちゃんの鬼畜ぶりに、妹としても恥ずかしいです」

　何てこった……誰一人味方がいない。

　それからセイラが泣き止むまでずっと弄いじられ続けた。

　鍛錬の前に軽い地獄を見たソージであった。





　　　　　※






　ある森の中に、ひっそりと存在する小さな洞穴がある。

　岩に囲まれたその奥では、ロウソクの明かりに照らされて、一人の少年が草木で作った簡易式の寝床で横になっていた。

「……う」

　少年──アヴァルは目を覚ます。

「あ、主さま、起きたコロ？」

「……プッコロか。どれくらい眠っていた？」

「半日ほどですコロ～」

「そうか……やはりまだ身体は完全に回復し切っていないな」

　拳を開いたり握ったりしながら、自身の身体の動きを確かめていく。

　上半身を起こすも、まるで重力が数倍になったように身体が重い。

「それにしても主さまが負けるなんてビックリしたですコロ～」

「別に負けていない。あの時は、戦略的撤退をしただけだ」

「…………」

「何だその目は？」

　相棒のプッコロがジト目で見つめてくる。まるで「へ～ふぅん」という感じで、まったく信じていない様子。

　ソージに顔面を殴られて吹き飛んだのは確かだが、意識を失っていたのは一分ほど。すぐに目を覚まし、そこから今の身体で戦うには分が悪いと思ったから撤退しただけ。決して負けて逃げ帰ったわけではない。

「予想外なことが起き過ぎた。ソージ・アルカーサの想像以上のタフさ。それにまさかあそこで《神かみ代しろ》が覚醒するとはな」

　神の代理人──《神代》。ヨヨのことである。

「〝白の創世録ビブリオン〟……か。このことをあの方に報告しないとな」

　ふぅと肺からゆっくりと息を吐き出す。

「これからどうしますコロ？」

「とりあえず今回で失った戦力は大きい。《下げ鬼おに》しか使わせてもらえなかったが、それでも結構の数を損失したしな。せめて《中ちゆう鬼》が十体ほどあれば状況も変わっていただろうが」

《下鬼》は鬼の中でも最低ランク。数は多いが、質は低い。

「《中鬼》を十体も転移するには、今回使用した転移魔法陣じゃ、とってもと～ってもレベルが低過ぎますコロ～」

「そうだな。たかが《下鬼》数十体を転移させただけでぶっ壊れたしな」

「今度はもっと優秀な転移魔法陣を探しますコロ～。もしくは作りますコロ～」

　今回使用した転移魔法陣は、たまたま上司に位置する者が見つけたものであり、かなり昔に使われていたと思われる古い魔法陣だった。

　一応使えるように手を加えたが、それでも転移できたのは今回の数だけ。本当はもう少し数がいたのだが、すべてを転移する前に魔法陣が作動しなくなったのである。

　これもまた古い魔法陣を当てにした自分の落ち度であろう。

　とは言っても、簡単に優秀な転移魔法陣などは作れるわけもないのだが。

「まあ、終わったことをいくら嘆いても始まらんがな」

「やっぱり負けたんですねコロ～」

「だから負けていない。言ってみれば引き分けだ。次やればオレが勝つ」

　そう、次こそは必ずソージとヨヨを打ち負かし、配下に加えてやると決意した。

（オレもまだ鬼おに化かを完全に扱えているわけじゃない。身体を直したら、少し鍛え直して今度こそ……）

　任務をやり遂とげてやる。

　アヴァルの白銀の双そう眸ぼうは揺らぎなど一切なく、ただただ真まっ直すぐだった。

　それはまるで、来たるべき未来を映しているかのように──。
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　ソージが目覚めてから二日後、まだ休校中だというのに、学園長であるオルジットに呼び出されて、ソージ、ヨヨ、真ま雪ゆき、セイラの四人はともに学園長室へと向かった。

　学園長室がある校舎に入ったところで、前方から歩いてくる一人の少女を捉える。

「──あ、輝かが理り先輩！」

　ソージの掛け声に、向こうもこちらに気づいたようで、優しげな笑みを浮かべて近づいて来る輝理。

「聞きました。アスロンが危ないところを助けて頂いたようで」

「ふふ、当然よ。同じ学園で学ぶ者同士、力を合わせるのは当たり前だと思うわ」

「それでも本当にありがとうございました」

　かけがえのない友を救ってくれた彼女の行為には本当に感謝している。

「けれど、あなたもずっと意識を失っていたと聞いたわ。ごめんなさい、ちゃんとしたお見舞いに行けなくて」

「いえ！　お嬢様からも聞きました。何でも私が倒れてすぐに見舞いに屋敷まで来てくださったとか」

　しかしその時は、まだソージも眠っていたので会話をすることができなかったのだ。

　ただ律儀にも家にまで見舞いに来てくれた輝理には、頭が下がる思いだった。

　早く礼を言いたいと思っていたが、結局これまで彼女と会うことができずに、ようやく今日本懐を遂とげることができたのである。

「ふふふ、元気になったようで本当に良かったわ。ヨヨさんたら、私が見舞いに行った時も、ずっとあなたの傍そばにいて心配してたしね」

「ちょ、輝理先輩!?」

　今まで黙っていたヨヨも、その言葉に頰を紅こう潮ちようさせて会話に飛び込んできた。

「それに……その子たちも、ね」

　輝理が真雪とセイラに視線を向けてニッコリと微笑ほほえむ。すでに見舞いに行った時に挨あい拶さつは済ませているらしい。

「ソージくん、本当にあなたは幸せね。こんなにも大切に思ってくれる女の子たちに囲まれて」

「な、何かその言い方はちょっと……」

「あら、どうして？　もし良かったら、私もその中に入れてくれるのかしら？」

　色気を感じさせる妖よう艶えんな色を瞳に宿し、すり寄ってくる輝理。

　鼻び腔こうをくすぐる甘い香りに、ついくらりと目眩めまいを起こしそうだ。

「あ、ああああのその……か、輝理先輩……っ！」

「それとも、私は魅力ない？」

「そ、そんなことはないのですが……あ、その……近いかと」

「こうやって近い方がしっかり声が届くでしょ？」

「それはそうですが……っ!?」

「そ・れ・に。男の子はこうやってくっつかれるの……好きでしょ？」

　少しだけ。ほんの少しだけだが、輝かが理りの胸が腕に当たり……。

（や、やっぱり輝理先輩は大きいものをお持ちで……っ！）

　その時、背後から悍おぞましいオーラを感じた。

「……さすがは私のソージね、私の目の前で堂々と先輩とイチャつくなんて」

「こんな場所でちょっとハレンチなんじゃないかな、想そうくん？」

「じ、自重するべきです……えぅ」

　ヨヨ、真ま雪ゆき、セイラがそれぞれ不快感を露あらわにしていた。というよりもソージは自分が怒られるようなことをしている自覚などない。

　どちらかと言えば被害者ではないだろうか……。

「ちょっ、何な故ぜ三人ともそんなに怒ってらっしゃるんですか!?」

「それをまだ分からないなら、やはりお仕置きが必要なようね」

「私も手伝うよ、ヨヨさん。ここはキッツイのいくべきだと私は思うんだ」

　気の弱いセイラはともかく、ヨヨと真雪が示し合わせたように怒りの拳を震わせて近づいてくる。

　このままでは本当にお仕置きをされてしまいかねないと思った時、「あははははは！」と楽しげに輝理が笑い声を上げ始めた。

「もう、本当にあなたたちは面白いわ。うん、素晴らしい関係ね」

「え、えっと……輝理先輩？」

「ふふ、冗談よソージくん」

「はい？」

　すでに輝理はソージの身体から距離を取っている。

「本当に普段通りか、ちょっと試してみただけ。うん、ヨヨさんも通常運転のようで良かったわ」

　と、嬉き々きとした声音で言う輝理に対し、何故かヨヨは照れ臭そうに顔を背ける。しかしそのお蔭かげか、ソージにとっては緊張感漂う中、一気にそれが緩んで和みムードとなった。

（何だ、からかわれていただけか。……心臓に悪い）

　執事として、こういった状況でも涼しげな顔で対応するのが求められるのだろうが、こういったことに対する免疫が皆無のソージには少し難題である。

「四人とも、今から学園長室に行くのよね？」

「あ、はい。その通りです。良ければ先輩もご一緒にどうですか？」

「実はもう呼ばれて行ってきたのよ。そこでアスロンくんたちにお礼を言われてね」

「そうだったんですか」

「学園長先生からも、もうすぐソージくんたちが来るって言われてたんだけど、ちょっと用事があるのを思い出してね。今から研究室へ行くつもり」

「何か大切なご用でも？」

　聞いたのはヨヨである。

「研究室は研究室でも、料理研究室よ。しばらく休校でしょ？　だからストックしている食材を何とかしなければと思ってね」

　彼女は二つの研究会を掛け持ちしているのだ。一つはヨヨと同じだが、もう一つが料理の研究会である。

「なるほど。では後でお手伝いさせて頂きます。よろしいですか、お嬢様」

「ええ、私も手伝うわ」

　するとヨヨだけでなく、真ま雪ゆきやセイラも名乗りを上げた。

　輝かが理りは嬉しそうに微笑ほほえんだあと、

「ありがとう。それじゃ、また後でね」

　と言って、その場から離れていった。

　歩く姿も絵になるほど綺き麗れいな人である。そんな輝理の後ろ姿を見ていると、ヨヨと真雪が非常に不安にさせるような美しい笑顔をソージに向けてきた。

「さっきの行為については、また屋敷に帰ってからお話ししましょうね、ソージ」

「本当に……本当に楽しみだね、想そうくん」

　…………どうやら有う耶や無む耶やにできなかったようだ。

　背筋が凍る思いをしながら、ソージは三人の淑しゆく女じよをエスコートし、学園長室へと足を動かした。







　学園長室に入ると、そこには見知った顔ぶれが。

　その中でソージがまず声をかけたのはアスロンだ。

「アスロン、あなたもずいぶんと無茶をしたと聞きました。もう身体は大丈夫なのですか？」

「おうよ！　まだちっと身体は痛えけどな。というかお前も聞いたぜ。何でも瀕ひん死しっぽいことになってたって言うじゃんよ」

　アスロンがアベルドを庇かばって大怪け我がをしたというのはヨヨから聞いていた。ソージのようにしばらくベッドの上から動けなかったという。

　そしてそれはアベルドも同じようで……。

「ふ、ふん！」

　同じ部屋にいるアベルドもまた、額にはまだ包帯を巻いているが、何な故ぜか居心地が悪そうな感じでそっぽを向いている。

「アベちゃん、先輩として素直になった方が良いと思うなー」

「う……ヒナノリア先輩」

　ペロペロと棒つきキャンディを舐なめながら言うヒナノリアの言葉に対し、アベルドはさらにバツが悪そうな顔をする。

「そうだぞ、アベルド！　学園を襲った賊の長を討うったのは、紛うことなき彼らなのだからな！」

「し、しかし会頭、それは《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》としては当然で……」

「おや？　お前はそれを認めていなかったのではないか？」

「うぐ……そ、それは……」

「他ならぬ《英えい霊れい器き》の方々からの証言なのだ。まさか彼女たちが噓を言っているとでも言うのか？」

　どうやらソージたちがアヴァルを追い払ったということを、真ま雪ゆきとセイラが学園長やナナハスたちに告げたようだ。

「…………めます」

「は？」

「み、認めますよ！　しかし、少なくとも力があるというだけです！　そこの愚ぐ弟ていを含めて、《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》としてはまだまだ足りないものは多いです！　今後不祥事でも起こせば、責任を取って辞めてもらうから覚悟しておけ！」

　それだけを言うと、皆の白けたような視線に耐えられなくなったのか、鼻から息を放つと部屋から出ていってしまった。

　彼の態度から、少しだけ柔らかくなっていると感じたのは気のせいだろうか。

「はぁ……悪いなお前たち。ああ見えても、今回のことで少しはお前たちのことを認めているはずなのだ。特にアスロンには命まで救われたのだからな」

「別にいいっすよ、ナナハス会頭。クソ兄貴はあんな感じでいいっす。いきなりデレデレの態度なんて見せられたら寒気がするだけですし」

　正直言って、アベルドに認められようが認められまいがソージがやることは変わらないのだが、弟であるアスロンとの仲が少しでも良くなったのならそれでいいと思った。

「あ、そうです。フェムさん、お見舞いに来てくださったようで、ありがとうございます。ですがすみません。ご挨あい拶さつできなくて」

「い、いいわよ！　ソージが無事ならアタシは……さ」

　彼女も、輝かが理りと同じくソージが寝込んでいる時に見舞いに来てくれたらしい。

「襲撃時は、危険を顧みず生徒を保護していたようで。さすがはフェムさんですね」

「ア、アタシなんて、アスロンに言われたことをしただけよ！　お、鬼だって一匹も倒していないし……」

「そんなことありませんよ。少なくとも、あなたの力があったからこそ救われた人がいたんですから」

「ソージ…………うん」

　フェムが嬉しそうに頰を緩めてソージの目を見つめ返している。何な故ぜか顔が赤いが、体調を崩している様子もないし、どうしたのだろうか……？

「……で、いつまで見つめているつもりなのかしら？」

「そうだよ、想そうくん。状況を弁わきまえよっか」

「お、お嬢様!?　真ま雪ゆき!?　な、何か黒いオーラが……っ」

　何故そこまで不機嫌な顔をして、怒りと恐怖が混在したオーラを溢あふれさせているのかサッパリ分からない。しかしこの様子は、先程輝かが理りとの時に感じたものと同じなので、決して刃向ってはいけないと直感で悟る。

「はいはい、そこまでねぇ～！」

　パンパンと手を叩く音が部屋中に響き、皆の注意がその音を発生させた人物へと向く。

　黒いスーツ姿を着用し、唯一椅子に腰かけている学園長オルジツトだ。白い肌に、薄く引いた唇の紅あかが目立つ。

　彼女は薄く笑みを浮かべながら、その場に集まった者たちを一望する。

「本当に今回はありがとねぇ。お蔭かげであれだけの騒ぎにも拘かかわらず死人は出なかったわ。不幸中の幸いとも言えるけど、これもあなたたちが全力を尽くしてくれたから。だから本当にありがとう」

　そう言って椅子から立ち上がり頭を下げた。

　学園のトップの人に頭を下げられて、ほとんどの者は恐縮してしまっている。

　ソージとヨヨ、両者の母親と同級生で、この学園でもともに学んでいたということを知っているソージは、

（礼を感じたら相手がどんな者でも礼を尽くす。それが学園長なんだよなぁ。できた人だよ）

　それに彼女がいるからこそ、ヨヨもまた安心して学園に通うことができているのだ。

「学園長、学園の危機に、生徒である我々が奮闘するのは当然の義務だ。だから気にしないでもらいたい。そんなことよりも例のことを」

　……例のこと？　とソージは発言をしたナナハスを見てから、オルジットに視線を移す。

「おほん。そうね。んじゃあ……」

　チラッと彼女が視線を向けた相手──それは真雪とセイラだった。

　真雪たちも一つ頷うなずくと、オルジットの隣に移動し、身体ごとソージたちに向けて対面する体裁を整える。

「本日この時から、真雪・天あま川かわ、セイラ・星ほし守もりともに《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》の任に就くことになったからね！」

「……え？　ちょ、学園長……それは本当なのですか？」

「うん。本当よ、ソージ！　彼女たちからたっての希望があってねぇ」

　ソージが「ま、真雪？」と彼女に確かめるべく顔を向けた。

　するとニコッと笑みを浮かべた真雪がコクッと大きく頷く。

「私たちも、想そうくんたちのように学園を守りたいって思ったから！　ね、セイラ！」

「は、はい！　そのためにはもっとお勉強して、訓練して、強くなります！」

　どうやら二人の意志はすでに決定しているようだ。

　彼女たちが自分で考え出した答えならば否定する理由はない。

「これからもよろしくね、想くん！」

　真ま雪ゆきの笑顔。向日葵のような、見ていて元気を与えてくれる笑顔。

　もう一度見たいなと思っていたが、決してそれは叶わない願いだと思っていた。

　奇跡。そう、これは──奇跡なのだろう。

　一度失ってしまい離れ離れになり、決して交わることのなかった道がまたこうして繫がりを得たことに、ソージは心底、自分が恵まれていると感謝した。

（ああ、やっぱりコイツの笑顔はいいなぁ）

　だから思わず、それは無意識に……やってしまったのだ。

「ふぇ……っ。……想くん…………えへへ～」

　気づけば真雪の頭に手を乗せて撫なでてしまっていた。

　そして周りから異様な視線を感じたのは、蕩とろけたような表情を浮かべる真雪に気づいてからすぐだった。

（し、しまったぁ────っ!?）

　視界に入っているオルジットはニヤニヤしており、セイラは羨ましそうにぽ～っと見ている。セイラが何な故ぜそうなっているかは分からないが。

　だが今はそんなことよりも、自分の背後から氷のような冷気を感じていて、振り向いてはいけない、と本能が訴えてきている。

「「……ソージ？」」

　二つの声。それはヨヨとフェムだ。

　ソージは全身をビクつかせて、渇いた喉を精一杯震わせて「は、はい」と答えると、静かに振り向く。

　そこには────鬼が二人いた。

「「正座っ！」」

「はいィィィッ！」

　ここで逆らえる男がいるなら是非一度会って酒でも酌み交わしたいところだ。酒は吞のめないんだけど……。

　そこから女の子の頭に軽々しく触れてはいけないといった説教を二人から受け、面白がってそこにヒナノリアが便乗してくるし、アスロンはアスロンで、真雪とどういう関係か根ほり葉ほり聞いてくるしでてんやわんやだった。

　何とかオルジットとナナハスの計らいで落ち着いたのは、それから五分後。







　ナナハス、ヒナノリア、アスロン、フェムは用事があるということで部屋から出ていった。

　残されたソージたちは、オルジットにアヴァルが言っていた〝白の創世録ビブリオン〟について、そしてヨヨが、ソージがアヴァルによって殺されるかもしれない瀬戸際に見せた力について、彼女が何か知っているかもしれないと思い尋ねた。

「ごめんなさい。私も詳しいことは分からないのよ」

　その言葉に意気消沈する思いだったが、

「でも、ヨヨには何かしら謎を解く鍵があるんじゃないの？」

「……そう、ですね。ですがまだ確証がないので」

　ヨヨはそう言っているが、実はソージが目覚めてから、二人っきりの時にヨヨから〝白の創世録ビブリオン〟について相談を受けていたのだ。

（確かまだ書き込んでいなかったページには、輝かが理り先輩の魔法名が刻まれてたらしいけど）

　それに……と、

（あの時、オレの身体を覆おおっていたシャボン玉。あれって前に見せてもらった輝理先輩の魔法と同じ効果を持ってたよな）

　そこでソージは思った。

　ヨヨの持つ本の能力、それは────他人の魔法を自在に扱える力なのでは？

　ヨヨもまた同じ見解に達していた。しかしどうやってあの本の力を引き出したのか、ヨヨは分からないと言ったし、あれから使おうとしても、ただの本としてしか使用できなくなっていたとのこと。

（まだまだ謎が多い本ってことだけは分かったんだよな）

　ヨヨの母親である希き姫きならば、〝白の創世録ビブリオン〟の謎を解明してくれるとは思うが、残念ながらそれができるのは、ヨヨが完全な《蒼の秘石フアースト・ブルー》を作れた時だろう。

（先は長いってことか）

　でも彼女は決して諦めない。もちろんソージも、だ。

　それに──。

　ソージは真ま雪ゆきとセイラの顔を見る。

（真雪たちも手伝ってくれるって言ってくれたしな）

　真雪たちには、ヨヨから自身の夢を語ることになった。ソージたちが学園ではどのように扱われているか知り、真実を知りたいと願い出てくれたからだ。

　ヨヨもソージの幼おさな馴な染じみと、その親友ならば信頼できるとして話した。

　頼もしい仲間ができたのである。

「ソージ、ヨヨ、せっかくだから、休校期間を利用して、希姫の昔の友人たちを探してみるのもいいかもしれないわね」

　不意にオルジットがそんなことを言い出した。

「そうすれば、また一歩、例の本のことも、《蒼の秘石フアースト・ブルー》のことも理解が深まるかもしれないわ」

　彼女の言う通りだとソージは思った。ヨヨの顔を見たが、彼女も同じことを思っているようだ。

「もっちろん、私も力を貸すからね、想そうくん、ヨヨさん！」

「セ、セイラもですぅっ！」

　真ま雪ゆきたちの心遣いに、陽だまりに包まれているかのような気分になる。

　ソージはヨヨと対面して、僅わずかに頭を下げる。

「お嬢様、これからもともに夢を摑つかむために突き進みましょう」

「当然よ。だからあなたは私の傍そばでずっと……ずっと支え続けなさい、ソージ」

「当然です。私は、ヨヨお嬢様の執事ですから」

　少しずつ毎日は変化していく。

　辛つらいこと、悲しいこと、痛いこと、それらが溢あふれる茨の道を進むのは大変だ。

　しかし傍には仲間がいる。家族がいる。──大切な人お嬢様がいる。

　だからこそ、ソージは戦い続けることができるのだ。

　道の上にどんな障害があろうと、守るべき人がいるならば、決して膝を折ることはない。

　だから紡つむいでいく。いつか、最高の終わりハツピーエンドを迎えるその時まで。




　それが─────創オ炎レの物語ヒストリア。
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　皆様、お久しぶりです。十本スイです。

　第一巻発売から長らくお待たせしてすみませんでした。こうして第二巻を出すことができて嬉しい限りです。

　残念ながら今回で完結となってしまいますが、一文字一文字想いを込めて書きました。

　この作品はＷＥＢから始まった物語でしたので、こうやって書籍にして頂いたことだけでも感謝感激です。

　もっと続けられれば良かったのですが、力及ばずに申し訳ありません。

　ですが、そのぶん読み応えバッチリと思われるように内容を練り、最後の一冊を書き切りました。

　数多く出てくる個性的な新キャラクターや、ソージの運命的な出会い。そして、一巻で出てきたアヴァルとの熱い直接対決。

　またいつも変わらないソージとヨヨの強い絆きずなもしっかりと描かれています。

　今回のテーマは『再会』であり、まさしくそれに相応ふさわしい内容となっていますので、あとがきから読まれる方は、これから読む本編を是非楽しみにして頂きたいと思います。

　ちなみにサブテーマをつけるとしたら『覚醒』なので、こちらの意味も吟味して読んで頂けたら幸いです。なかなかに盛り上がる展開が待っていると思います。







　最後に謝辞を述べさせて頂きたいと思います。

　第二巻出版のために尽力してくださった編集の方々や、読者の皆様には心から感謝致します。

　またイラストを担当してくださった、ぜろきち先生。今回も最高のイラストを描いて頂きました。ソージたちも先生に描かれて、きっと嬉しかったはずです。もちろん僕も先生のイラストで元気を分けてもらいました。

　そしてＷＥＢの頃から今も変わらずこの作品を支え続けてくださっているファンの方々には、これで終わってしまう申し訳なさもありますが、ここまで読んで頂けた感謝で胸がいっぱいです。

　設定や世界観はＷＥＢとまるで違う『創炎のヒストリア』になりましたが、ここまでお付き合いくださった方々に一言──本当にありがとうございました。

　もしかしたらまた別の作品でお会いすることがあるかもしれません。その時も、再び全身全霊で物語を書いていきたいと思います。

　その日が来ることを陰ながら見守ってくださると励みになります。

　ではまた、是非皆様にお会いできることを祈っております。

　そして皆様が素晴らしい本に巡り会えますように。























　著者

　十本スイ（とおもと・すい）

　　幸運に恵まれ、スカウトを受けての書籍化。富士見書房『金色の文字使い　─勇者四人に巻き込まれたユニークチート─』でデビュー。本作が二作目であり、創作中毒者とも呼び声高いライトノベル作家。頭の中は常に妄想が渦巻いているが、自称健全な男ではある。




　イラストレーター

　ぜろきち

　　北海道在住のイラストレーター。

　　『探偵失格』（電撃文庫）『汐汲坂のカフェ・ルナール』（ＭＷ文庫）『放課後四重奏』（ＧＡ文庫）他ライトノベル、ＴＣＧ等のイラストを担当。

　　毎年春になると自転車が欲しくなりますが、毎年買わずに冬が来ます。今年こそは。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／ぜろきち

　　装丁／ウエダデザイン室

　　編集／今井遼介、大原康平（株式会社フロンティアワークス）




　　※本書は小説投稿サイト「小説家になろう」（http://syosetu.com/）初出の作品を加筆の上書籍化したものです。











創炎のヒストリア２




～神託少女の創世録ビブリオン～








十本スイ





[image: ]





2017年1月25日　発行





(C)SUI Tomoto 2017





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ＭＦ文庫Ｊ『創炎のヒストリア２　～神託少女の創世録～』

2017年1月25日初版第一刷発行





発行者　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-002-001（カスタマーサポート）

年末年始を除く　平日10：00～18：00まで

http://www.kadokawa.co.jp/













item/image/kuchie-002.jpg
I/ 2\





item/image/kuchie-003.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
o &
R

N
. tomoto sui

Ty

L

il





item/image/cover.jpg
‘ \\' ) \\\ »

v
NS

DL W

!






item/image/p219.jpg





item/image/p251.jpg
FAIIH-FFAVR
FINAGTNVE






item/image/p095.jpg





item/image/p250.jpg
FATII-FFAVR

HE&EAT






item/image/toc-001.jpg
v
CONTENTS {

raa—>
007
it
FRITER
012
B
BEops
060
-
g
116
L
I—=IVST T 7V
167
TR
(2195 11§73
200
et
gAY 7

232
I AXAF AT
Er&h
LN
SR/ RIHET:

(BA&HTTY74T77-2R)

A M ONRARSS ) /) IHOLER: ZMED LRIELSOTT .






item/image/p106.jpg





item/image/p021.jpg





item/image/p063.jpg





item/image/p187.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		第一章　学園守護会



		第二章　驚愕の再会



		第三章　襲撃



		第四章　ソージVSアヴァル



		第五章　白の創世録



		最終章　創炎のヒストリア



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/logo-bj.png





item/image/p126.jpg





item/image/p247.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p040.jpg





item/image/p161.jpg





